

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　遠ざけた過去










「悠ゆう凪なぎくん、助けてくれてありがとう」

　ベッドの中から死にそうな声でこの部屋の主、天てん条じようレイユが答える。

「一晩中ひっついていれば風か邪ぜもうつりますよね。おかげで俺の風か邪ぜは治りましたけど」

　俺こと錦にしき悠ゆう凪なぎは、お隣となりの部屋に住む女性の看病をしていた。

　ベッドの中で赤い顔をしている美女・天てん条じようレイユ。

　彼女は俺の暮らすアパートのお隣となりさんであり、俺が通っている輝き陽よう高校の教師だ。おまけに俺のクラスの担任でもあった。

　彼女のおすそわけをきっかけに、俺たちは隣りん人じん同どう士しであることが発覚。

　先生と生徒が壁かべ一枚隔へだてて暮らすなんて色々とリスクや不都合も多い。だが、学校では元気な印象が強かった天てん条じよう先生も、仕事で忙いそがしくて私生活はボロボロだった。そんな彼女を放っておけず、俺はお隣となり同どう士しで協力し合うことを提案する。

　隣りん人じん協きよう定ていというルールを結びながら、秘密を守りつつお互たがいの生活を支え合う日々を送っていた。

　たとえば平日朝晩の食事は俺が作っている。

　逆に俺が風か邪ぜを引いてダウンしていた時は、天てん条じようさんがわざわざ看病に来てくれた。

　その結果、俺の風か邪ぜが彼女にうつってしまった。

「ただの事故！　不幸な偶ぐう然ぜん！　寝ねぼけていたことによる不ふ可か抗こう力りよく！」

　高熱でしんどいのに、彼女は必死に弁明する。

「自分から男の寝ね床どこに入ってくるなんて、どうなっても文句は言えませんよ」

「うぅ、そこはその……」

　天てん条じようさんは自分に原因があるため強く出られない。

　この人は寝ねぼけたままベッドの中に入りこめる特技、というか癖くせがある。

　たとえそれが俺の部屋のベッドだとしてもだ。

　看病に来てくれた際も寝ね落おちしてしまい夜中に風か邪ぜでダウンしていた俺のベッドに無意識のうちに入りこんでいた。狭せまいシングルベッド、ふたり並んで寝ねながら朝を迎むかえた。

　目が覚めた俺はその無防備さに笑ってしまい、後から千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を逃のがした悔くやしさに悶もだえる羽目になった。

「俺が元気だったなら、次は我が慢まんできる自信ないです。たぶん襲おそいます」

　彼女に釘くぎを刺さしつつ己おのれの自制を促うながす。

「────おそぅッ!?」
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　声をひっくり返して驚おどろく天てん条じようさんは、慌あわてて掛かけ布ぶ団とんを引き上げて顔の下を隠かくした。

「冗じよう談だんですよ、たぶん」

「身の危険を感じる」

　ジーっとこちらを見てくる。

　年上のお姉さんとは思えない初う心ぶな反応があまりにもチャーミングで、俺は平静を装よそおいながらも愛いとおしさが募つのっていく。

　俺はこの人がどうしようもなく好きだ。

「にしても、ゴールデンウィークに入るまで数日あったのによく耐たえましたね」

「そこはまぁ、大人の責任感よ」

「体調悪いなら遠えん慮りよなく休める社会になってほしいです」

　最初の数日はいつも通りだったが、やっとゴールデンウィークへ突とつ入にゆうというタイミングで気が緩ゆるんだのだろう。アパートに帰ってきて俺の部屋で夕飯を食べる頃ころにはみるみるうちに熱が上がって体調を崩した。

　先生の職業意識の高さや責任感の強さがよくわかる一方、こうして平然とやせ我が慢まんをするのは俺としても心配だ。

　天てん条じようレイユという人は肝かん心じんなことだけは隠かくすのが上う手まい。

「……せっかくのゴールデンウィークにアタシの看病なんてさせちゃってごめんね」

　天てん条じようさんは隠かくしていた顔を半分だけ出して、謝る。

　この人は完かん璧ぺきそうに見えて意外と隙すきが多い。そこが可か愛わいらしい。

　特に今は風か邪ぜで弱っているせいで、いつも以上に年の差を感じさせなかった。

「予定なんてなかったので気にしないでください」

「え、実家に帰ったりしないの？　熱はもうピークを越こえたし、アタシのことなら気にしなくていいよ」

「天てん条じようさんの看病は楽しいので」

「そういうのはいいから！　久しぶりに親おや御ごさんに顔を見せてあげた方が喜ぶと思うよ？」

「家族は旅行中なので、今帰っても誰だれもいませんから」

「君は誘さそわれなかったの？」

「友達と予定があると言って断りました」

　天てん条じようさんは物言いたげな、渋しぶい顔になる。険しい表情をつくってもチャーミングだ。

「さっき予定がないって言ったよね」

「言いましたね」

「親に噓うそをついたの？」

「あー先生は友達ではないですね」

「そういう問題じゃない」

「でも、結果オーライでしょう。俺がいなかったら孤こ独どくに高熱で寝ね込こんでいたかも。さぞや心細いですよぉ」

　隣となりで苦しんでいる天てん条じようさんを放っておいて出かけるなんて俺にはできない。

　天てん条じようさんも唇くちびるをへの字に曲げて、否定しきれないという様子だ。

「君は柔じゆう軟なんな物の考え方をするね」

　精せい一いつ杯ぱいの嫌いや味みは誉ほめ言葉と受け取っておこう。

「一番大事なのは天てん条じようさんですから」

「さらっとそういうこと言うな！」

　天てん条じようさんは露ろ骨こつに照れていた。

「夕飯も食べて汗あせをかきましたよね。お風ふ呂ろに入るの手伝いましょうか？　あ、水着を隣となりから持ってこないといけないか」

「やらなくていい」

「自分は水着で風ふ呂ろ場ばに入ってきたじゃないですか」

　俺が風か邪ぜを引いた時は、天てん条じようさんが水着姿で入ってきて超ちよう焦あせった。水泳部の顧こ問もんもしており日々泳いでいるナイスバディを惜おしげもなく晒さらしていた。大変美しくも扇せん情じよう的てきで俺の脳のう裏りにいまだ焼きついて消えることはない。

「あれは君が心配だっただけで……」

「俺、競泳水着フェチに目覚めそうになりましたよ」

「いいから忘れなさい！」

　ベッドで寝ねた状態で𠮟しかられる。

「ちなみに風か邪ぜの特効薬があるんですけど使いません？」

「なに？」

「同じベッドでふたり一いつ緒しよに寝ねることです。一晩くらい腕うで枕まくらしますよ」

「却きやつ下か」

　超ちよう真ま顔がおで即そく答とうされた。

「そういうところはしっかり大人ですよね、天てん条じようさん」

「当たり前でしょう。実際大人なんだから」

「俺は治ったのに」

「悠ゆう凪なぎく～ん」

　天てん条じようさんは睨にらんでくる。

「ふざけすぎました。他になにかしてほしいことありますか？」

　俺も真面目な看病モードに戻もどる。

「あとは自分でやれるから大だい丈じよう夫ぶ。おやすみ」

　天てん条じようさんは掛かけ布ぶ団とんを被かぶり直なおす。

　俺も空になった食器をキッチンに引き上げ、手早く皿洗いを済ませていく。

　こんな感じで生徒と先生、年下と年上、男と女、そんな近くて遠い関係を打ち寄せる波のように曖あい昧まいに変えながら錦にしき悠ゆう凪なぎと天てん条じようレイユのお隣となり同どう士しの日々は続いていた。

　キッチンの脇わきに置いていたスマホに電話が着信する。

　表示された名前は、錦にしき輝夜かぐや。

　俺の義いも妹うとだった。

「……大人しく家族旅行を楽しんでおけよ」

　俺は手に泡あわがついているという言い訳をして、いつものように電話に出なかった。







　錦にしき悠ゆう凪なぎと天てん条じようレイユの間で決めた隣りん人じん協きよう定ていは次の通りだ。

　　第一条、隣りん人じん同どう士しなのはふたりだけの秘密。

　　第二条、困った時はお互たがい様さま。遠えん慮りよなく助けを求める。

　　第三条、平日の朝食と夕食は錦にしき悠ゆう凪なぎが用意。食費は天てん条じようレイユが多めに出す。

　　第四条、隣りん人じん協きよう定ていはどちらか一方の申し出で破は棄きができる。

　　第五条、追加ルールが必要な場合は適てき宜ぎ話し合いの上で決める。

　　第六条、卒業までお互たがいに恋こい人びとはつくらない。

　ゴールデンウィークの最終日、天てん条じようさんの体調はようやく回復した。

　溜たまっていた疲つかれも一気に噴ふき出だしたのだろう。高熱のピークはすぐに越こえたものの微び熱ねつが結構長引いていた。のんびりベッドの上で過ごして、いい骨休めになったはずだ。

　普ふ段だん忙いそがしいのだから、これくらいしっかり休むのがちょうどいい。

　夕方、先生から電話がかかってくる。

『復活！　看病ありがとう。また助けられたね』

「元気になってよかったです」

　祝日だが治ったばかりなので隣りん人じん協きよう定ていの第二条を適用し、今日は俺の部屋で夕飯という話になった。

『せっかくだからピザでも頼たのもう』

「病やみ上あがりでピザなんて平気なんですか？」

『回復したからこそジャンクなものが恋こいしいんでしょう。なんか食べたいのある？』

「シーフード系のピザがあると嬉うれしいです」

『オッケー、アタシの方で注文しちゃう。受け取ったらそっちの部屋で食べよう』

　というわけで本日はピザと相成った。

　ピザの到とう着ちやくを待つ間、俺はなにか簡単な付け合わせを作ろうとキッチンに立つ。

　とりあえずサラダでも作っていると、玄げん関かんのチャイムが鳴る。

「あれ、ピザが届くには少し早いような」

　天てん条じようさんが指定した時間にはなっていない。

　まぁ早めに届くこともあるだろうと、特にドアスコープも確かく認にんせずに鍵かぎを開けた。

　そこに立っていたのは少女だった。

　艶つやのある長い髪かみ、夏を先取りしたように肩かたを露ろ出しゆつさせ、スカートの丈たけは挑ちよう発はつ的てきなほど短い。身体からだの線が出る薄うす手での服装でギャルのような印象を抱いだかせた。

　俺は一いつ瞬しゆん、誰だれなのかわからなかった。

　逆に彼女は親しげに片手を小さく上げて、天てん真しん爛らん漫まんなあっけらかんとした笑え顔がおを向けてくる。

「悠ゆうくん、久しぶり！　元気していた？」

　俺は己おのれのミスに一いつ拍ぱく遅おくれて気づく。

　そして一度開けてしまった扉とびらを閉じることはできない。

「輝夜かぐや……」

　俺が固まっているのをいいことに、彼女は待ちきれないとばかりに玄げん関かんへ入ってくる。

「どうしたの、わたしのこと忘れちゃった？」

　忘れられるものなら、どれほど人生がシンプルになっただろう。

　訪ねてきたのは錦にしき輝夜かぐや──俺の義理の妹だった。

　俺が中三の時に母親の再さい婚こんによってできた、はじめての妹。

　年の差はふたつなので輝夜かぐやはちょうど中三になった。最後に会った時よりも大人っぽくなったように思う。

　遠ざけた過去がいきなり目の前に現れた。

「いきなりでびっくりしたぞ」

　俺は感情を抑おさえて、できるだけ冷静さを保つ。

「わたしもあっさりと開けてくれてびっくりした。はい、これ。家族旅行のお土産みやげね。しっかり味わって欠席した罪を嚙かみ締しめて」

　輝夜かぐやはお土産みやげの入った紙かみ袋ぶくろを俺に押しつけて、そのまま部屋に上がろうとする。

「待て、勝手に入るな」

「せっかく持ってきたんだよ。お茶くらい出してくれてもいいでしょう」

　さも当然とばかりに輝夜かぐやは靴くつを脱ぬいだ。

「お土産みやげなんて頼たのんでないぞ」

「頼たのんでなくても気を遣つかって買ってくるのがお土産みやげでしょう。家族の絆きずなを深めるイベントに堂々と欠席した悠ゆうくんはむしろ感謝してよ」

　相変わらず一方的な言い分だ。

「行けないってちゃんと断っただろう」

「そこを日程調整するのが真の家族ってもの！　わたし、楽しみにしてたんだよ」

　振ふり返かえる輝夜かぐやにじっと見られる。

「大事な用事があったんだよ」

「悠ゆうくん、わたしと違ちがって人付き合いがいい方じゃないでしょう？」

　俺の適当な誤ご魔ま化かしを、彼女はあっさり否定する。

「だからなんだよ」

「……もしかして彼女できた？」

「できていない」

「────みたいだね。悠ゆうくん、噓うそつくの下手だから浮うわ気きとかできなそう」

　なんで再会早々、義いも妹うとからそんな指し摘てきを食らわねばならんのだ。

　義いも妹うとの自己中な態度にイラつきながらも、俺は平静を保つ。

「俺の恋れん愛あい事じ情じようなんて、どうでもいいだろう」

「悠ゆうくんの方が先に恋こい人びとを作ってたらわたし、ショックだもの」

「謎なぞの対たい抗こう意い識しきを燃やすな。中ちゆう坊ぼうめ」

「あーまたそうやって子ども扱あつかいするぅ。対等にいこう。ねぇ」

　彼女は猫ねこのように俺の横にすり寄り、腕うでをとる。

「俺より年下なのはただの事実だ」

「年ねん齢れい差さでマウントとるのはどうかと思うよ」

「口の利きき方を知らないと将来損をするぞ」

「わたしみたいなのは、砕くだけたくらいが可か愛わいくてむしろ喜ばれるもん」

「俺は喜ばない」

　輝夜かぐやは俺の都合などお構いなしに廊ろう下かを進んで俺の生活空間に入ろうとする。

「さぁてひとり暮らしをいいことに、ゴールデンウィーク中も爛ただれた青春を送っていたりしていないか？　女の痕こん跡せきを探しちゃうぞ」

　恋こいバナに興きよう味み津しん々しんな輝夜かぐやは鼻歌交じりだ。

「送るか！」

　俺は彼女の腕うでを外して、正面に立ちはだかる。

　お隣となりさんの看病しつつ、のんびり過ごしていた。極きわめて健全で平和な連休である。

「ねぇ、ところでお腹なか空すいちゃった。ついでに夕飯も食べさせてよ」

　輝夜かぐやは次々に自分の要求を気ままに告げてくる。

「ワガママ言うな」

「こんなに可か愛わいい妹が旅行から帰ってきて、その足で大好きなお兄ちゃんの家まで来たんだよ。あぁ、なんて兄あに想おもいの妹。健けな気げ、思わず大だい歓かん迎げいしたくならない？」

「むしろ直帰して旅の疲つかれを癒いやせよ。明日からまた学校だろう。なんで来た？」

「そっちこそわたしを部屋に入れたくない理由でもあるの？」

「部屋が汚きたないんだ」

「はい、ダウト！　悠ゆうくん、マメだから絶対最低限の掃そう除じはしている。お邪じや魔ましまーす」と俺を押しのけて、脇わきからすり抜ぬけていく。

　クソ、自分の生活態度を把は握あくされていると厄やつ介かいだな。

「ふーん。女の着き替がえはなさそうね」

　輝夜かぐやはいきなりクローゼットを開けて、中身をチェックしていた。

「おい、無断で部屋を漁あさるな」

「悠ゆうくんの生活を見てきてってお義か母あさんからも頼たのまれているの。それともやましいものでも隠かくしている？」

「この部屋の主は俺だ。好き勝手するな」

「まぁまぁ固いこと言わないでさ」

　別に見られて困るような物はないから諦あきらめて好きにさせて、俺はベッドの端はしに座る。

　どれだけ注意したところで輝夜かぐやが俺の言うことを聞く気配はない。

　結局、兄である俺が我が慢まんするしかないのである。

　いつだってこうだ。

「面おも白しろいものは特にないなぁ」とひとしきりチェックして満足したのか、輝夜かぐやはそのまま当然のように俺の横に座る。

「わざわざ真ん中のスペース空けているのに、なんで隣となりに来るんだよ」

　俺は胡う乱ろんな眼まな差ざしを送る。

「遠いと話しづらいじゃん？　ねぇ」

　悪びれた様子もなく、小こ悪あく魔ま的てきな笑えみを浮うかべる。

「おまえが近づくとロクなことにならなそうだからだよ」

「義いも妹うと相手に警けい戒かいしすぎ」

「なら義いも妹うとらしい適切な態度や行動をしてくれ。仮にも男の部屋に上がりこんでマイペースすぎるだろう」

「家ではよく悠ゆうくんの部屋に遊びに行っていたよ」

「俺が嫌がると騒さわぐからだろう」

「最後はわたしに合わせてくれるから悠ゆうくん好き」

　義いも妹うとはあざといくらいに、好意をまき散らす。その甘い毒は恋れん愛あいに免めん疫えきのない人なら一発で勘かん違ちがいしてしまいそうな質たちの悪いものだった。

「ねぇねぇ、なんで旅行に来なかったの？」

「高校生にもなって家族仲良く旅行なんて恥はずかしいだろう」

「噓うそ。絶対そんな風に思っていない」

　俺の演技をあっさりと見み抜ぬいた。

「……、母さんとお義と父うさんは元気か？」

　答える代わりに、俺が質問をする。

「変わりないよ。ふたりとも仲良くしている。わたしもお義か母あさんと上う手まくやれている」

　義いも妹うとの報告にひとまず安あん堵どする。

「土産みやげもありがとうな」

　俺が一応の礼を述べると、輝夜かぐやはにんまりとした表情を浮うかべた。

「どういたしまして。せいぜい感謝して食べてね！」

　輝夜かぐやは俺の首にいきなり抱だきついてきた。

「バカ、ひっつくな！　離はなれろ！」

「悠ゆうくん照れているのぉ？　可か愛わいい～～」

「気楽にベタベタしやがって！　少しは慎つつしみを覚えろ！　近すぎるんだよ」

「わたしのこと、嫌きらいなの？」

　俺の身体からだにしなだれかかって耳元で囁ささやいてくる。

「嫌きらいになれたら楽だったんだけどなぁ～～」

　俺はチラリと輝夜かぐやを見て、虚むなしい独り言のようにぼやく。

「どういう意味よぉ」

　輝夜かぐやは唇くちびるを尖とがらせる。

「おまえは距きよ離り感かんの取り方がバグっている。節度を持て」

「悠ゆうくんが好きだから問題なし」

「大アリだよ」

　ガサ、と床ゆかに物が落ちる音がした。

　見ればピザの入った箱だった。どうやら輝夜かぐやと騒さわいでいる間にピザの配達は完かん了りようしていたらしい。それを受け取った人が俺の部屋まで持ってきてくれた。

　顔を上げると、天てん条じようさんがそこに立っていた。




「あら、悠ゆう凪なぎくん。お部屋で女の子とイチャついていて楽しそうね」




　時が止まったように俺は凍こおりつく。

　呼吸も忘れて、身動きがとれなくなってしまう。

　天てん条じようさんはお手本のような最上級の笑え顔がおを浮うかべていた。だが騙だまされてはいけない。彼女は静かに滅め茶ちや苦く茶ちやキレているとわかった。

　俺と天てん条じようさんは付き合っていない。

　付き合っていないけど、絶対に浮うわ気きをしたと勘かん違ちがいされている。

　冷たい汗あせが背中をつたう。

「あのお姉さん、誰だれ？　まさか悠ゆうくん、ほんとうに爛ただれた生活していたの？」

　輝夜かぐやは天てん条じようさんの発する殺さつ伐ばつとした空気に気づかず、俺にひっついたまま無む邪じや気きに質問してくる。

「やっぱり永遠の愛なんて幻まぼろしにすぎないのね」

　天てん条じようさんは世をはかなむようにポツリと呟つぶやく。

　いきなり表情がゼロになり、その瞳ひとみには虚きよ無むが渦うず巻まく。

　怒いかり叫さけぶどころか、感情が一いつ瞬しゆんで冷れい却きやくされたみたいに無反応。

　そりゃ天てん条じようレイユのトラウマを抉えぐるような光景を見せてしまえば、あんな絶望した風にもなるだろう。

　そのままピザを捨て置いて部屋から幽ゆう霊れいのように黙だまって出ていこうとする。

　この人、パニックになるとすぐに逃にげ出だそうとするなッ！

　だが不本意な誤解をされたまま俺たちの隣りん人じん関かん係けいが終わってたまるか。

　去りゆく背中に向かっては、俺は全力で叫さけぶ。

「この子は俺の義いも妹うとですッ!!!!」







第一章　初はつ恋こいの相手が兄だった










　天てん条じようさんを引き留めて、改めて事情を説明させてもらう。

　テーブルを挟はさんで、俺と輝夜かぐやは正座で座る。

　プチ修しゆ羅ら場ばな雰ふん囲い気きが部屋を満たす。

　天てん条じようさんの表情は固く、腕うでを前で組んでいた。

「悠ゆうくん、足痛いんだけど崩くずしていい？」

「いいから動くなッ」

「せっかくのピザ冷めちゃうよ？」

「それより自じ己こ紹しよう介かい。一刻も早く誤解を解けッ！　ナウ！」

　輝夜かぐやはぶぅ～～と顔をしかめるも、すぐに切きり替かえて天てん条じようさんを見上げる。

「ハジメマシテ、悠ゆうくんの元カノでーす！」

「この期ごに及およんで大おお噓うそつくな！　今すぐ追い出すぞ！」

　心臓に悪い発言に、俺もさすがにキレた。

　あ、天てん条じようさんの目が死んでる。

「冗じよう談だんだってば。怒おこらないでよ。ねぇ」

　輝夜かぐやは許しを乞こうように俺のシャツの裾すそを摑つかむ。

「洒落しやれにならんのだよ。やり直し！」

「錦にしき輝夜かぐやです！　悠ゆうくんがお世話になってます」

　天てん条じようレイユの美び貌ぼうに臆おくすることなく軽いノリで挨あい拶さつする我が妹。

　その礼れい儀ぎを知らない堂々とした態度には恐おそれ入いる。いや、単純にまだ幼いからなのか。

　横で聞いていてヒヤヒヤする。

「義理の妹さん、なのよね？」

　天てん条じようさんはまだ疑いを解いてない。

「はい。法律上は妹です。元カノでも遊び相手でもありません」

　俺はくどいほどに強調する。

「血が繫つながっていないから似ていないのはわかっているけど……妙みように、近くない？」

　幼児が抱だきついてくるなら微笑ほほえましい光景になるだろうが、さすがに高二の兄に中三の妹だとちょっと絵え面づら的てきにキツイ。

「そこは俺も大変気を揉もんでいるところでして。何度注意しても直らないんですよ」

「えー兄きよう妹だいなんだから別にいいじゃん。ねぇ」

　輝夜かぐやは天てん条じようさんがいようがお構いなしに、俺の腕うでにひっついてくる。

「スキンシップがお盛さかんなようで」

　天てん条じようさんは眉まゆを歪ゆがませながらも、なんとか本心を抑おさえているようだった。

　俺は輝夜かぐやの腕うでを解いて、天てん条じようさんと向き合う。

　足痺しびれたぁ～～と横で騒さわいでいる輝夜かぐやは一いつ旦たん放っておく。きちんと足を閉じろ、パンツが見えそうになっているぞ。

「それで、どうして義理の妹さんが突とつ然ぜん遊びに来たの？」

　言葉に棘とげがある。

「家族旅行のお土産みやげを持ってきたそうです。アポなしで」

　お菓か子しの入った紙かみ袋ぶくろを指さす。

　最初から輝夜かぐやが押しかけてくるのを知っていたら鉢はち合あわせしないように、ピザの配達時間を変えてもらうようにお願いしていた。

「手のこんだアリバイ工作、じゃないよね」

「あのですね、誤ご魔ま化かすために義理の妹を持ちだすような卑ひ怯きような噓うそはつきません。正しよう真しん正しよう銘めい、俺の家族です！　第一あなたが来るとわかっていて、連れこむバカに見えます？」

　俺は誠心誠意の説明を尽つくす。

「そういうドキドキを味わうプレイかも」

「疑ぎ心しん暗あん鬼きッ！」

「世の中には色んな趣しゆ味みの人がいるって言うし」

　想像力が豊かな人だな。意外とそっち方面にも興きよう味み津しん々しんなのか。それはそれで大変ドキドキさせられる。

「俺が特とく殊しゆな嗜し好こうの持ち主だったらどうするつもりなんですか？」

　呆あきれつつも、真顔で訊きき返かえす。

「趣しゆ味みは人それぞれだから無む闇やみに否定しないわ」

　公平な立場を守ろうとするところは大変教師っぽい。

「俺がそういう人間だったら一体どうするつもりなんです？」

「～～～～ッ、それは、その、まずは要望を精査した上で可能な限りの対応を検討しつつ」

　小さな声でモゴモゴと答える。

　学校でのハキハキとした話し方とは正反対の自信のなさ。え、要よう望ぼう次し第だいでは対応してくれるってことなのか!?　男の欲望ダイレクトアタックしちゃっても問題ナシ!?

　ヤバい。妄もう想そうをあれこれ巡めぐらせるだけで興奮──しそうになるが今は義いも妹うとの前だ。

　仮にも兄としての威い厳げんを保たねばならない。

「俺の言葉、まだ信じられません？」

　力を抜ぬいて、フラットな声で改めて訊たずねる。

「義いも妹うとさんって中学生のはずだよね？　大人っぽすぎない？」

「よく言われまーす！」

　輝夜かぐやも能天気に認める。

　天てん条じようさんは気を遣つかって、かなりオブラートに包んだ表現をしてくれた。

　教師という仕し事ごと柄がら、数多くの十代と接してきている天てん条じようさんなら大たい抵ていの少女相手にここまで身構えることもないだろう。

　遠回しに言わんとすることは俺もよくわかる。

　我が義いも妹うと・輝夜かぐやはなんというか──非常にあざとい少女なのだ。

　その原因は内面と外見のギャップにある。

　黙だまっていれば美少女だが、中身は考えなしのアホな子だ。

　気分屋で思いつくままに行動するので突とつ拍ぴよう子しもないことを平気でしでかす。遠えん慮りよというものを知らず、年ねん齢れい差さなど関係なしに誰だれ彼かれ構わず友達感覚で話し、物理的な距きよ離り感かんが近い。

　顔つきは亡なき実母譲ゆずりで整っているものの、まだ幼さを残す。年相応な若々しい手足の華きや奢しやさ、身体からだつきもごく平均的。それなのに彼女の仕草ひとつひとつがなまめかしく、中学三年生とは思えぬ色っぽさを帯びる。

　子どもっぽい無む邪じや気きな中身と蠱こ惑わく的てきな仕草で男心をかき乱す。

　よく言えば人に好かれやすくて可か愛わいがられる子、悪く言えば無差別な恋こい泥どろ棒ぼう。

　輝夜かぐやと一度でも話せば自分に恋こいしていると勘かん違ちがいをする男が続出。

　その思わせぶりな態度で次々に恋こいの沼ぬまへ落としていく。

　俺の知る限り、一度に五人から告白されたこともあり、本人の知らないところで地じ獄ごく絵え図ずが繰くり広ひろげられた。

　当の本人には一いつ切さいその気がないので恋こいの勝者はいまだナシ。

　錦にしき輝夜かぐやは男の純情をかき乱す困ったちゃんであり、身内からすればいつ変なトラブルに巻きこまれるのかヒヤヒヤさせられるような子だった。

　私服も首回りや肩かたが開いた大人っぽいギャル系の服装を好むため、街を歩いているとナンパをされやすい。ちょっと目を離はなした隙すきに声をかけられており、俺も何度慌あわてて追おい払はらったことか。

「ご懸け念ねんはごもっともです」

　思い出される苦労の数々が蘇よみがえり、表情が歪ゆがむ。

　俺は冤えん罪ざいを晴らすべくスマホを取り出し、輝夜かぐやが中学に入学した時に撮とった家族写真を見せた。義父、母親、俺、輝夜かぐやが校門の前で並んでいる。

「ほんとうに義いも妹うとさんなんだ。わぁ、中学生の悠ゆう凪なぎくんもなんか幼くて可か愛わいい」

　天てん条じようレイユは、輝夜かぐやが俺の義いも妹うとだと認めると一気に安心していた。

　俺の担任教師で、隣りん人じんで、想おもい人びとはようやく太陽のように眩まぶしい笑え顔がおを取とり戻もどす。

「信じてもらえてよかったです」

　俺は身の潔白を証明できたことに安あん堵どする。

「ねぇねぇ悠ゆうくん。さっき彼女いないって言ってたよね？　このお姉さん相手にすっごい言い訳してない？　もしかして恋こい人びと？」

「残念ながら違ちがう。俺だって、こんな美人が恋こい人びとになってくれたら最高なんだけど」

　天てん条じようさんの方をチラリと見ると、彼女は照れくさそうに俯うつむく。

「──え、まさかセフレ？　エチエチなゴールデンウィークだったの!?」

「「違ちが──う!!!!」」

　俺と天てん条じようさんは声を揃そろえて否定する。

　というか、中学生でセフレとか、そういう単語をあんまり言わないでくれ。両親が聞いたら泡あわを吹ふいて卒そつ倒とうするぞ。あの人たちにとって輝夜かぐやは愛すべき宝なのだ。

「じゃあ、お姉さんは悠ゆうくんのなに？」

　輝夜かぐやは不思議そうに天てん条じようさんを見ていた。

「この人は俺のお隣となりさん。１０３号室の住人」

　俺は客観的な事実を伝える。

「こんな美人が隣となりに住んでいるんだ!?　悠ゆうくんラッキーじゃん」

「そうだな」

「で、なんでお隣となりさんが悠ゆうくんの部屋に上がってくるの？」

「ふつうにご近所付き合いしているからな」

「ナチュラルに部屋へ上がるのが、ふつう？」

　俺たちの生活スタイルについて、いざ真正面から問われると微び妙みように返答に窮きゆうする。

　そもそも俺たちがお互たがいに部屋を行き来していること自体、第三者には知られないように過ごしてきた。

「おすそわけしてもらったり、普ふ段だんから交流があるんだ」

　俺はできるだけ噓うそのない答え方をする。

「高校生の部屋に上がるなんて、お姉さん結構ヤバい人？」

　なんでこんな美人がうちの兄と付き合いがあるの？　と純じゆん粋すいに不思議がっていた。

　攻こう守しゆが逆転したみたいに輝夜かぐやからの痛い質問が続く。

「逆だよ、輝夜かぐや。俺が高校生のひとり暮らしで困っていないかと、なにかと世話を焼いてくれているんだ」

　天てん条じようさんの名めい誉よのためにも、俺はハッキリと訂てい正せいする。

　俺ひとりが誤解される分には構わないが、天てん条じようさんにまで及およぶのは許さん。

「わざわざ宅配ピザを持ってきて、わたしがいたことに怒おこるのがただのお隣となりさん？」

　輝夜かぐやは腑ふに落ちていない。

「誰だれでも男女が密着している場面に遭そう遇ぐうすればギョッとするだろう」

「そうそう。未成年が不健全なことをしていたら注意するのが大人ですから」

　天てん条じようさんも落ち着いた声で答える。そのキリっとした表情は理知的な印象を強める。

「うわ、堅かた苦くるしい。なんか生活指導の先生みたい。お隣となりさん相手に干かん渉しようしすぎ。プライバシーの侵しん害がいじゃない？」

　輝夜かぐやはウゲーと舌を出す。

「輝夜かぐや、滅めつ多たなことを言うな。俺が了りよう解かいしているんだから問題ない」

　あぁ、やっぱりこの関係は第三者に知られるべきではないとつくづく思う。

「アタシも困ってた時に悠ゆう凪なぎくんに助けてもらったの。それ以来、なにかと頼たよらせてもらっているの」

　旗色が悪くなっていくのを察して、天てん条じようさんが助け船を出す。

「またわたし以外を人助けしている」

　輝夜かぐやは両りよう頰ほおをハムスターのように膨ふくらませていた。

「ねぇお姉さん、たとえば悠ゆうくんがなにをしてくれたの？」

「え、えーっとね」

「まさか言えないこと？」

　俺も思い返しても助けた心当たりがありすぎる。

　しかも、伝え方次し第だいでは誤解されかねない際きわどいイベントも多い。

「ごっ……黒い虫が出た時に退治してもらったり。アタシ、虫が大の苦手だからさ」

　今、ゴキブリという単語を言いかけて断念したな。

　あの時は年上としての体面を気にする余よ裕ゆうがないほど狼ろう狽ばいして、俺の胸に飛びこんできた。

　確かに天てん条じようさんにとって最大のピンチといえばＧが出現した時なわけだ。

「あ～～それはわかる。あれはマジ無理。仕方ない、そりゃ悠ゆうくんに頼たよるしかないね」

　うんうん、と顔を見合わせる女子ふたり。

「ま、そういうわけだから輝夜かぐやも俺のお隣となりさんと仲良くしてくれ」

「よかったらピザでも一いつ緒しよに食べない？　義いも妹うとさんのちょっとした歓かん迎げい会かいだと思って」

　俺たちの提案に、輝夜かぐやは頷うなずく。







　ピザは上う手まいこと垂直に落ちたらしく、上の具はほとんど崩くずれておらず綺き麗れいなものだった。

　輝夜かぐやはテーブルに広げられたピザを次々と平らげていく。

「少しは遠えん慮りよしろよ」

「もう一枚くらい多めに頼たのんでおけばよかったね」

「あ、俺と輝夜かぐやの分のピザ代は後で払はらいます」

「アタシのおごりなんだから気にしないで。社会人のお姉さんに任せなさい。それに君に助けてもらったお礼も兼かねているし」

　有う無むを言いわせぬ頼たのもしい大人ムーブ。

　隣りん人じん協きよう定ていにより食費はある程度折半だが、輝夜かぐやのいる前では野や暮ぼというものか。

「大人しく甘えさせてもらいます」

「いえいえ」

「輝夜かぐやも食べてばかりいないで、言うことあるだろう」

　ペロリと手についた脂あぶらを舐なめてから、ありがとう、と素っ気ない言い方。

「こら、礼はちゃんとしろ。あとサラダも少しは食べろ」

「野菜は好きじゃない」

「健康のためだ」

「オニオンとかピーマンは食べている」

　ピザの上に乗った薄うす切ぎりの野菜くらいで足りるわけないだろう。

「いいから好すき嫌きらいするな」

「悠ゆうくん、ジジイ臭くさ～い」

「誰だれがジジイだ。ぶっ飛ばすぞ」

「ふたりとも仲がいいね」と天てん条じようさんは生なま温ぬるい視線を送る。あぁ、やめて。絶対変に誤解している。あなたが想像するような展開はないッ！

「うん、わたしブラコンだから！」

　あっけらかんと認める中学三年生の女子。

　しかも初対面の人に臆おく面めんもなくブラコンをカミングアウトできるのが凄すごい。

「そうやって好意をすぐ言葉にできるところは兄きよう妹だいそっくり」

「血が繫つながっていないんだから、大いなる気のせいですよ」

　輝夜かぐやと一ひと括くくりにされるのは心外だ。

「あら、同じ環かん境きようにいると似てくるって言うじゃない」

「知った口を利きかないで」

　ピシャリと輝夜かぐやは不ふ機き嫌げんに言い放つ。

　俺が思わず注意しそうなところを、天てん条じようさんが手で制する。

「いいの、気にしないで。せっかくお兄さんに会いに来て、兄きよう妹だい水入らずのところにお邪じや魔ましているのはアタシの方だし」

　言葉通り、天てん条じようさんは輝夜かぐやの言葉を気にしている素そ振ぶりはない。

　教師という仕し事ごと柄がら、十代の生意気な発言をスルーするのには慣れているのだろうか。

　それどころか、どこか楽しげに食事風景を見ていた。

「お姉さんの方がよくわかっている。悠ゆうくん、わたしを子ども扱あつかいしすぎ」

　輝夜かぐやは物言いたげに俺の方を見る。

「おまえが最年少という事実は変わらない」

「そういう態度をとるなら、お姉さんに悠ゆうくんのあることないこと吹ふきこむよ」

　再会したばかりの兄を脅おどしてくるとはいい度胸だ。

「せめて、ないことは言うな」

「じゃあ、あることを聞いてみたいな」

　天てん条じようさんが軽いノリで求める。それが大きな間ま違ちがいだった。




「悠ゆうくんって、わたしの告白を断ったんだよ。酷ひどくない？」




　輝夜かぐやは笑え顔がおで特大の爆ばく弾だんを放りこんできた。

　俺の心臓は止まりかけ、天てん条じようさんの顔はピシリと凍こおりつく。

　本日何度目の、この展開だろうか。いい加減にしてほしいものだ。

「輝夜かぐや！　誤解を増やすな！」

「わたしが好きだって告白したのはほんとうでしょう」

　思い返される台詞せりふ。

『悠ゆうくんとは兄きよう妹だいになんかなりたくないッ！』

　輝夜かぐやのかつて言い放った言葉は、俺をこうして悩なやませる。
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　ふとした時にフラッシュバックしては気分を沈しずませる。どうして他人の投げかけられた言葉に、俺の心は今も振ふり回まわされてしまうのか。

「子どもの言葉なんて真に受けられるか」

「気持ちは本物だよ。悠ゆうくんは返事してくれなかったけど」

「当たり前だろう」

「女の子の気持ちをはぐらかすなんて最低」

　側そばで聞いていた天てん条じようさんはなんだか死にそうな顔をしていた。

「わたしの連れん絡らくをスルーしまくるのも当てつけでしょう」

　輝夜かぐやはここぞとばかりに不満を打ち明ける。

「必要な連れん絡らくには返事している」

「最低限すぎるってば！　お姉さんもそう思うよね？　ね？」

「そうだね。連れん絡らくはちゃんと返してあげなよ。送った方は返事がないと無視されているみたいに感じて悲しいでしょう」

　天てん条じようさんが肩かたを持つと、輝夜かぐやはブンブンと頷うなずく。

「そうだーそうだー！　凹へこむんだぞ。泣いちゃうぞ」

　二対一の状じよう況きようで強気に出る輝夜かぐやに対して、俺は苦い顔で言い返す。濡ぬれ衣ぎぬもいいところだ。

「逆なんですよ」

「逆って？」

「輝夜かぐやの頻ひん繁ぱんな連れん絡らくは今に始まったわけじゃないんです。家にいた時からどうでもいいような内容をしょっちゅう送ってきて。最初の方は真面目に返事をしてたんですけど、あんまりにも多いから俺も四六時中スマホを手放せなくなって。ちょうど高校受験のタイミングで、勉強に集中するために必要最小限の返事に留とどめることにしたんです。これは両親も了りよう解かいしています。以来、それが続いているだけです」

　家でも外でも一日中爆ばく撃げきのようにスマホが鳴りやまず、バッテリーを消費され続ける状じよう況きように業ごうを煮にやし、やむにやまれず無視するようになった。

「あーそういう……」

　天てん条じようさんは事情を察した。

「わたしには息をするのと同じくらいメッセージのやり取りが大事なの！」

　真顔で力説する義いも妹うと。

　実際、スマホを入力する速度は鬼おにのように速い。指がタップダンスでも踊おどるように画面の上を滑すべり、瞬またたく間まにメッセージが送られてくる。

「大げさな」

「コミュニケーション不足だとさびしくて死んじゃうよ？」

「死なないから安心しろ」

「悠ゆうくん、やっぱりわたしのこと嫌きらいなんだ。冷血！」

「本気で嫌いやならとっくにブロックなり着ちやつ拒きよしている。それに今年は輝夜かぐやの方こそ受験生なんだから控ひかえろ」

「そっか、輝夜かぐやちゃんは中三だから今年は大事な年になるね。それならちょっぴり我が慢まんが必要かもね」

　見かねた天てん条じようさんは優やさしく言いい含ふくめようとする。

「……お姉さん、やっぱり学校の先生っぽい。どんなお仕事しているの？」

　鋭するどい。

「えーっと、教育関係」

　表情を取とり繕つくろって、天てん条じようさんはなんとか答えた。

　ふーん、と輝夜かぐやは大して興味なさそうに聞き流す。

「そうだ、輝夜かぐやちゃんの志望校ってもう決まっている？　行きたい高校とかある？」

　天てん条じようさんは話題を逸そらそうと、質問を振ふる。

「悠ゆうくんと同じ輝き陽よう高校」

　また新しい爆ばく弾だんが落とされて、俺と天てん条じようさんは同時に息を吞のむ。

　俺も初耳だ。

　もしも合格したら、来年の春から輝夜かぐやも同じ学校に通うことになる。

　そうなったら天てん条じようさんが高校の先生であることが確実にバレてしまう。

　天てん条じようさんは震ふるえる手でコップのコーラを飲み、炭酸でゲホゲホとむせていた。

　俺はティッシュ箱を渡わたしながら輝夜かぐやから背を向けて壁かべになって声を絞しぼって話をする。

「ど、どどど、どーしよう！　義いも妹うとさん、うちの高校来ちゃうよ！」

　声を殺して叫さけんでいた。

　案の定、天てん条じようさんの精神は大だい恐きよう慌こう。濡ぬれた口元を拭ぬぐいながら泣きそうだ。俺はいつも食しよく卓たくでこの人にティッシュを渡わたしているな。

「とにかく余計なことはしゃべらないで」

「うん！」

「あ、そういえばお姉さんの名前って。なんていうの？」

　輝夜かぐやの強きよう烈れつなアホの子っぷりが絶ぜつ妙みようなタイミングで炸さく裂れつ。

　むしろなぜここまで名前を気にせず話をしていたのだ。

　毎度、その奇き跡せきのような間の悪さに俺も絶句してしまう。

　天てん条じようさんはダメ押しのように追おい詰つめられていく。せっかくピザをおごってくれた人に恩を仇あだで返すような仕打ちはやめるんだ！

「アタシの、名前」

　天てん条じようさんの顔が青ざめている。

　なんとかして話題を逸そらしたいが、この期ごに及およんで名乗らない方がかえって不自然だ。

「うん。まだ聞いてなかったよね。だから教えて」

　ニッコリと社交的な笑えみを浮うかべる。

　ここで本名を答えて輝夜かぐやが輝き陽よう高校に合格した暁あかつきには、俺の隣りん人じんが学校の先生であることがバレてしまう。天てん条じようレイユに気づいた輝夜かぐやは『あ、悠ゆうくんのお隣となりのお姉さんだ』とポロっと口にするに決まっている。学校中に知しれ渡わたり、待っているのは社会的制裁、その末の別れ。

「え～～っと、レイ、ゅ」

　最後の一文字は俺もほとんど聞き取れない大きさの声だった。

「じゃあレイちゃんって呼ぶ！　レイちゃん、名字は？」

　輝夜かぐやは天てん条じようさんが許可を出す前に勝手に呼んでいる。距きよ離りの縮め方が相変わらず早い。

「名字!?」

　声が裏返ってしまっていた。

　天てん条じようさんは視線を左右に彷徨さまよわせ、しどろもどろになる。

「アタシの名字ね、ちょっと珍めずらしくて」

「ますます気になる！」

　カタコトに答えて必死に時じ間かん稼かせぎをするが、輝夜かぐやは答えてくれるのを待っている。

「…………、とぉおみ！　そう、とおみ！」

「どんな字を書くの？」

「遠い海と書いて、遠とお海みって読むの！」

「お姉さん、遠とお海みレイっていうんだ。いい名前だね！」

　かくして輝夜かぐやの前では天てん条じようレイユ改め、遠とお海みレイと名乗ることになった。
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　夕飯の後片付けを済ませて、今夜は解散となった。

「レイちゃん、ピザごちそうさま。また遊びにくるね」

「来るな」と俺はすかさず釘くぎを刺さす。

「じゃあ、どっか遊びに行こうよ。夏物の新しい服とか買い物したいから付き合って」

「もうすぐ中間テストだ」

「悠ゆうくん、否定しかしていない」

「学生の本分は勉強だ。テストの点数が低いと成績にも響ひびくぞ」

「悠ゆうくんの成績が落ちれば家に戻もどってくるんでしょう？　わたしは嬉うれしいかも」

　道連れで俺まで巻きこむな。罪悪感ゼロの顔をして邪じや悪あくなことを言う。

「せめて中間テスト明けにしたら？　それなら支障ないでしょう？」

　天てん条じようさんの言葉に俺は目を丸くする。

「え、行っていいんですか？」

「せっかくだから出かけてきなさいよ。あまり会っていないんでしょう？」

　先ほどまでの動どう揺ようは見られず大人として振ふる舞まった。

　三人で外の廊ろう下かに出る。

「じゃあ俺は輝夜かぐやを駅まで送ってきます」

「はーい。夜道に気をつけて」

　すっかり憔しよう悴すいした様子を必死に隠かくして、天てん条じようさんは手を振ふって見送る。

　朝は食事を済ませると先に学校へ行く先生を送り出すのも俺だし、夕飯後も先生は隣となりの部屋に戻もどっていく。

　いつもとは逆で見送られる立場というのはなんだか新しん鮮せんだった。

　ふとアパートの郵便受けにある部屋の表札を見て気づく。

「なるほど、それで遠とお海みね」

　部屋番号が１０３号室であるから、１と０おと３みで遠とお海みと咄とつ嗟さに名乗ったのだろう。

「悠ゆうくん、行かないの？」と輝夜かぐやに急せかされる。

　空には綺き麗れいな月が白く光っていた。

　明るい夜空の下、ふたりきりで駅まで並んで歩く。

「あんな美人のお隣となりさんと仲良くしてたら、そりゃ家には帰りたくなくなるよねぇ。休みの日も一いつ緒しよなの？」

「今日みたいなことは例外だ」

　事実、隣りん人じん協きよう定ていには休日祝日に関する決め事はない。

「悠ゆうくん、もっと孤こ独どくでさびしいひとり暮らしをしていると思ったのに、当てが外れちゃったな。あんな強力なお邪じや魔ま虫むしがいるなんて。なんとか退治できないかなぁ」

　輝夜かぐやは月を見上げながら、独り言のように呟つぶやく。

「レイちゃんのこと、好き？」

「……いきなりだな」

「悠ゆうくんって困っている人を放っておけないじゃない。だから助けているうちに目が離はなせなくなっちゃってるのかな──わたしの時みたいに」

　輝夜かぐやは三日月のような微び笑しようを口元に浮うかべて、俺を煽あおってくる。

「俺に好かれている自覚はあるんだな」

「そりゃ義いも妹うと想おもいな自じ慢まんのお義に兄いちゃんだもの」

「それはなにより」

　わざとらしい言い草もあったものだ。

「ねぇねぇ、戻もどってきなよ。前みたいに一いつ緒しよに暮らそうよ」

　おねだりするように小首を傾かしげる輝夜かぐや。

「俺はこっちにいる方が落ち着いて生活できるんだ」

「勉強も食事も睡すい眠みんも家でできるのに？」

　わかっているでしょう、とばかりに遠回しに囁ささやく。

「土産みやげを持ってきたのはただの口実で、本題はそっちか」

「当たり」

「俺は戻もどらないぞ」

「それは、わたしと一いつ緒しよだと落ち着かないから？」

「あぁ、いつもヒヤヒヤさせられる」

　俺は素す直なおに認める。

「悠ゆうくんが過保護なんだよ。そんな心配なら、やっぱり帰ってきなよ。近くで見られる方が安心じゃない」

「そっちこそ、俺への当てつけに輝き陽よう高校を受験するのか？」

「制服が可か愛わいいから。今セーラー服だから、高校ではブレザー着たいんだ」

　弾はずむ声で答える。

　ずいぶん即そく物ぶつ的てきな理由に聞こえるが、女子には立派な進学理由なのだろう。

「ブレザーの高校なんて他にいくらでもあるだろうに」

「悠ゆうくんも同じ学校なら、放課後も一いつ緒しよに遊べるでしょう？　わたしは悠ゆうくんとずっと仲良くしたいだけだよ」

「仲はいいだろう」

「兄きよう妹だいとして……でしょう？」

「それで十分だ」

「不満、不満、超ちよう不満だよ～～。足りなくて退たい屈くつ。そうでしょう、ねぇ」

　輝夜かぐやはまた俺の腕うでに抱だきついてくる。

「だから近いって」

「こんな美少女と腕うでを組めて最高でしょう？」

「おまえ相手にはもう慣れた」

「悠ゆうくんの皮肉屋！」

「育ちが悪いもんでな」

「大変！　早く家庭の味で心の健康を取とり戻もどさなきゃ！」

「どうせ食事を作るのは俺だろう」

「アハ。そうだね～～」

　目が合う。

　そして同時に吹ふき出だす。

「あー面おも白しろい。悠ゆうくんが変わってなくて安心した。やっぱり悠ゆうくんと話すのが一番楽しいよ」

「そうかよ」

　輝夜かぐやは俺の答えに気をよくする。

「ねぇねぇ、悠ゆうくんが家にいない間のこと気にならないの？」

「別に」

「また男子に告白されたよ」

「ブラコン彼女なんて相手の男は嫌いやがるぞ」

「ちゃんと断ったから」

「ご苦労様」

「ま、他にもいっぱい告白されたけどね～～」

　相変わらずのモテっぷりらしい。

「楽しい学生生活だな」

「そうでもないよ。今年は受験があるから付き合えませんって何回言ったんだろう」

「輝夜かぐやにしては気を遣つかえている」

　恋れん愛あいに現うつつを抜ぬかして勉強が疎おろそかになったら大変である。

「悠ゆうくんよりいい彼かれ氏し候こう補ほがいないせいだよ」

「ずいぶんと低いハードルだな」

「逆。むしろ高すぎるの」

「中学生と高校生を比べるのは酷こくだろう」

「じゃあ、わたしは年上の方が合っているのかな」

「相あい手て次し第だいだろう」

　年ねん齢れい差さは関係ない。それは俺自身にも言えることだ。

「──わたしに恋こい人びとができなくて安心したでしょう？」

「おまえが幸せなら、それでいいよ」

　自分が兄である以上、義いも妹うとの幸せを願うだけだ。

「……つまんないの」

　輝夜かぐやは俺の腕うでをほどき、さっさと先へ歩いていこうとした。

「!?　輝夜かぐや、待て！」

　住宅地で見通しの悪い十字路を渡わたろうとして、俺は彼女の手を摑つかんで引き留める。

　直後、目の前をクルマが通り過ぎていった。

　彼女がそのまま飛び出していたら危あやうく事故に遭あっていたかもしれない。

　遠ざかっていくテールランプを睨にらみながら、見通しが悪いのにスピードを出し過ぎじゃないかと内心で悪態をつく。教習所からやり直せ。

「暗いから気をつけろ。ここは夜でも交通量が多いんだ」

「……いつも助けてくれるね」

「事故ったら大変だろう」

「悠ゆうくん、やさしい」

「自分でも気をつけろ」

「照れちゃって」

「いつまでも甘えるな」

「それは、無理かな。悠ゆうくんは初はつ恋こいの人だから」

　足を止めて、彼女は手を前で合わせて困った顔をする。

「そういう発言は本気で好きになった人だけにしておけ」

「だから、悠ゆうくんにしか言ってないよ」

　残念ながら俺と義いも妹うとはまだ本物の家族になれていないようだ。







幕まく間あい一　将来のこと










「義理の妹さんが元カノみたいなムーブで圧をかけてきた」

　風ふ呂ろ場ばの曇くもった鏡に映った顔は眉み間けんにしわが寄っていた。

　ゆっくりと肩かたまで湯船に浸つかりながら、アタシは先ほどまでのことをふと思い返す。

　まさか悠ゆう凪なぎくんの家族といきなり鉢はち合あわせするとは予想外すぎた。

　なんの心構えもできていなかったから、盛せい大だいな勘かん違ちがいをしてしまった。

「はぁ、子ども相手に取り乱して恥はずかしい……」

　いい大人がなにをやっているんだか。

　ぼんやりと水すい滴てきのついた浴室の天てん井じようを眺ながめているうちに、口からモヤモヤしていたものがこぼれてしまう。

「それにしたってあの兄きよう妹だい、仲がよすぎ」

　……いや、この表現は不正確だ。

　少なくとも輝夜かぐやちゃんの方は違ちがうように見えた。

「距きよ離り感かんが近すぎるのよね」

　部屋で輝夜かぐやちゃんが彼に抱だきついていた雰ふん囲い気きは、とても兄きよう妹だいには見えなかった。

　あんなに好き好きオーラ全開でまとわりついていれば浮うわ気き相あい手てと間ま違ちがえるのも無理ない。

「いや、アタシと悠ゆう凪なぎくんはまだ付き合っていないけどさッ！」

　アタシも人のことをとやかく言える立場ではない。

　自分でツッコミながら、「まだ」と言っているあたり我われながら笑ってしまう。

　隣りん人じん協きよう定ていにあの第六条を追加するほど、彼が気になっていた。

　正直、恋こい人びとをつくらないでほしいと望んでいる。

　独どく占せん欲よくがどうしようもなく疼うずいていた。

　当たり前のように頼たよりにしてしまう。

　ずっと隣となりにいてほしい。

　ゴールデンウィークも彼が看病してくれて助かったし嬉うれしかった。弱った姿を晒さらしてしまったところで、もう色々見られすぎたから今さら年上ぶってカッコつけようもない。

　安心して、素の自分を見せることができる。

　そんな風に初めて想おもえた人がまさか年下の相手なんて自分でもびっくりだ。

　何事もなく彼の卒業を迎むかえられれば、この保留した関係も終わる。

　その未来を想像するだけ胸が高鳴る。

　彼が、両親の関係性に失望して永遠の愛を信じられなくなったアタシを変えてくれた。

　そんな特別な存在と出会えたことは奇き跡せきだ。

　彼が他の人と違ちがうのは義いも妹うとさんとの関係性を見てもよくわかった。

「一筋縄ではいかない義理の妹、か」

　それが率そつ直ちよくな感想だった。

　輝夜かぐやちゃんはまだ中学三年生というのだから驚おどろきである。

　いきなり可か愛わいすぎる義いも妹うとができれば年とし頃ごろの男の子は絶対に戸と惑まどう。

　魔ま性しようというには無む邪じや気きすぎるが、これからますます男心を揺ゆさぶる色香が花開く。

　甘え上手に迫せまられたら、大たい抵ていの男は好きになっても不思議ではない。

　一いつ緒しよにいたら心が揺ゆらいでしまう。

　そんな危あやうい女の子だ。

「そこを自制できるところが彼の魅み力りよくなんだけれども」

　それは信じられる。

　だってアタシが水着でお風ふ呂ろに入っていった時は、もっと緊きん張ちようしていて余よ裕ゆうもなかった。

「……あんな手ごわい義いも妹うとさん相手に流されないなんて悠ゆう凪なぎくんは大した理性の持ち主だ」

　世の中の問題は理性のブレーキが機能しないことで悪化する。

　アタシたちの隣りん人じん関かん係けいだって欲望に流されれば、どうなることやら。

「──義いも妹うとさんが、ひとり暮らしを決めた理由なのかな」

　気になる。

　すっごく気になるけど、迂う闊かつに訊きいて藪やぶ蛇へびになるのも恐こわかった。

　親同士の再さい婚こん後ご、彼はお母さんと折り合いが悪くなったと言っていたが、詳くわしい事情はまだ知らない。

　話を聞いた印象は噓うそではないが、それだけが真実でもなさそうだ。

　今日の悠ゆう凪なぎくんの輝夜かぐやちゃんへの態度は縁えんを切りたいほど邪じや険けんにはしておらず、かといって無条件に好き合うような家族の愛情とも違ちがう。

　そもそも大人でさえ家族として上う手まくやっていくのだって難しい。

　まして、お互たがい思春期の男女が義理の兄きよう妹だいになるのだ。

　単なる好すき嫌きらいでは片づけられない。

　好きだけど決して異性として好きになってはいけない相手。

　当時から彼が相当きつかったであろうことだけは想像に難かたくない。

「……そんな子を待たせているんだからアタシも悪い大人」

　質たちの悪い焦じらしプレイでもさせている気分で恥はずかしくなる。

　妙みような罪悪感を覚えているところで、親友から電話がかかってきた。湯船に浸つかりながら電話に出る。

「もしもし？」

『あ、レイユちゃん、もしやお風ふ呂ろでも入ってます？　かけ直しましょうか？』

「いいよ。ちょうど話したかったし」

『ゴールデンウィークは海で遊ぶ予定だったのに行けなくて残念です。風か邪ぜはどうですか？』

「悠ゆう凪なぎくんが看病してくれたおかげで元気」

『…………いきなり惚気のろけですか？　惚気のろけですよね。惚気のろけるなッ！』

「違ちがうってば！」

　訊きかれたから答えたまでだ。そんなつもりはない。

『あーあー、いいな。羨うらやましい。わたしも家事をしてくれる素す敵てきな男性に甲か斐い甲が斐いしくお世話されたーい』

「まるでアタシが依い存ぞんしているみたいじゃない！　お隣となりさん同士、ちゃんと対等だから！」

『はいはい、結けつ婚こん式しきには呼んでください。友人スピーチでは馴なれ初そめを洗いざらいぶちまけてやります』

「恐こわいこと言わないでよ。ただでさえ今日は彼の義いも妹うとさんが来て大変だったんだから」

『もう小こ姑じゆうとと遭そう遇ぐう!?　ガチバトルになったりしました？　詳くわしく教えてくださいよ』

「気が早い！」

『病やみ上あがりでからかいすぎましたね』

「まったくよ」

『で、気になる人の身内とのファーストコンタクトは上う手まくいきました？　身内の評価は案外と響ひびきますからね。恋れん愛あいは構わないけど、結けつ婚こんはＮＧなんて平気で言いますし』

　親友は完全に面おも白しろがっていた。

「義いも妹うとさんは警けい戒かいしていた、かな」

『へぇレイユちゃん相手に怯ひるまないって、その義いも妹うとさん根こん性じようありますねぇ』

「アタシとしてはもっと仲良くしたいんだけど」

『着実に将来への外そと堀ぼりを埋うめているッ！』

「ご近所付き合いの一いつ環かんよ」

『同性の目線は厳しいから気が抜ぬけませんよね』

　親友のほのめかしに、抑おさえていた不安が湧わいてくる。

「嫌きらわれてたらどうしよう。ブラコンって自分で言えちゃう子なんだよ」

『うわぁ厄やつ介かいそう。レイユちゃんは大好きなお兄さんを奪うばい去さっていく泥どろ棒ぼう猫ねことして目の仇かたきにされますよ』

「やっぱりそうかな。そうだったらどうしよう」

　ただでさえ名前や職業など誤ご魔ま化かしているので不安要素は尽つきない。

『…………』

「なんで黙だまりこむのよ？」

『いやぁ、レイユちゃんって本気でお隣となりの彼との将来を真面目に考えているんですね』

　からかうように祝福するように指し摘てきされる。

　アタシは完全に無自覚に発言していた。

「～～～～ッ」

『レイユちゃんの浮うかれた恋こいバナが聞けて超ちよう楽しい』

　散々いじられて通話は終わった。

　アタシは、自分の本心と教師という立場の板いた挟ばさみから早く卒業したかった。

　この気持ちを隠かくすことなく振ふる舞まえたなら、どれほど幸せだろう。

　そのためにも義いも妹うとさんとも仲良くなりたい。

　仲良くしたいけど、悠ゆう凪なぎくんに対する近すぎる距きよ離り感かんも気にかかった。

「メッセージで質問しようかなぁ。けど、今日はもう遅おそいし……」

　先延ばしは精神衛生に良くないが、連れん絡らくをとる踏ふん切ぎりがつかない。

　顔の半分を湯船にぶくぶくと沈しずめながら悩なやんでいると、悠ゆう凪なぎくんから電話がかかってきた。

「わっ!?」

　危あやうくスマホをお湯の中に落としそうになる。

　キャッチした拍ひよう子しに通話ボタンを押していた。

『天てん条じようさん。さっきはありがとうございました……どうかしました？　なんか声も反はん響きようしているような』

「な、なんでもないよ。なに？」

『輝夜かぐやの件でちょっと話したくて。これから部屋へ行っていいですか？』

「急だね。アタシは構わないけど」

『先送りしていると天てん条じようさん、変に気にして悩なやんでそうじゃないですか。寝ね不ぶ足そくになられても心配なので』

　こちらの事情は彼にはすべてお見通しだった。

　察して気を回してくれたことにキュンときてしまう。

『五分くらいでアパートに戻もどるので、そのまま行っていいですか』

「ダメ！」

『え？』

「三十──、いや、せめて二十分後にして。よろしく！」

　彼の返事も待たずに通話を切ると、大急ぎでお風ふ呂ろ場ばから出た。

　もう、どうして女は身み支じ度たくに時間がかかるのよ！







第二章　閉じこめられて










「おかえり。お見送りご苦労様」

　天てん条じようさんはパステル調のかわいらしい寝ね間ま着き姿すがたで出で迎むかえてくれた。

　お風ふ呂ろに入っていたらしく、昼間とはまた違ちがう匂においを纏まとっている。まだ湯上りで暑いのか、細い首元にはほんのりと汗あせの玉が浮うかんでいた。

「上がってもいい、ですか？」

　見慣れない姿に、俺は思わず確かく認にんする。

「看病で毎日来ていたじゃない。今さらどうしたの？　入って」

　天てん条じようさんはクスリと微笑ほほえみ、あっさりと招き入れてくれた。

　部屋に入ると、同じ間取りでもやっぱり部屋の印象はまったく違ちがう。

　床ゆかにクッションを敷しいて座ると、まずはお礼と謝罪だ。

「色々とありがとうございました。そして、輝夜かぐやが数々の無礼をして申し訳ありません！」

「新しん鮮せんな経験で面おも白しろかったよ。アタシ、初対面の人に緊きん張ちようされるのがほとんどだから人見知りをしない輝夜かぐやちゃんみたいな子は珍めずらしかった」

「それは、美人ならではの悩なやみですね」

　天てん条じようレイユほどの美び貌ぼうの持ち主なら周りから頼たのんでもいないのによくも悪くも特とく別べつ扱あつかいされてしまう。それが得する時もあるが、当の本人は疎そ外がい感かんを覚えたりさびしさを感じることもあるらしい。

　輝夜かぐやの礼れい儀ぎ知しらずもたまには役立つ。

　そんな風に好意的な解かい釈しやくをしてもらって頭が上がらない。

　俺なら腹を立てて機き嫌げんが悪くなってしまう。

「おだてても、なにも出ないよ」

「ピザをおごっていただけただけで十分です」

「足りないよ。看病で食事を作ってもらったり、細々と買い物してもらったし」

　天てん条じようさんはほんとうに義ぎ理り堅がたい。

「その前には俺も看病してもらったからおあいこです。この話はここまでにしましょう。貸し借りが終わらなくなるから、隣りん人じん協きよう定ていを決めたわけですし」

「そうだね」

　熱があった時は元気がなくてこんな雑談も気軽にできなかった。

「輝夜かぐやちゃんみたいな可か愛わいらしい義いも妹うとだと、悠ゆう凪なぎくんも相当甘やかしたでしょう」

「むしろ俺は厳しく接したつもりですよ」

「厳しさも愛情の内、じゃない？」

「それに気づいてくれるほど輝夜かぐやは大人じゃないので。見ていればわかるでしょう？」

　輝夜かぐやがもう少し物分かりが良くて落ち着きがあれば、と思わない日はない。

「かまってくれるのが嬉うれしいのよ」

「それは俺も同じです。というわけで、天てん条じようさん今すぐ付き合いません？」

「それはダメ。バレたら教師クビになるし」

　軽くたしなめるのも案外と嫌いやではない。

「俺のこと、嫌きらいじゃないでしょう？」

「隣りん人じん協きよう定てい、第六条！」

　俺たちの間で交かわされた約束が彼女の答えだった。

　卒業までお互たがいに恋こい人びとはつくらない。

「うわ、ズルい答え方」

「誰だれに聞かれているかわからないでしょう。このアパート、壁かべが薄うすいんだから」

「今はふたりきりですよ。角部屋で隣となりは俺の部屋だから多少の声を出しても大だい丈じよう夫ぶです」

「油断は禁物」

「色んな意味で我が慢まんってしんどいなぁ」

　こんなに近くにいても精神的にも肉体的にも寸止めを食らっている。

「だからって他の人に目移りは禁止だからね」

「一生後こう悔かいするってわかっているのに、俺が破るわけないでしょう」

　なにを今さらと笑い飛ばす。

「君、そういうことをあっさり言うよね」

「あなたの望む、永遠の愛に対する保証です」

「……、ありがとう」

「だから、天てん条じようさんもあんまり勘かん違ちがいしなくていいですよ」

「久く宝ほう院いんさんのモーニングコールのこともあったし。……それに、まさか妹さんがあんな色っぽい感じの子だなんて思わないでしょう」

　確かに一目見ただけで輝夜かぐやが中学生だとわかる人は稀まれだろう。

　俺も初めて顔合わせをした時は、同学年かと思ったほどだ。

「そこまで疑われると、俺がもう男子校に転校するしかないじゃないですか？」

　とはいえだ、大切な人に無む闇やみに誤解されるのは俺も傷つく。

「ダメ。それだと効果がないし」

「効果って？」

「教室の目の前に君が座っていてくれたから、アタシも体調が悪くても乗り切れたから」

　なんと！　天てん条じようさんがゴールデンウィークまで仕事をがんばれたのは俺のおかげだった。

　──俺は、ただの教え子ではない。

　それがわかったことは最高のご褒ほう美びだ。

「抱だきしめてもいいですか？」

　俺は彼女の真横まで近づく。

「いきなりドキドキさせるな！　寝ねれなくなるでしょう」

「どの道、輝夜かぐやのことが気にかかって眠ねむれなかったんじゃないんですか？」

「バレてる!?」

「こういうのは早めに解消した方がいいと思って夜よる遅おそいけど来た次し第だいです」

「よく、おわかりで……」

「どうせ俺が可か愛わいい義理の妹とＨな展開になって、家に居づらくなってひとり暮らしをしたとか想像してたんじゃないんですか？」

　俺は言葉を選ばずに発言する。

　答えはなくても、彼女のわずかな反応は雄ゆう弁べんだ。

　図星だったらしく、極きわめて気まずそうに顔を逸そらす。

　横顔の細いラインやうなじがセクシーで好ましい。

　俺が見み惚とれるのは天てん条じようレイユだ。

　他の人なんて考えられない。

「やっぱり。そんなことあるはずないでしょう。欲望のまま義理の妹と禁断の関係になる勇気なんて俺にはありませんから」

　ハッキリと疑ぎ惑わくを否定しておく。

「じゃあ、なんて輝夜かぐやちゃんはあんなベッタリなの？」

「俺だって逆に訊ききたいです。こっちは立派な兄貴になろうと必死だったのに、出会った時の輝夜かぐやは今以上に子どもだったでしょう。たまたま身近な男である俺を兄として慕したうより先に、異性として認にん識しきしたとか？　…………自分で言うとマジでキモイな」

　我ながらドン引きだ。

　輝夜かぐやの本心がどうであれ、少なくとも俺にその気はない。

「……天てん条じようさん、なんで悔くやしそうなんですか？」

「君に筒つつ抜ぬけになっているみたいで恥はずかしいのよ」

「天てん条じようさん、わかりやすいから」

「年下のくせに生意気だぞ」

「隣りん人じん同どう士し、対等じゃないんですか？」

「ああ言えばこう言う」

「嫌いやですか？」

「そういうわけじゃないけど」

「俺はただ、天てん条じようさんを心配させたくないだけです。できるものなら俺の頭の中でも覗のぞいてみてほしいですよ」

「なんかピンクでいっぱいそう」

「否定はしません」

「我が慢まん、しんどいよね？」

　天てん条じようさんはバツが悪そうにしながら気き遣づかってくれる。

「俺は確かにエッチなことにガッツリ興きよう味み津しん々しんですけど、これまでもこれからも好きな人を困らせるつもりはありません」

　だからこそ俺は本心から明るく答えた。

「好き!?」

　隣となりのお姉さんは敏びん感かんに細い肩かたを震ふるわせた。

「好きって言って困らせるなら言いません。けど、揺ゆるがない気持ちが確かにあることだけは覚えておいてください」

「ありがとう」

　天てん条じようさんは胸むな元もとに手を置き、万ばん感かんの想おもいをこめるように言った。

「惚ほれ直なおしていいですよ」

「別に直す必要はないかな」

　彼女は照れくさそうにはにかむ。

　俺はこの人が好きなんだ。
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　ゴールデンウィークが終わり、久しぶりの登校である。

　朝。起きると、隣となりの部屋から壁かべ越ごしに目覚ましのアラームが聞こえてきた。

　すぐに音が止まり、程ほどなく俺のスマホにメッセージが届く。


レイユ：おはよう。今日からまたよろしくね。

昨夜はピザだったから今朝はご飯がいいかな。

悠ゆう凪なぎ：おはようございます。了りよう解かいです。お待ちしています。



　身み支じ度たくを済ませると、俺にはもうひとつやるべきことがある。

　俺はクラスメイトの久く宝ほう院いん旭あきらにモーニングコールをかけた。

　連休明けで念のため時間的余よ裕ゆうを持たせるため、いつもより少し早い時間に電話をかける。

　長めのコール音の末、ようやく電話に出た。

　かすかな吐と息いきとベッドの上をなんとか動くような音が聞こえる。

「おはよう、旭あきら。今日から学校だ。起きろ」

『んー……』

　俺の言葉が脳まで届いているかも怪あやしい反応だった。

「遅ち刻こくするぞ」

『その声は、錦にしき？』

　まだ夢ゆめ心ごこ地ちな声を漏もらす。

「ゴールデンウィークはもう終わったぞ」

『……延長で』

「できるなら俺だって延長したい」

『ずっと休みがいい』

「なら偉えらくなって祝日を増やせ」

　どうやって祝日を定めることができるのか知らんが。

『そこは錦にしきに任せた。私を楽させて。まずは週休三日で許してあげる』

「できるか！」

　いきなりハードル高い。半分寝ねているくせに上から目線がすぎる。

『ついでに日本経済も立て直して』

「要求がインフレしすぎだ」

『人間は長く起きすぎだし、世の中は複雑で余よ裕ゆうがなさすぎ。もっと適当でいいのに』

　本音では同意したいところだが、認めてしまうと旭あきらが遅ち刻こくしてしまう。彼女がペナルティーを課せられないために俺はモーニングコール係を買って出たのだ。

「一分一秒を競きそい合あっていた元陸上部とは思えない発言だな」

『一秒以下を突つき詰つめてきた反動よ』

「妙みような説得力があるな」

『むしろアスリートこそ睡すい眠みんを誰だれよりも大切にしているの。じゃあおやすみ』

「起きろや！」

　こんだけ話しておいて、まだ起きないのかよ。

『うるさいなぁ。電話を切るよ』

「そしたらモーニングコール係を俺も辞やめるからな」

『私を見捨てるの？』

「人聞きの悪いことを言うな」

『錦にしきの鬼おに』

「むしろ毎朝電話しているんだから仏のように優やさしいだろう」

『自分で仏とか言っちゃうんだ』

　電話の向こうで低く笑っていた。

　俺も自分で言っておいて、ちょっと恥はずかしい。

「旭あきら、休みで生活リズムが完全にリセットされているな。ちゃんと戻もどせ」

『錦にしきも引き続きモーニングコールよろしく』

　旭あきらは軽い調子で言う。

「それは人に物を頼たのむ態度じゃない」

『先に申し出たのは錦にしき』

「そりゃそうだけど」

『男なら最後まで責任を持て。じゃあ、また駅で』

　旭あきらは言うことだけ言って電話を切った。

　どうやらモーニングコール係はまだ辞やめられないようだ。







　朝食ができあがった頃ころ、天てん条じようさんが俺の部屋にやってきた。

「おはよう！　今日の朝食はなにかな」

　バッチリメイクで気合いを入れた天てん条じようさん。仕事着を着た姿も凜り々りしくて素す敵てきだ。ウキウキした様子でテーブルに並んだメニューをチェックする。

「おぉ、おにぎりだ。みそ汁しるに玉子焼きとソーセージ、おひたしとヘルシーな和食だね。お腹なかに優やさしそう」

「玄げん米まい茶ちやも淹いれたのでどうぞ」

　ふたり分の湯ゆ吞のみを置いて、俺もテーブルの前に座る。

「「いただきます」」と声を揃そろえて朝食をふたりでいただく。

　朝日が差しこむ明るい部屋でゆったりとした時間が流れる。

　俺の部屋に天てん条じようさんがいることになんの違い和わ感かんもない。こんな美人がいてくれることに馴な染じむなんて贅ぜい沢たくなことである。

　ひとたび外に出れば、慌あわただしい一日が始まってしまう。

　その前の大切な充じゆう電でん時じ間かん。

　だが、この穏おだやかな朝の時間を打ち破るように電話の着信音が鳴なり響ひびく。

　スマホに表示される名前は錦にしき輝夜かぐや。

　俺は画面を天てん条じようさんに見せる。

「出てあげなさい」

「昨日の今日ですよ。一度許すと絶対エスカレートしますってば。メッセージが絶え間なく送られてきて、俺ノイローゼになる自信があります」

「さすがにそこまでしないでしょう」

「天てん条じようさんは輝夜かぐやを甘く見積もりすぎです」

「悠ゆう凪なぎくんが厳しすぎるんじゃない？　いいから出てあげて。ずっと鳴っているよ」

　天てん条じようさんもこれまで俺があえて連れん絡らくを無視していたことを密ひそかに気にしていたのだろう。

　相手が誰だれなのかをわかった以上、黙もく認にんもできないようだ。

　好きな人からそんな風に言われたからには断れない。

　俺は電話に出た。

『もしもし、悠ゆうくん。おはよう！』

「朝から声がでけえよ」

　耳がキーンとなった。スマホを少々離はなし気味に持つ。

『昨夜はありがとうね！　レイちゃんにもお礼を言っておいて！　サンキューって！』

　声のボリュームが大きいから、隣となりにいる天てん条じようさんにも聞こえていた。

　そして感謝が軽い。同級生相手じゃないんだから、もっと丁てい寧ねいな言葉を使え。

　説教したくなったが、輝夜かぐやはさっさと話を進める。

『あのね、今度の買い物はどこに行こうかって相談？　悠ゆうくんは行きたい場所ある？』

　俺は念のため通話をスピーカーに切きり替かえる。

「休みの日なら都内はどこ行っても混んでいるからなぁ」

『人波をかきわけるのも込こみで外出！』

「物好きだなぁ」

　我が義いも妹うとは混雑しているとかえってテンションが上がるタイプのようだ。

『渋しぶ谷や？　原はら宿じゆく？　池いけ袋ぶくろ？　新しん宿じゆく？　あ、わたし、お台だい場ば行きたいかも。海も近いし、お台だい場ばにしよう！　決定！』

　話し合うまでもなく、輝夜かぐやがひとりで決定してしまう。

「東とう京きよう湾わんなんて見て楽しいのか？」

『男女で海を見たらロマンチックじゃない？　海に行くだけでテンション上がるし』

「そうかぁ？」

『じゃあ、綺き麗れいな海には悠ゆうくんがいつか連れて行ってね。沖縄とか？　あ、海外でもいいよ』

「親に甘えろッ！」

　輝夜かぐやの要求は常に難易度が高い。

　今朝は旭あきらからも寝ねぼけて無茶ぶりされたな。

　その意味で言うと永遠の愛を信じたい天てん条じようレイユの要求こそぶっちぎりの最難関だろう。

　愚おろかなもので求められたら応えてみせたいのが惚ほれた弱みだ。

『けんもほろろ～～』

「よくそんな言葉を知っていたな」

『わたし、こう見えて成績悪くないんだ。だから輝き陽よう高校もちゃんと受かるよ』

　自信満々の宣言。

　俺たちにとっては朝からバッドニュース。

　天てん条じようさんも複雑そうだった。教育者としては学生が努力して目標を達成するのは喜ばしいことだが、うちの高校に来られるとややこしいことになる。

　つくづく俺と先生の関係は薄はく氷ひようを踏ふむような脆もろいものだと思わされる。

「輝夜かぐやってそんなに勉強できたっけ？　俺が家にいた時はしょっちゅう泣きつかれて勉強を教えていたのだが」

　俺の記き憶おくに基もとづくイメージとはずいぶん違ちがう。

『わたしだってもう中三だよ。本気を出せば余よ裕ゆうだし』

「まずは目の前の中間テストにベストを尽つくせ」

『終わったら買い物を楽しみにしている！』

「はいよ」

『適当な理由でキャンセルはＮＧだよ』

「わかっている」

『じゃあ、電話切るね。パパとお義か母あさんには海外旅行を提案するから、悠ゆうくんも今度こそ一いつ緒しよに来るように！　ふたり、まだ新しん婚こん旅りよ行こうに行けていないからきっとオーケーするよ』

「前向きに検討はする」

『玉虫色の返事だね』

「複雑な機き微びを察しろ」

『キビってなに??』

　そこはわからんのか！

　輝夜かぐやは言いたいことだけ話して、朝食を食べるからと一方的に電話を切った。

「悠ゆう凪なぎくん行くのが嫌いやそうだね」

　天てん条じようさんは探さぐるような視線を向ける。

「否定はしません」

　俺は冷めたお茶を飲む。

「どうして？」

「構うと、こうやってまた輝夜かぐやに振ふり回まわされるので。朝から電話なんてかけてきやがって」

「学校に行く前に、昨日のお礼も言いたかったんでしょう？」

「メッセージで十分」

「直接話したかったのよ」

「このままだとゲリラ豪ごう雨うみたいに突とつ然ぜん連続して連れん絡らくが来ることになるんですよ」

「大げさだな。休み時間くらいならいいんじゃない」

「それくらいで済めばいいですけど」

「輝夜かぐやちゃんだって昼間は授業を受けているでしょう」

「もし俺の様子が変でも見み逃のがしてくださいね」

「え、そこまで？」

　天てん条じようさんは冗じよう談だんだと思って真に受けていない。

　俺の知っている輝夜かぐやなら、先生の甘い想定を軽く超こえてくるだろう。
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　先生を先に送り出して、俺もゴミ捨てを済ませてアパートを出る。

　連休明けの登校はいまいち気合いが入らない。通勤通学で混雑する電車から解放されると、駅のホームでクラスメイトの久く宝ほう院いん旭あきらが待っていた。

「おはよう、錦にしき。今朝ありがとう」

「おはよう、旭あきら。遅ち刻こくしなくてよかったな」

　旭あきらのぶっきらぼうな挨あい拶さつに軽く返すと、俺たちはどちらともなく並んで学校へ歩きだす。

　ショートカットのよく似合うハッキリとした顔立ちに気の強そうな目元、腰こしに巻いたカーディガン、制服の短いスカートから伸のびる元陸上部で鍛きたえた太ももが眩まぶしい。

　いつものように隣となりを歩きながら小さく欠伸あくびをする。まだ眠ねむそうだ。

「昨夜は寝ねるの遅おそかったのか？」

「たぶん九時くらい」

「早っ!?　小学生かよ。なんでそれで起きられないわけ？」

「睡すい眠みんは多いに越こしたことはない」

「眠ねむり姫ひめにでもなるつもりかよ」

「それだと電話どころか、キスをされなきゃ起きられないし。錦にしき、私にキスしたいの？」

　いきなりキスなんて言われたから、つい旭あきらの唇くちびるを見てしまう。

「久く宝ほう院いん家けに不ふ法ほう侵しん入にゆうで逮たい捕ほされたくないから遠えん慮りよする」

「王子が挫くじけたらおとぎ話が終わるじゃん」

「俺が王子なんて柄がらかよ」

「女は好きになったら、どんな相手も素す敵てきな王子に見えるらしいよ」

「急いで視力検査をすべきだな」

「そこは脳の検査でしょう」

　俺のくだらない冗じよう談だんに旭あきらもダラダラと乗ってくる。

「……頭だけで考えていたらいい恋れん愛あいなんてできないさ」

　検査したら確実に異常が見つかるに決まっている。

　本気で人を好きになるってのは、よくも悪くもふつうでなんていられない。

「錦にしきって意外とロマンチスト」

「すべての恋こいに幸福な結末を迎むかえてほしいだけさ」
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　残念ながら叶かなわない恋こいはある。

　それでも傷つくだけで終わりたくない、終わってほしくないと思ってしまう。

「それは間ま違ちがいなくロマンチスト。もしくは夢見がちな愚おろか者もの。もっと現実を見ているドライなタイプだと思った」

「俺もそう思ってた」

　天てん条じようレイユに恋こいするまでは自分もこんな風になるとは思わなかった。

「……好きになるって前向きな誤解だよね」

「誤解、なのか？」

　旭あきらは深そうなことを言う。

　俺は軽口を控ひかえて、彼女の言葉に耳を傾かたむける。

「相手のすべてを理解するのは無理じゃない。どこまでいっても自分勝手な思い込み。正体を知って幻げん滅めつすることもあるし、ただ冷めて飽あきることもある」

「なるほど」

「ことわざでもあったよね。なんだっけ？」

「あばたもえくぼ」

　確かに好意的な解かい釈しやくはあくまでも主観。

　周りに止められても、法律が禁じても、惚ほれる相手は特別になってしまう。

　好きという感情は実に不可解で不条理で不合理だ。

「それ。そう考えると一ひと目め惚ぼれって結構恐こわくない。見ただけで変なスイッチが入るなんて、なんかキモイ。むしろ呪のろいみたいな？」

　鋭するどい着眼点だ。

　目を奪うばわれただけで一いつ瞬しゆんにして心まで奪うばわれる現象なんて考えてみれば恐おそろしい。

　一ひと目め惚ぼれによって自分の感情が縛しばられていくなら一種の呪のろいと言えなくもない。

「恋こいは呪のろいか。旭あきらは慎しん重ちよう派はなんだな。もっと感覚派だと思っていた」

「そういうのは梨り々り花かみたいなタイプでしょう」

　旭あきらは同じくクラスメイトの中心的女子である黛まゆずみ梨り々り花かの名前を持ちだす。

「アキアキ、ニッキー！　梨り々り花かのことを呼んだね！」

　いきなり俺と旭あきらの肩かたをまとめて抱だいてきて、間から顔を出してきたのはツインテールが目印の黛まゆずみ梨り々り花かその人だった。

　童顔で小こ柄がらな女子は、にぱーと満面の笑えみでご機き嫌げんな様子で話しかけてきた。

「梨り々り花か、音もなく現れるの止やめて」

「びっくりしたぁ。黛まゆずみさん、おはよう」

　慣れた様子の旭あきらに対して、俺は不意打ちの登場に身を固くしてしまう。

「仲良く並んでいるふたりを発見して、つい。もしかして付き合い出した？」

　黛まゆずみさんは瞳ひとみをキラキラさせながら俺たちを見比べる。

「そんなわけない」

　旭あきらは肩かたに置かれた黛まゆずみさんの手をどかす。合わせて俺の肩かたから手が外れる。

「ニッキーさんや、アキアキは照れて誤ご魔ま化かしている？」

「黛まゆずみさんが期待しているような進展はないよ」

　旭あきらの俺に対する取り付く島のなさは見ての通りだ。果たして旭あきらが惚ほれるような男は一体どんなやつだろう。

「そうなんだぁ。残念。ふたりはお似合いだから恋こい人びとになったら教えてね」

　黛まゆずみさんにはそんな風に見えているのか。

　まぁ俺も旭あきらもそんなに人付き合いが上手ではない。そういうふたりがわざわざ並んでいると勘かん違ちがいしてしまうのも無理ない。

「梨り々り花か。そういうウザい絡からみ方すると怒おこるよ」

「アキアキ、いつも怒おこっているじゃん」

　キャハハと笑うと八重歯が見えた。

　黛まゆずみさんのメンタルが強すぎる。わかっていてグイグイ来ていたのか。

　旭あきらはただでさえ黙だまっていると怒おこっているようにも見えるから大たい抵ていの子はなんとなく近づけずにいるというのに。黛まゆずみさんは美人過ぎる天てん条じよう先生相手にも躊ちゆう躇ちよしないのだから、その物もの怖おじしなさは羨うらやましくすらある。

「梨り々り花かが怒おこらせたんでしょう？」

「あれぇ、もしかして梨り々り花かはお邪じや魔ま虫むし、だったのかな？」

「そう思うならそうなんでしょう？」

　旭あきらの片かた眉まゆが吊つり上あがっていた。

「具体的にはどのへん？」

「該がい当とう箇か所しよが多すぎる」

「梨り々り花かはいつも通りだよ」

　怒おこられているのにどこ吹ふく風。俺と旭あきらの間に入ってそのまま歩いている。

　黛まゆずみさんは俺たちより小こ柄がらで歩ほ幅はばがやや狭せまいのか、気持ち早足気味になっていた。それは旭あきらが機き嫌げんを悪くして早歩きになっているせいもあるのだが。

　俺はなんとなく歩くペースを落としてみる。

「──、ニッキー。ペース合わせてくれてありがとう。優やさしいね」

　黛まゆずみさんはすぐに気づいて、俺の横に並ぶ。

　そのせいで旭あきらだけがひとり飛び出す形になってしまう。

　旭あきらは物言いたげにこちらを振ふり返かえる。

「なんだよ」

「別に」と旭あきらはプイと顔を逸そらしながらも、歩くペースを合わせた。

「このさり気なさがニッキーのモテる理由だよね」

「モテるならさっさと恋こい人びとをつくればいいのに」

「あれれ、アキアキはそれでいいのぉ？」

「梨り々り花か、ウザイ」

「きゃあーニッキー、アキアキが恐こわい」

　黛まゆずみさんは俺を盾たてにするように端はしに回りこんだ。

　クラス中を探しても旭あきらをからかうことができるのは黛まゆずみさんくらいだろう。

　と、俺のスマホからメッセージの着信音が鳴った。

　確かく認にんせずに歩いているとそのまま連続して送られてくる。これは確かく認にんするまでもなく輝夜かぐやだろう。

「ニッキー確かく認にんしなくていいの？　梨り々り花かはアキアキと遊んでいるから気にしないで」

「梨り々り花かこそ私を気にしなさいよ」

「えー梨り々り花かはこんなにアキアキのこと好きなのにぃ」

　なんだかんだ久く宝ほう院いん旭あきらと黛まゆずみ梨り々り花かは息の合ったいい友人なんだろう。

　と、俺がふたりの関係性を確かめ合っている間もメッセージは送られ続ける。

「連投されすぎない？　迷めい惑わくメール？」

「実は彼女ができた」

　黛まゆずみさんを見ていて、俺も思わずからかってみたくなった。

「噓うそッ!?」

　旭あきらは通学路を歩く生徒が全員こちらを見るような大声で驚おどろいていた。

「もちろん噓うそだけどさ」

　すぐさまネタバラシ。

「ニッキー、やるねぇ」と黛まゆずみさんは面おも白しろがっていた。

「つまんないこと言うな！」

　カバンで叩たたかれて、旭あきらはそのままコンビニへ入っていった。

「あーあーあれは本気で怒おこってる」

「黛まゆずみさんは旭あきらのことがよくわかっているね」

　旭あきらが買い物を済ませるまで俺と黛まゆずみさんはコンビニの前で立ち話をしながら待っていた。

　いつもならば旭あきらは、モーニングコールのお礼にチョコバーを渡わたしてくれる。

　だが自分のチュッパチャップスを咥くわえると、そのまま行ってしまう。

　どうやらご機き嫌げんは直っていないようだ。

「アキアキ可か愛わいい」

　その後ろを黛まゆずみさんはすぐに追いかけていく。

　俺はどうやら黛まゆずみさんほど旭あきらを上手にからかえないようだ。







「ゴールデンウィークが終わって、いよいよ中間テストです。しっかりと頭を切きり替かえて学業に集中するように。まだお休みモードの人は早く生活リズムを直しなさい。ここで出で遅おくれると後々に響ひびくから、巻き返すのに苦労するよ。一学期なんてあっという間に終わるんだから」

　休み明け一発目の朝のホームルームで我らが担任、天てん条じようレイユ先生は発破をかける。

　数日前まで熱で寝ねこんでいたとは思えない堂々たる姿。

　教きよう壇だんからクラスを見み渡わたす眼まな差ざしは凜り々りしささえある。

　俺は最前列の席で見上げながら惚ほれ惚ぼれしてしまう。

　うっとりと先生のスピーチに耳を傾かたむけていたいところだが、今日の俺には無理だった。

「錦にしきくーん、なんか落ち着きがないよ」

　天てん条じよう先生も俺の異変に気づき、注意されてしまう。

　うっかり制服の内ポケットに入れたままのスマホがマナーモードのまま震ふるえる。俺はその度に表情をしかめてしまう。

　案の定、輝夜かぐやからメッセージが来るようになってしまった。

　向こうもホームルーム中のはずなのに、なぜお構いなしに連投で送ってくるのか。

「すみません」

　その間も俺の胸むな元もとは震ふるえ続つづけていた。

　やんわりと注意する天てん条じよう先生は、俺の異変の原因が輝夜かぐやだと察しているだろう。

「みんなも学校にいる間は勉強に集中するためにもメリハリをつけようね。特にスマホの扱あつかいはきちんとすること。授業中の邪じや魔まにならないように」

　天てん条じよう先生が呼びかけると、クラス全体が「はーい」と声を揃そろえる。

　ホームルームが終わってスマホを見れば、その受信件数の多さに辟へき易えきしてしまう。

　内容も行ってみたいお店のリンクや、返答に困るような取るに足らないもの、絶対思いつきで送ったものなど玉石混交。いちいち全部に返信していたら、なにもできなくなってしまう。

　輝夜かぐやのやつ、学校になにしに行っているんだ。

「錦にしきくん、トラブルとかじゃないよね？」

　教師モードの天てん条じよう先生はさり気なく様子を窺うかがう。

「いっぱいメッセージが届く以外は問題ありませんよ。モバイルバッテリーも今日は持ってきてあるので」

　スマホのバッテリー残量がみるみる減っている。

　安易に大だい丈じよう夫ぶだと思っていた天てん条じようさんも、実情を見せられて心配そうだ。

「な、慣れているのね」

「よっぽど不都合が出たら相談させてください」

「いつもでも遠えん慮りよなく」

「頼たのもしい。天てん条じよう先生は教師の鑑かがみですね」

「お世辞は結構。生徒の困り事を手助けするのが教師の役目だから」

　先生が出ていってから一時間目までのわずかな時間で俺は返事をする。


悠ゆう凪なぎ：学校にいるんだから連れん絡らくは控ひかえろ。

輝夜かぐや：あ、やっと返事くれた。遅おそいよ！

悠ゆう凪なぎ：そっちは多すぎる。わんこそばかよ。

輝夜かぐや：ウケる。

悠ゆう凪なぎ：ぜんぶは読み切れん。

輝夜かぐや：連れん絡らくはもっとマメにならないと、女の子から愛あい想そ尽つかされるよ。

悠ゆう凪なぎ：お好きにどうぞ。

輝夜かぐや：わたしは悠ゆうくんを嫌きらいになれないもん。

悠ゆう凪なぎ：ブラコンも程ほど々ほどに。

輝夜かぐや：シスコンになってくれてもいいよ。

悠ゆう凪なぎ：それで輝夜かぐやが落ち着くなら一考の余地アリ。

輝夜かぐや：なるなる！　超ちようなるよ！　だからシスコンになって！

悠ゆう凪なぎ：……落ち着きの欠片かけらも感じられんぞ。



　こんな調子で休み時間のたびにメッセージのやりとりをして、気づいたら昼休み。

「錦にしき。なんで今日はずっとスマホをいじっているの？」

「ニッキーの恋こい人びとってもしかして連れん絡らく途と絶だえると病やんじゃうタイプ？　鬼おに電でんされてノイローゼになっちゃう的な？」

　旭あきらと黛まゆずみさんが声をかけてきた。

「黛まゆずみさん。朝のネタ、まだ引っ張るの？」

「ダメ？」

　黛まゆずみさんの口元が笑っている。

　俺が自分の失言を悔くいている横で旭あきらは呆あきれていた。

　一応話しかけてくれるくらいには機き嫌げんは元に戻もどったのだろう。

「恋こい人びとはいないし、連れん絡らくしてきたのは家族だ」

「緊きん急きゆうの用事？」

「いや、まったくもって不要不急の内容」

「じゃあ無視すればいいのに」

「アキアキ、手厳しいッ!?　さすがひとりっ子」

　黛まゆずみさんがすかさずツッコむ。

「別に身内なんだから多少雑に扱あつかったところで大したことないでしょう。私なんてパパの連れん絡らくは基本無視だし」

　思春期の娘むすめの残ざん酷こくさよ。お父さんにも優やさしくしてあげて！

「ま、これまでスルーしてきたツケで無視するのは難しいかな」

「ひとり暮らしも大変ね。家族が嫌きらいなの？」

「……そうじゃないから困るんだ」

「ふーん」

　旭あきらは意味ありげにこちらを見てくる。

「なんだよ」

「錦にしきがまーた余計な苦労をしているみたいだからさ」

「おいおい、発言には気をつけた方がいい。旭あきらもその中のひとりだろう」

「言っておくけど私のモーニングコールは錦にしきが言い出したことだから！　キャンセルは絶対に受けつけない」

　旭あきらはムキになって反論する。

「朝も聞いたし、わかっている。俺だって同級生が留年や退学されるのはさびしいからな。それに、困る人もいるから」

「同級生……」と旭あきらはそれ以上黙だまってしまう。

「ニッキーって無自覚に沼ぬまに沈しずめるタイプだよね。もしも束そく縛ばくの厳しい恋こい人びとができても全力で対応するから、余計に相手が依い存ぞんして脱ぬけ出だせなくなりそう」

　うわぁ、というちょっと引き気味だった。

「えらい具体的な想定だね」

「優やさしさも時に罪ってことさ、ニッキー」

　心外だな。俺が望むのは自立した関係だ。

「私ならノイローゼになりそう。適度に放っておいてほしい。そもそも義務感で連れん絡らくを返すのって苦痛じゃない？」

　旭あきらは絶対無理とばかりに自分の身体からだを抱だく。

「世の中には常に繫つながっていないと不安な子がいるもんなんだよ」

　黛まゆずみさんは訳知り顔だった。

　彼女は友達も多く、交友関係も広いからそういうタイプの人とも付き合いがあるんだろう。

「うわ、そういうタイプとは絶対に仲良くなれない」

「アキアキは群れなくても大だい丈じよう夫ぶだもんね」

「わかっているなら私に絡からんでくるな」

「もう照れ屋さんなんだから」

　旭あきらの塩対応にも黛まゆずみさんは気にしない。

「まぁ、旭あきらがうちの義いも妹うとに会う機会はないだろうからな」

「え、連れん絡らく相手って妹さんなの。先に言ってよ」

「あれ、言わなかったっけ？」

「ニッキー、梨り々り花かも初耳だよ」

　黛まゆずみさんが言うのだから、俺は言いそびれていたのだろう。

「別に錦にしきの妹と仲良くなれないって言ったわけじゃないから！　そこは誤解しないで！」

　旭あきらは血相を変えて訂てい正せいする。

「なんでニッキーの妹さんから連れん絡らくが急に増えたの？」

「昨夜突とつ然ぜんうちに押しかけてきてさ」

「えーゴールデンウィークの最後に兄きよう妹だいで過ごすなんて、めっちゃ仲良しじゃん」

　正確には我らが担任、天てん条じようレイユも交えたピザパーティーである。

「たまたまね。それまでは家でのんびりしてたから」

「え、ぼっち可哀かわい想そう。知ってたら遊びに誘さそったのに！」

　暇ひましていたと思われたのか、黛まゆずみさんから急に同情されていた。

　担任の風か邪ぜの看病をしていた、とは正直に言う訳にもいかない。それ以外は普ふ段だんできない所の家の掃そう除じなどで時間はあっという間に過ぎていった。

「そうだ、中間テスト明けの休みでどこか遊びに行こうよ！」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだって。黛まゆずみさんだって他に遊ぶ友達ならいくらでもいるでしょう？」

「梨り々り花かはニッキーと遊びたいの。アキアキも一いつ緒しよに、ね！」

「え、私は……」

「断るとニッキーと梨り々り花かでふたりきりのデートになっちゃうけど？」

　俺が行く前提で勝手に話が進んでいく。

「わかった。私も新しい服とか欲ほしかったし、買い物なら付き合う」

　旭あきらは仕方ないという態度をとりながら、さり気なく自分の要望を挟はさんでくる。

「決定！　さぁどこに行こうか？」

　黛まゆずみさんは慣れた様子で仕切っていく。こういう幹事ができる人がいると圧あつ倒とう的てきに助かる。

　とはいえ、だ。

「ごめん。中間テスト明けは先約があるんだ。また別の機会にでも誘さそってくれ」

「そうなんだ。じゃあ買い物は梨り々り花かとアキアキのふたりで行こう」

「え、錦にしきが来これないなら中止で……」

「大勢がいいなら他の子も誘さそうけど？」と黛まゆずみさんはスマホを取り出す。

　黛まゆずみさんが一声かければいくらでも集まりそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶ！　ふたりでいい。ふたりがいいです！」

　旭あきらは慌あわてて制止した。

　俺は昼食を買うために会話を切り上げて席を立つと、なぜか旭あきらの恨うらみがましい視線で送り出された。
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「中間テストが終わるまではアタシの食事は作らなくていいよ」

　試験の一週間前は勉強に集中しなさいという天てん条じようさんからのお達しだ。

　教師として生徒の勉強時間を奪うばうわけにはいかない。

　大人として絶対に譲ゆずらず、そこに交こう渉しようの余地はなかった。

　かくして俺は学業に専念する──はずだった。

『聞いている、悠ゆうくん？　それでね』

「あのさ、輝夜かぐや。俺の邪じや魔まをして楽しい？　そろそろ勉強に戻もどらせて」

　スマホの通話を繫つなぎっぱなしで、かれこれ数十分こんな調子だ。

『テスト前に慌あわてたって身につかないよ』

「人生、悪あがきは大事だ」

　諦あきらめることはいつでもできる。たとえ地味でダサくても根気よく積み重ねた結果、高い所に行けるかもしれない。継けい続ぞくは力なり。

『テストの五分前で十分』

「それだと高得点は難しい」

『赤点回かい避ひできればいいじゃない』

「俺はそれだけじゃ足りないの」

　生活費を出してもらっている実父と、学業はきちんと頑がん張ばると約束した。それを反ほ故ごにすることがあれば俺は今の生活をできなくなってしまう。

　すなわち、天てん条じようレイユとのお隣となり同どう士しではいられないことを意味する。

　それは絶対に嫌いやだった。

　なにがなんでも俺は今の生活スタイルを守ってみせる。

『……悠ゆうくん、ひとりで頑がん張ばりすぎ』

「ふつうなことだ」

『できる範はん囲いで満足できないの？』

「できない」

『背せ伸のびしすぎると疲つかれちゃうよ』

「成長期のやつに言われてもな」

『初めて会った時からわたしには悠ゆうくんが大人に見えたよ。家事はなんでもできるし、一いつ生しよう懸けん命めいに勉強して成績もいい。お義か母あさんにとっては頼たよれる理想の息むす子こだもの』

「……よく見ていたんだな」

『ずっと一いつ緒しよだったもの』

　輝夜かぐやはそれが誇ほこらしげだった。

『だから、わたしも同じように頼たよった。悠ゆうくんに頼たよりすぎちゃったのかも』

「ついこの間まで小学生だったんだろう。家にいる年上の人間に頼たよるのはふつうだぞ」

　兄が小さな妹の面めん倒どうを見るのは当然じゃないか。

『でも、悠ゆうくんだってあの頃ころはまだ中学生だった』

「今さらどうした。年の差は変わらんだろう」

『変わらないけど、変えたいこともあるの』

「そうしたら輝夜かぐやにはぜひしとやかな大人の女性になってもらいたいな」

『それが悠ゆうくんの好きなタイプなの？』

「いや、特にそういうわけでは」

『──もういい、寝ねる！』

　急に電話が切られた。

　相変わらずの気分屋だな。

　さて、再び教科書とノートに向き合おうとしたところでメッセージを受信する。


レイユ：ちゃんと集中しなさい。



　このアパートの壁かべは薄うすいから、どうやら話し声が隣となりの部屋に漏もれていた。

「…………」と俺は思い立って天てん条じようさんに電話をかけてみる。

「うるさくしてすみません」

『電話かけてきたら意味がないでしょう。せっかく食事だって休止しているのが無む駄だになる』

　𠮟しかられながらも俺は思わず嬉うれしくなってしまう。

「天てん条じようさんのお願いなら俺はいくらでも叶かなえてみせますよ」

『教師のアタシが君の時間を奪うばうのは職しよく業ぎよう倫りん理り的てきにアウト』

「家に帰っても生徒の心配は大変ですね」

『こう見えて責任は感じているのよ』

　先ほどまでの電話の相手が輝夜かぐやであることを察しているようだ。

「昔から輝夜かぐやはあんな感じなので、気にしないでください」

『けど……』

　生活が義いも妹うとに侵しん略りやくされている。

『いっそ開き直って輝夜かぐやちゃんに事情を話したらどうだろう？　その上で黙だまってもらうことはできないの？』

「難しいですね。あの子の希望は、俺が家に戻もどることです。むしろ高校生は親元で暮らすのが一いつ般ぱん的てきなんですから、俺を連つれ戻もどす格好の口実になるだけです」

　輝夜かぐやの主張の方が遥はるかに正当性はある。

『それはわかっているけど……義いも妹うと相手にそこまで身構えなきゃいけないの？　その、悠ゆう凪なぎくんはどうも家に帰るのを嫌いやがっているように見えて』

　天てん条じようさんは遠えん慮りよがちに切り出す。

「そりゃ、せっかくのひとり暮らしの自由を手放すなんて」

『それだけ？』

「俺が弱みを握にぎられて、輝夜かぐやに脅おどされます」

　半ば冗じよう談だん、半ば本気。

　輝夜かぐやがこちらの事情を察して黙だまってくれるとは到とう底てい思えないし、その義理もない。

『義いも妹うとなのに？』

「義いも妹うとだからですよ」

『なにか君は家に戻もどりたくない理由でもあるんじゃない？』

　輝夜かぐやが来て以来、天てん条じようさんは妙みようにそのあたりのことを気にしているようだった。

「そりゃ天てん条じようさんが隣となりにいるから」

『アタシのことは置いておいて、君自身に関わる問題として』

「別にカウンセリングなんて頼たのんでません」

『もしかして、こじれているのって悠ゆう凪なぎくんの方にも原因があったりしないの？』

「俺が悪いって言うんですか!?」

　思わずムキになった声が出てしまう。

「すみません。とにかく特に話すことはありません。テスト勉強に戻もどります」

『アタシも余計なお節せつ介かいだったかもね。ごめん』

　通話が切れても、俺の口には苦いものがいっぱいに広がっているような気分だった。
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　ついに三日間の中間テストが始まった。

　どの科目も手ごたえはそこそこ。赤点は回かい避ひできた気がする。

　二日目、最後の科目は日本史。

　これだけは天てん条じよう先生が教えてくれる教科だからかなり気合いを入れて勉強した。

　試験官でもある天てん条じよう先生に見守られる中、俺は答案用紙を次々に埋うめていく。

　試し験けん終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った時、俺は満点を確信した。やはり愛の力は偉い大だいだ。

　天てん条じよう先生は答案用紙を回収して、そのまま帰りのホームルームに。

「中間テストもあと一日。最後まで気を抜ぬかずにしっかりね」

　クラス全体へのエールで締しめて本日は終しゆう了りよう。

「錦にしきくん、ちょっと顔色悪いけど具合でも悪いの？」

　声をかけてきたのは天てん条じよう先生だった。

「一いち夜や漬づけをしたので寝ね不ぶ足そくなだけです」

「そんな準備不足だったの？」

「日本史でどうしても百点を獲とりたかったので」

「満点宣言とは強気だね」

「先生も採点を楽しみにしていてください」

　会話が途と切ぎれる。

　天てん条じよう先生はなにか言いたげな顔をしているが、次の言葉が出てこない。

「？　先生、用件があるなら聞きますけど」

　俺が促うながしたところで、女子生徒が会話に割りこんでくる。

「レイユちゃん先生、まだ時間かかるかな？　一いつ瞬しゆんだけニッキーを借りてもいい？」

　黛まゆずみさんは旭あきらを連れて近づいてくる。

「どうぞ。アタシはもう済んだから」

　天てん条じよう先生は遠えん慮りよするように会話の手番を譲ゆずって、教室を出ていってしまう。

「ニッキー、アキアキとランチを食べに行かない？　ファミレスやファーストフードで、明日の古文を教えておくれよ！　文系科目は得意だったでしょう？」

「いいけど教科書やノートは持ってきてないぞ」

　カバンには今日のテスト科目の教材しか入れていない。

「私たちの使って教えてくれればいい」

　旭あきらがぶっきらぼうに言う。

「わかった。ふたりとも古文は苦手なんだな」

　旭あきらは数学が得意そうだし、やはり理数系なんだろうか。

「そうなんよぉ。一応日本語のくせにマジわからんちんでさぁ。変格活用とかなんなの！　気軽に変わんないでほしいよね。常に現代語訳プリーズ！」

　黛まゆずみさんはお手上げとばかりに弱気だった。

「じゃあ混む前にさっさと行こう」

「旭あきらが仕切るなんて珍めずらしいな。腹ペコなのか？」

「うるさい。早く用意しろ」

「へいへい」

　自分のカバンを担かつごうとして、先ほどの天てん条じよう先生の意味深な反応が引っかかっていた。

　なにか急ぎの用事でもあったのだろうか。

　今は朝晩の食事をしていないから、学校以外での日々の会話が少ない。必要な連れん絡らくがあればメッセージなり電話で伝えてくれるだろうが、わざわざ話しかけてきたのが妙みように気になる。

「……悪い、先に行っててくれ。店の場所が決まったらスマホに教えて。すぐ追いつく！」

「え、錦にしき！　どこ行くの？」

「俺の方が先生に用事あった！」

　経験的に気になることを先送りにするとロクなことがない。

　俺は直感に従って、急いで天てん条じよう先生の後を追いかけた。

　階段を飛び降りるように下って、天てん条じよう先生の後ろ姿を探す。

　スマホで直接連れん絡らくすれば早いだろうが、学内で教師と生徒が個人的に通じているのは外聞が悪い。

　途と中ちゆう、見当たらなかったので職員室まで向かう。

　だが、そこにも天てん条じよう先生はいない。

　他の先生に行き先を訊たずねると、水泳部の部室へ行ったそうだ。

　俺は学内敷しき地ちの端はしにあるプールを目指す。試験期間中の校舎内は生徒がほとんどいないから昼休みでも廊ろう下かが空すいていた。大半が下校しているから人にぶつかる心配もせず走れる。

　日差しの差しこむ渡わたり廊ろう下かは白いトンネルのように眩まぶしい。

　人気のない静かな廊ろう下かを走るのは空間を独どく占せんしているみたいで愉ゆ快かいだ。

　俺の足音だけが軽快に響ひびく。

　そうして体育館の横を通ったところで、ドリブルの音と注意する声が聞こえた。

　思わず足を止めて、こっそり中を覗のぞく。

「こら！　試験期間は体育館の使用は禁止よ！」

　天てん条じよう先生は、体育館でこっそり遊んでいる生徒たちを注意していた。

　我が校が誇ほこる美人教師は仁に王おう立だちで圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ。

　その圧にはヤンチャな運動部っぽい雰ふん囲い気きの上級生たちも渋しぶ々しぶ従って、体育倉庫にボールを戻もどしにいく。どうやら試験の息いき抜ぬきでバスケをしていたようだ。

「ダラダラしない！　返したら今すぐ帰る！」

　先生の一いつ喝かつに尻しりを叩たたかれるように、上級生たちはボールを体育倉庫に放り投げると蜘く蛛もの子を散らすように慌あわてて体育館から出ていった。

「ちゃんとしまっていけ！　クラスと名前を名乗れ！」

　すみませーん、と彼らは入り口にいた俺にも気づかず全速力で逃にげ出だした。

「まったく」

　おかんむりな先生。

　その背後から足音を殺して近づく。

　広い体育館には、俺たちふたりだけだ。

「天てん条じよう先生、厳しい～～」

「なんですって!?」

　俺が茶化すと、恐こわい顔で振ふり返かえった。

　うぉ、美人がキレていると迫はく力りよくが違ちがう。異様に目力が強く、俺も思わずビビってしまう。

「錦にしきくん、ここでなにしているの？」

　先生も俺の登場に驚おどろいていた。

「なんか教室で話したそうだったので気になって探してたんです」

「よく見つけたね」

「先生の声は通るので。それにしても結構容よう赦しやがないんですね」

「教師が舐なめられたら負けでしょう」

　片方の手を腰こしに当て、なんてことないという様子だ。

　無論、それなりの進学校である輝き陽よう高校には警察にしょっちゅう世話になるようなヤンチャな不良はいないはずだ。

「相手は体育会系の男子だったからトラブルになりそうなら俺も飛び出すところでした」

「今ここは学校。ちゃんと切きり替かえなさい、錦にしきくん」

「はい」

　わかっている。ただの杞き憂ゆうだ。

　それでも俺の立場的にどうしても心配してしまう。殴なぐり合あいの喧けん嘩かなんてロクにしたことないが、いざとなれば拳こぶしを握にぎる覚かく悟ごはできているつもりだ。

　すべての人間が聞き分けいいわけではない。

　自分が悪いにも拘かかわらず己おのれの非を認めないで逆ギレする厚かましい輩やからもいるのだ。

　大切な人に累るいを及およぼすなら、俺は全力で守ってみせる。

「だけど心配してくれてありがとう」

　彼女は長い髪かみを揺ゆらして背中を向けて、体育倉庫の中へ入っていく。

「あーやっぱり適当に放り投げたな」

　バスケットボールが籠かごに入っておらず、埃ほこりっぽい床ゆかに転がっていた。

　天てん条じよう先生は仕方ないとばかりに拾い上げていく。

　俺も手伝い、奥の方に転がっていたボールを見つけた。

「それで先生、さっきなにを話そうとしていたんですか？」

　俺は拾ったボールを手元で弄もてあそぶ。

「ま、ここなら他の人に聞かれることもないか」

　天てん条じようレイユは教師モードの空気を緩ゆるめて、お隣となりのお姉さんの気さくさを表に出す。

「ここ数日の君の様子がちょっと気がかりでね」

「昨夜以外はちゃんと夜には寝ねましたよ」

　確かに今日は寝ねたのが朝方だったので寝ね坊ぼうしてしまい、旭あきらへのモーニングコールも忘れるところだった。朝食を食べずに家を出たので、俺も行きがけに旭あきらとコンビニで食料を買った。

　旭あきらは今日も律りち儀ぎにチョコバーを俺に一本おごってくれた。

「そうそう睡すい眠みんは大事。けど、なんとなく表情が晴れないように見えるんだよね」

「気のせいじゃないですか？」

「それならそれで構わないんだけど、心当たりはあるからさ」

　天てん条じよう先生はいまいち歯切れが悪い。

「輝夜かぐやのことですか？　別になにもありません」

「アタシにはそう見えない。悩なやみ事があるなら話してよ」

「家庭の事情に高校教師が首を突つっこむんですか？」

「それで生徒が救われるなら、そうするわ」

　天てん条じよう先生は迷わない。

「生せい徒と想おもいの熱い先生ですね」

「錦にしきくん、都合が悪くなると皮肉で話を逸そらそうとするよね」

「口が悪いだけです」

「アタシが頼たよったお隣となりさんは、そんな薄うすっぺらい男じゃない」

　こっちが斜しやに構えているのが恥はずかしくなるほど、あんまりにも真まっ直すぐな言葉だった。

　俺が次の台詞せりふを探していると、体育倉庫の外から足音と声が聞こえる。

「誰だれか来た!?」

「!?　隠かくれて！」

　天てん条じよう先生は俺をマットの上に押し倒す。

　その拍ひよう子しに折り重なるように倒たおれてしまう。

　息をひそめ、気配を殺し、身動きをとれないまま固まる。

　彼女が近かった。

　俺の上に覆おおいかぶさるようにして、天てん条じよう先生の顔がすぐ目の前にある。

　その大きな瞳ひとみに俺の顔が映りこむ。

　息いき遣づかいさえ聞こえるほどの距きよ離りで何度見ても、天てん条じようレイユは美しい。

　いつぞやの雨の夕方、天てん条じようさんの部屋で彼女をベッドの上に押し倒した時のことが一いつ瞬しゆんにして蘇よみがえる。あの時の己おのれの迂う闊かつな振ふる舞まいを思い返し、急いで離はなれようとした。

「ダメ、動かないで！」

　小さく𠮟しかられる。

　天てん条じよう先生の細ほそ腕うでがプルプルと震ふるえていた。

　どちらかが下手に動けば物音で気づかれる。

　仰あお向むけの俺は大人しく下で固まっているしかない。

　もしも教師と生徒が重なり合う状じよう況きようが見つかってしまえば、多大なる誤解を呼ぶのは必至。

　絶対にバレるわけにはいかない。

　同時に、俺はある驚きよう愕がくの事実に気づいてしまう。

「ラッキー、天てん条じよう先生はもう帰っている」「アブねぇ。やっぱり鍵かぎを閉め忘れていた」「バレたらまたキレられるぜ」「さっさと閉じて行くぞ」

　先ほど注意した上級生たちが戻もどってきて、体育倉庫の扉とびらを施せ錠じようしに来たようだ。

　だが、そんなことなど今はどうでもいい。

　俺は重力という見えない力の存在を嫌いやというほど体感する。

　先生の豊満な胸が俺の上に乗っかっているのだ。

　大きくてやわらかい塊かたまりが、どっかりと俺の胸むな板いたに密着している。

　意識は否いや応おうなく己おのれの胸部に集中してしまう。

　果たして今は天国か地じ獄ごくか。

　俺はこのどうしようもない均きん衡こうを保つべく、微び動どうだしないように必死だった。

　だが、この体勢は刺し激げきが多すぎる。

　堪こらえるような先生のかすかな熱い吐と息いき、汗あせばんだ肌はだ、女性的な甘い匂におい、そして胸むな元もとに感じるのは布ぬの越ごしでもわかる驚きよう異いの重量感。

　ヤバい。物ぶつ理り的てき接せつ触しよくの破は壊かい力りよくをまざまざと実感する。

　己おのれの理性が秒速で削けずり取とられていき、本能がマグマのように噴ふん火かしようとしていた。

「出ちゃダメなんですか？」

「我が慢まんしなさい。アタシだって限界が近いんだから」

「けど、ピンチです」

「あと少し」

「無理です」

「出て、どう言い訳するのよ？」

「不ふ慮りよの事故だって」

「それで通用すると思っているの？」

「天てん条じようさんが押し倒さなければ」

「慌あわててたんだから仕方ないでしょう！」

　小声で言い合いをしていると、ガチャンと重たい施せ錠じよう音おんが聞こえた。

　扉とびらの前の気配が遠ざかると、天てん条じよう先生は慎しん重ちように身を起こす。

「ふぅ、バレなくてよかった」

「俺はどうにかなりそうでした」

　思わず体育座りしてしまう。危なかった。

「なんで錦にしきくんはそんな憂ゆう鬱うつそうなの？」

「無視してください。それより体育倉庫に閉じこめられちゃいましたよ」

「……どうしよう」

　天てん条じよう先生の顔が青ざめる。

「なんで隠かくれちゃったんですか！　ふつうにボールを片づけるのを俺に手伝わせている態度でいれば問題なかったでしょう！」

「だ、だって急だったから。ふたりでいるのがバレたらマズイと思っちゃったんだもん……ごめんなさい」

　この人、慌あわてると変なミスをするよなぁ。

「先生、スマホあります？」

「職員室に置いてきちゃった。錦にしきくんは？」

「俺もカバンの中です」

　俺たちは体育倉庫の中を調べて、自力で脱だつ出しゆつできる場所を探した。だが、扉とびらや窓はどこも難しそうだ。

「結構ヤバくない？　用務員さんとか気づいてくれるかな」

「あとは俺がファミレスへ一向に現れないことで業ごうを煮にやした旭あきらと黛まゆずみさんが、探し当ててくれることを祈いのるくらいしか」

「どっちにしてもこのふたりきりの状じよう況きようをどうやって言い訳しよう!?　あーわざわざ隣りん人じん協きよう定ていなんて結んだのに、これじゃあ意味ないよ」

　天てん条じようさんは頭を抱かかえていた。

「大人しく助けを待ちながら、上う手まい言い訳でも考えましょう」

　俺はお手上げとばかりにマットへ寝ねころぶと、腹の虫が鳴ってしまう。

「もうとっくにお昼だもんね。アタシもお腹なか減った」

　天てん条じよう先生も隣となりでへたり込むように座った。

「なんか飴あめでも持っていれば」と自分の胸ポケットを探さぐると、チョコバーが出てきた。そうだ、旭あきらから今朝貰もらってそのまま入れっぱなしだったのを忘れていた。

「先生、とりあえずこれ食べて気を紛まぎらわせましょう」

　チョコバーを半分に割って、先生に渡わたす。

「ありがとう。甘さが沁しみるな」

　しみじみと味わう。口の中はすっかり甘いが、空腹は多少マシになった。

「先生。テスト終わったら、食べたいものあります？」

　暇ひま潰つぶしに夕飯のリクエストを訊たずねる。

「鶏とりの唐から揚あげ」

「いいですね。にんにくの効いた濃こい目めの味つけでたくさん揚あげましょう」

「最高。よだれが止まらない」

　気の抜ぬけた雑談を続けるが、助けどころか人の気配が一向に感じられない。

　時間の進み方も心なしか遅おそく感じる。

「これは持久戦を覚かく悟ごしなきゃですね」

　そのうちトイレの問題も発生するだろう。日が暮れるまでには発見されたい。

　埃ほこりっぽい空気の中、それでも隣となりに天てん条じよう先生がいるのは心強かった。

「ねぇ、錦にしきくん。いい機会だから教えてくれない」

「なにをです？」

「君は輝夜かぐやちゃんの告白が原因で、ひとり暮らしを決めたの？　あなたたち兄きよう妹だいにどんなことがあって、今の変な距きよ離り感かんになったのか。その経けい緯いをアタシは知りたい」

　真しん剣けんな声で切り出された。

「変な距きよ離り感かんって？」

「君は困っているのに、近づくのを許している」

「単に輝夜かぐやが馴なれ馴なれしくて、俺が我が慢まんしているだけですよ」

「我が慢まん、しているんだ」

　天てん条じよう先生は俺の何気ない言葉のひとつひとつを冷静に拾ってくれる。

　それだけで聞き手として信しん頼らいできた。

「個人面談を頼たのんだ覚えはないんだけどな」

「これは天てん条じようレイユ個人としての興味。将来のためにもちゃんと知っておきたいし、アタシは輝夜かぐやちゃんとも本物の姉し妹まいみたいに仲良くなりたいんだ」

　そんな風に言われたら答えないわけにはいかない。

「教えてくれないなら、ここで悲鳴を上げるから」

「どんな脅おどし方ですか？　強ごう引いんすぎません？」

　社会的死を覚かく悟ごした要求に困こん惑わくする。

「こっちは捨て身覚かく悟ごで訊きいているの。それだけ本気よ。さぁ、どうする？」

　あぁ、本人も顔を真っ赤にして虚きよ勢せいを張っている。

「じゃあ俺もやけになって先生を襲おそってもいいんですか？」

「え!?　そこまでするの？」

「…………」

「黙だまらないでよ！」

　必死な顔で逃にげそうになるのを堪こらえているのも、いじらしくてかわいらしい。

「これくらいの至し近きん距きよ離りなら、俺も多少は慣れましたからね。先生には抱だきつかれたり、膝ひざ枕まくらしてもらったり、水着で迫せまられたり一いつ緒しよに寝ねたりしているんですよ」

「なんか客観的に聞いているとアタシが痴ち女じよみたい」

　羞しゆう恥ち心しんで今にも爆ばく発はつしてしまいそうだった。

「俺としては正直嬉うれしいですけど」

「それなら、いいけど」

　いいんだ!?

　どこまでこの人はナチュラルに男心をくすぐるのか。

　俺、ほんとうに男女の関係になったら歯止めが利きかなくなる気がする。

　こんなピュアで美しい女性がよくぞ今まで変な男に捕つかまらずに済んだな、と神様に感謝したくなってしまう。

「わかりました。その可か愛わいさに免めんじて話します」

「……なんかその言い方、気に入らない」

　ご不満そうだ。

「俺を説得できたんから素す直なおに喜んでくださいよ」

「ほら、君の方が上みたいに聞こえる」

「生徒相手に身体からだで脅おどして主導権をとろうとした人がなに言っているんですか」

　俺は思わずマジレスしてしまう。

　あぁ、この人も俺相手には仕事とプライベートの境界線がいよいよ曖あい昧まいになっている。

「お、お互たがい様さまでしょう！」

　無理に強がってみせるが、その動どう揺ようは隠かくしきれていない。

　俺が風か邪ぜを引いた時もそうだったが、天てん条じようレイユという人は俺がどういう形であれピンチになると手段を選ばない。視野が狭せまくなり、強ごう引いんさが増す。

　ただ、それは相手に対して必死だからなのだろう。

　たとえ俺の自うぬ惚ぼれだとしても、自分のためにそんな風になりふり構わず行動してくれる人がいるのは心底嬉うれしかった。

　先生は俺の真横に座り直す。

　俺は一呼吸置いてから昔話を語り出す。







「輝夜かぐやの実のお母さんは早くに病気で亡なくなられて、お義と父うさんが男手ひとつで育ててきたそうです。お義と父うさんは家庭的な穏おだやか性格で輝夜かぐやを愛していましたが、仕事が忙いそがしくて中々構ってあげることができなかったそうです。それで、輝夜かぐやも小さい頃ころはさびしい思いをしていたんでしょう。その影えい響きようもあって、輝夜かぐやは他人に構ってもらえるような気を引く振ふる舞まいをするようになっていったそうです」

「それで人を惹ひきつけるのが上手な子になったんだね」

　子どもながらに泣いて喚わめくより、自分に関心を向けてもらえる方がたくさん構ってもらえるとわかったのだろう。

　俺が初めて輝夜かぐやに会った時はまだ小学生。最初は同じくらいかと俺も身構えていた。

　いざ話してみれば年相応で、年下の女の子。

　あぁ、ちゃんと俺よりももっと子どもだ。

　この子のお兄ちゃんとして守ってあげなければと決意したのはよく覚えている。

　錦にしき悠ゆう凪なぎは兄としての役割を意識するようになった。

「輝夜かぐやの今の甘え上手は子どもの頃ころのさびしさの裏返し、その名残なごりなんですよ」

　幼いうちはただ可か愛わいがられるだけで済んでいたが、成長するに従って異性の恋こい心ごころを刺し激げきするようになってしまう。

「よく義いも妹うとのことがわかっているんだ。さすが、お兄ちゃん」

「今みたいに話せるようになるまでは大変でしたから」

「最初は無視されたり、ほとんど話さなかったって言ってたよね？」

「うちの母さんと再さい婚こんして、大好きなお義と父うさんを盗とられたと思ったんでしょうね。俺もその手て先さき扱あつかいで敵視されまくりで」

「いきなり赤の他人と暮らすのは誰だれでも大変だからね」

「幸い両親もいる時はいい娘むすめを演じていましたけど、ふたりになると途と端たんに愛あい想そが悪くなって。ほとんど八つ当たりで、結構困りました」

　いかんせん、初めて年の近い義いも妹うとができたのだ。

　ただでさえ同級生の女子とだって話すのが恥はずかしくなる年とし頃ごろ、ひとつ屋根の下で年の近い女の子をどう扱あつかっていいものか。

「錦にしきくん、どうやって仲良くなったの？」

「親は仕事で、家で一いつ緒しよにいる時間は俺が一番長くて。話すこともないから家事で時間を潰つぶしていたんです。で、帰りが遅おそい時は俺が夕飯を作ったりして、食事をするうちに少しずつ話すようになったって感じです」

「さすが、食事でハートを摑つかむのが上う手まい」

「天てん条じよう先生が言うと説得力がありますね」

　さすが、俺のカレーで泣いた人だ。

「アタシのことはいいの！　はい、続けて」

　先を促うながされる。

「家事を手伝ってくれて、朝も一いつ緒しよに登校するようになったんです。休みの日もふたりで出かけて。俺も懐なつかれるのは嬉うれしかったですし」

「だんだんと親しくなれたんだね」

　俺も兄という役割に慣れてきた。

「ま、ここまで良かったんです。ご想像の通り、輝夜かぐやは中学でもモテてました」

「輝夜かぐやちゃん、明るくてノリも愛あい想そもいい子だから男子はイチコロだろうね」

　教師目線からの錦にしき輝夜かぐやの評価に異論はない。

「先生は昔も今も人気でしょう」

「アタシは可か愛わいげがなかったからな。前にも話したけど、とにかく尖とがっていたし恋れん愛あいに毛ほどの興味もなかったからさ。気安く話しかけてくる男とか蛇だ蝎かつのごとく嫌きらって、ただただウザイとしか思っていなかったなぁ」

　徹てつ底ていしているな。

「……そんな気き性しようだった人がよく隣りん人じん協きよう定ていとか、俺との関係を受け入れましたね」

「それは君のことが──って、脱だつ線せんさせるな！　今は輝夜かぐやちゃんとの関係について！　はい、続きを話す！」

　無理やり仕切り直される。もう少し高校時代の天てん条じようレイユについて聞きたかった。

「えーっと、輝夜かぐやって子は学年が違ちがっても勝手に話題が聞こえてくるような目立つ子なんですよ。同時期に五人から告白されたこともあるくらいの」

「その頃ころの錦にしきくんは輝夜かぐやちゃんをどんな風に感じていたの？」

「義理の妹ですから、へぇー可か愛わいいと思ってたけど、そんな人気なんだーみたいなもんですよ」

「うわぁ、淡たん白ぱく」

「いちいち誰だれ々だれに告白されて断ったとか報告されても、兄貴的にはどうしようもないじゃないですか。なんなら俺の友達から輝夜かぐやのこと紹しよう介かいしてくれとか言われまして。まぁそんな感じで俺があんまりにも興味を抱いだかないから、輝夜かぐやがムキになって」

「人に好かれるのが得意な子が、自分に振ふり向むかない相手をかえって意識しちゃうみたいなことね」

　先生の分ぶん析せきが冷静で助かる。

「たぶん、家でも学校でも常に一いつ緒しよな俺が輝夜かぐやにとって初めて全力で甘えられる相手だったんですよ。日に日に距きよ離り感かんが近づいてきて、家でもベッタリみたいな調子になったんです」

「中一でお兄ちゃん大好きか。そういう子もいるにはいるだろうけどね」

　彼女も雲行きの怪あやしさを感じていた。

　いよいよ核かく心しんに触ふれる。

「あまりにも学校でも家でもベタベタしてくるから、さすがに怒おこったんです。いくら兄きよう妹だいでも血の繫つながりがない以上、限度がある。俺も男だし、女として意識して気まずくなりたくないって。……そしたら輝夜かぐやはなんて言ったと思います？」

　天てん条じよう先生は黙だまって、次の言葉を待つ。




「『悠ゆうくんとは兄きよう妹だいになんかなりたくないッ』って」




「輝夜かぐやちゃん、君を本気で好きになっちゃったんだ」

　天てん条じよう先生は輝夜かぐやの気持ちを代弁する。

「しかも、その瞬しゆん間かんをちょうど帰宅した母親に見られたんです」

「それは……ッ」

　天てん条じよう先生も絶句するしかない。

「気まずいどころの騒さわぎじゃないですって。危あやうく家か庭てい崩ほう壊かい一歩手前ですよ」

　思い出しても胃が痛くなる。

「お母さんと折り合いが悪くなったって君が言うのも納なつ得とくね」

「母も相当頭を抱かかえたと思いますよ。義理の娘むすめがいきなり実の息むす子こに惚ほれているなんて、再さい婚こんホヤホヤの家庭に爆ばく弾だんが仕し掛かけられたようなものです」

「難しいね。黙だまって見過ごすわけにもいかないし」

「結局、誰だれかが割を食うしかないんですよ。一番差さし支つかえない方法として俺が出ていくことに決めたんです」

「ご両親は納なつ得とくしているの？」

「さぁ。ただ輝夜かぐやの態度には薄うす々うす気づいていたようですし、最終的には了りよう承しようしてくれました」

「大事な息むす子こをひとり放り出すことが？」

　彼女は訝いぶかしむ。

「そこは俺が先手を打ちましたから。別れた実の父に援えん助じよを取りつけてからの事じ後ご承しよう諾だくです。高校生になって勉強に集中したいし、新しい家庭に馴な染じめなかったって口実も立ちます」

「屁へ理り屈くつ」

「誰だれも傷つかない選せん択たくです。両親は息むす子この要望を尊重してくれただけです」

　天てん条じよう先生は俺のわずかな揺ゆらぎを聞きき逃のがさない。

「それが君の本心ならね」

「丸く収めるには、俺が輝夜かぐやから離はなれるのが一番でしょう」

「どうして君は自分のことを差し引いたような、他ひ人と事ごとみたいな言い方をするの？」

「え？」

　先生の指し摘てきが一いつ瞬しゆんなにを言っているのかわからなかった。

　でも、彼女は悲しそうな顔で怒おこっていた。

「悠ゆう凪なぎくんの大人っぽい理由がわかった。君は自分を後回しにして、周りの人を優先にする癖くせがあるんだ」

「俺、結構自分の欲望を素す直なおに言っているじゃないですか」

　おどけてみせたが先生の表情は変わらない。

「自じ己こ犠ぎ牲せいの精神は尊いけど、そんなことしてたら君の心が潰つぶれちゃうよ」

「俺が選んだ結果です！」

　俺の感情的な声だけが体育倉庫に響ひびく。

「ほんとうに、バカな子」

　そう言って、天てん条じよう先生は俺を抱だきしめてくれた。

　ハグをされて頭をそっと撫なでられる。

　俺は抗あらがうことができなかった。

　体温に包まれて落ち着く。

「先生、ここ学校」

「今だけは例外」

　穏おだやかに宥なだめられて、俺は大人しく従う。

「義いも妹うとさんがさ、できない方が良かった？」

「嬉うれしかったに決まっているじゃないですか。ひとりじゃないのが楽しいことは輝夜かぐやが教えてくれました。今までもこれからも大事な義いも妹うとです」

「立派なお兄さんだね」

　どこまで行っても俺は徹てつ頭とう徹てつ尾び、錦にしき輝夜かぐやの兄にしかなれない。

「うん、だから選んだんじゃない。君は優やさしいから、それを選ぶしかなかったんだよ」

　この人だけが俺の心の内を察してくれた。

「先生」

「なに？」

「俺はそんな大した男じゃありません。エロイことに興味とか無茶苦茶興味あります」
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「知っている。君の視線はいつも感じている」

「先生とキスしたい、と思ってます」

　密着した状態からお互たがいの顔を見つめ合う。

　潤うるんだ瞳ひとみ、赤らんだ頰ほお、艶つややかな唇くちびる、それらすべてをもっと近くで感じたい。

「悠ゆう凪なぎ、くん……」

「今だけは例外なんでしょう」

　俺は彼女の頰ほおにそっと手を触ふれた。真っ赤になった耳や長いまつ毛の先が震ふるえる。

「だ、め」

　それでも彼女は逃にげなかった。

　目を瞑つぶったのは恐きよう怖ふ心しんか、それとも待っているからか。

　今は世界にふたりだけ、ここだけの秘密、言葉はいらない。

　俺は彼女の形の綺き麗れいな唇くちびる────の端はしを指で拭ぬぐった。

「先生。チョコレート、口元についてましたよ」

「ふぇ」

　俺はチョコのついた人差し指を彼女に見せる。

「さっきチョコバーを食べた時についていたみたいですね」

「～～～～～～ッ!?」

「いつぞやのお返しです。それともほんとうにキスしても良かったんですか？」

　俺はからかうように得意げな顔で笑ってみせた。

　顔を伏ふせたまま先生は言葉にならない声を発しながら、俺の胸をバンバン叩たたく。

「なんでもない！　なんでもないんだからね！」

「なにがですか？」

「うるさいッ！　うるさいッ！　うるさいッ！」

「期待させていたならすみません。では、改めて」

　先生の華きや奢しやな肩かたに手を添そえようとする素そ振ぶりをしてみた。




「錦にしき、そこにいるの？　天てん条じよう先生も一いつ緒しよ？」




　聞こえてきたのは旭あきらの声だった。

「久く宝ほう院いんさん！　助かったわ！　閉じこめられたの！　今すぐ開けて！」

　天てん条じよう先生は俺を突つき飛とばして扉とびらの前まで駆かけ寄よる。

　もはやふたりでいるのがバレても知ったことかとばかりになりふり構わぬ状態だった。

「待ってて。レイユちゃん先生、ニッキー、今鍵かぎを開けてあげるから！」

　そうしてようやく扉とびらが開いた。

「レイユちゃん先生とニッキー、発見！」

　テンションの高い黛まゆずみさんが指さす。

「ふたりともありがとう！」

　天てん条じよう先生は命拾いしたとばかりに外に飛び出す。

「先生、なんでそんな慌あわてているんですか？」

　旭あきらは怪け訝げんそうな顔で俺たちを見比べた。

「あ、さてはニッキーさぁ、レイユちゃん先生とエロイことしてた？」

「しようとしたけど断られた」

　俺は何事もない態度で後から出てきて、おどけてみせた。

「そんなわけないでしょう！」と先生は即そく座ざに否定する。

「錦にしき最低。先生、ドン引きです」

　旭あきらは恐おそろしいほど無表情だった。

「久く宝ほう院いんさんも、錦にしきくんの言葉を真に受けないで」

「でも先生、顔が真っ赤です」

　旭あきらは見み極きわめるように目を細めていた。

「この中が熱かったのよ」

「俺が興奮しすぎて体育倉庫の気温を上げてしまってな」

　先生を守るために堂々と噓うそ八はつ百ぴやくを垂れ流す。

　あ、こういう対応が自分を後回しにしているのか。

「うわ～～ニッキー、ケダモノ」と黛まゆずみさんはケラケラと笑っていた。

「そもそも錦にしきは、なんで先生と閉じ込められているのよ」

　俺の言葉を無視して、旭あきらは硬かたい声で問う。

「ただの事故だ。中で片づけていたら気づかれずにガチャンとな」

　隣となりで落ち着かない先生が目に入った。一刻も早くこの場を去りたいけど、生徒の前で迂う闊かつなことはできないと葛かつ藤とうしてソワソワしている。

　その姿を見て、俺はこの場の言い訳を思いつく。

「先生は行ってください。施せ錠じようして鍵かぎは職員室へ戻もどしておくので」

「あとはよろしく！」

　俺のアイコンタクトを信じて、天てん条じよう先生は小走りに体育館から出ていった。

「ねぇねぇニッキー、ほんとうになにもなかったの？　梨り々り花かの警察犬並みの恋れん愛あい嗅きゆう覚かくが怪あやしいと感じているんだけど」

　三人だけになると、黛まゆずみさんが含ふくみのある顔で近づく。

「黛まゆずみさんはさぁ、トイレを我が慢まんしているところで男に迫せまられたらどう思う？」

「氏ネ☆」

「でしょう」

「そっかぁ～～、さすがにそうだよね」

「絶対にありえないでしょう」

　そりゃそうだ。傍はたから見れば俺と天てん条じようレイユが釣つり合あっているわけがない。ふたりとも当然そのように思っている。

　決定的な証しよう拠こが目の前に現れない限り、誰だれも俺と先生の仲を疑うはずもなかった。

「災難だったね」

「正直マジで助かったよ。よくわかったな」

「いくら連れん絡らくしても返事がないから学校に戻もどってきたのよ。そしたらカバンは教室に置きっぱなしで。それで天てん条じよう先生に訊たずねに職員室へ行ったら、先生もまだ戻もどってきていないって。それで探し当てたわけ」

「手間かけさせたな」

「謝る代わりに、お昼でもおごって」

「そうだぁー！　梨り々り花かたちは命の恩人だぞ」

「喜んで」

　もちろん、今日ばかりは素す直なおに従った。







幕まく間あい二　寸止めファーストキス










「すみません、ベッド借ります！」

「あら、天てん条じようちゃんどうしたの？」

「体調不良ですッ！」

「そんな元気な体調不良ある？」

　アタシより少し年上の、男前な養護教諭の甘あま利り先生は気だるそうにベッドを貸してくれた。プライベートでもゴハンに行く彼女は二人だけの時は砕くだけた口調で話してくる。

　アタシはカーテンを引き、シーツを頭から被かぶると羞しゆう恥ち心しんで爆ばく発はつしてしまいそうだった。

　枕まくらに顔を埋うずめて、声にならない声を張り上げる。

　危なかった。

　完全に流されかけていた。

　あの時、アタシは完全にキスされるものだと覚かく悟ごしてしまっていた。

　そうなることを受け入れてしまっていた。

　つい唇くちびるに指先を添そえてしまう。

[image: ]

　もしも悠ゆう凪なぎくんが止めてくれなかったら、アタシのファーストキスは彼に奪うばわれていた。

　きっと自分の指のやわらかさとはまるで違ちがうのだろう。

　まだ知らないキスの感かん触しよくを想像するだけで、心臓の鼓こ動どうが速くなる。

「だって、心配だったんだもの」

　彼の義いも妹うとさんとの経けい緯いを聞いて、思わず抱だきしめてしまっていた。

　きっと母性本能が刺し激げきされたのだろう。

　どうしようもなく愛いとおしいと感じる。

　教師であることを忘れて、ただの女に戻もどっていた。

　この子を守ってあげたいと衝しよう動どう的てきに動いていたのだ。

「いくらなんでも大だい胆たんすぎるってば」

　それは誰だれに向けて言っているのか、自分でもわからなかった。

　横になっても緊きん張ちようと興奮が抜ぬけない。

　なにもなかったのに、身体からだ中じゆうの余よ韻いんが消えなかった。

「理性がないのはどっちの方よ」

　激しい自じ己こ嫌けん悪お。ここは学校だ。いくらふたりきりでも、越こえてはいけない一線がある。

「おーい、天てん条じようちゃん。大だい丈じよう夫ぶ？　お水飲む」

　甘あま利り先生が声をかける。

「あ。すみません、いただきます」

「じゃあ入るよ」

　カーテンが引かれて、甘あま利り先生はアタシの顔を見るなり「わぁ」と驚おどろく。

「どしたの!?　風か邪ぜでも引いた？　顔は真っ赤だし、ビショビショじゃない」

　汗あせや涙なみだやらでメイクも崩くずれて、アタシの顔は酷ひどい有り様のようだ。

　甘あま利り先生はアタシに水のペットボトルを渡わたして、ティッシュペーパーを取りに行ってくれた。

　お水を飲むとその冷たさに癒いやされて、やっと人ひと心ごこ地ちがつく。

「すみません、枕まくらとか汚よごしているかも」

「それは別に構わないけど、どうしたの？」

　ティッシュボックスと一いつ緒しよに体温計も渡わたしてくれた。優やさしい。

「我ながらショックな出来事に打ちのめされてしまって……」

　自分のコンディションをなんとか整える。

「美人はそんな状態でも美人なんだからズルいわね。それで、どうした？　必要なら話を聞くよ？　推おしに恋こい人びとでも発覚？」

「違ちがいます」

「身内に不幸でもあった？」

「あー田舎いなかにいる大好きなおばあちゃんが亡なくなったら号ごう泣きゆうしますね」

「男にでも振ふられた？」

「彼かれ氏しいません！」

「だよね。けど、にしては大の大人がこんな真っ昼間から大変なことになっているよ」

「それは、その……」

「じゃあテストで取り返しのつかないミスでもしたとか？」

「テストされたのはアタシの方でした」

　間ま違ちがいなく赤点確定だ。

　理性のブレーキが利きかず、本能のアクセルが知らぬ間に踏ふまれていた。

　どうしようもなく彼を想おもう気持ちは以前よりも強くなっている。

　それをハッキリ自覚させられた。







第三章　恋こい人びとプレイ










「三日間の中間テスト、お疲つかれ様さま。週末はゆっくり休んでね。解放感であんまり羽目を外しすぎないよう程ほど々ほどに」

　天てん条じよう先生はいつも通りに帰りのホームルームを行う。

　落ち着きのある態度は俺とのキス未み遂すい事じ件けんを微み塵じんも感じさせなかった。プライベートの影えい響きようなどないように仕事に徹てつしている。

　その大人な振ふる舞まいには、ただただ尊敬してしまう。

　俺の方はいまだ上の空。昨日もファミレスで旭あきらと黛まゆずみさんに古文を教えながら気もそぞろになってしまい、散々ふたりからクレームを言われた。助けてもらった恩義から逆らうことはできない。黙だまってお𠮟しかりを受けながら、ふたりの点数を上げるべく指導にあたる。もちろん遅おそめのランチは俺のおごりだ。とはいっても勉強ばかりではなく、ドリンクバーを何度も利用しながら雑談もずいぶんしていた。そのまま夕飯も同じファミレスで食べて帰る。幸い夕飯代は彼女たちも払はらってくれた。

『錦にしきにぜんぶおごらせてもよかったのに』

『さすがに三人分の昼夜を払はらわせると、ニッキーのお財さい布ふがぺっちゃんこになるよ』

『梨り々り花かの癖くせに手心加えるのね』

　いつも機き嫌げんの悪い旭あきらがさらに手厳しく、黛まゆずみさんの温情が身に沁しみた。

　バイトもしていない男子高校生の懐ふところ事じ情じようはいつだって厳しいのである。

「じゃあ今日はここまで。委員長、号令」

　ホームルームが終わると、天てん条じよう先生はそさくさと教室から出ていった。

　どの道、今日の夕食から俺の部屋での食事も再開だ。

　改めて話をするのはその時でいいだろう。

　帰りの電車に揺ゆられながら通り過ぎていく車窓の景色をぼんやりと眺ながめながら、体育倉庫でのキス未み遂すいを自然と思い返してしまう。

　なんて惜おしいことをしてしまったのだろうか。

　俺は絶好の機会をみすみす逃のがしたのかもしれない。

　あの時、雰ふん囲い気きに流されるままキスをしてしまえば良かったのか。

　ギリギリまではキスするつもりだった。天てん条じようさんに抱だきしめられて、タガが外れかけた。まさか先生の方から触ふれてくれると思わず、俺の理性は麻ま痺ひしてしまう。

　学校という場所で、狭せまい空間でふたりきり、相手は年上の美人教師、他には誰だれもいない。

　お膳ぜん立だてとしては十分すぎた。

　だが、俺は最後の最後で踏ふみとどまる。

　天てん条じよう先生の我に返る直前の、お預けを食らったような惚ほうけた顔は大変エロかった。

　それが強きよう烈れつに脳内に刻まれており、思い出すたびに精神的ダメージで悶もん絶ぜつする。

　あのままキスしていたら、どうなっていたんだろう……。

　繰くり返かえし、そう思わずにはいられない。

「男としては行くべきだったのか」

　己おのれの未熟さが恨うらめしかった。

　答えはいまだに出ない。

　恋れん愛あいは理性と本能のシーソーゲーム。

　常に自分の中で強者が入いれ替かわり、絶え間なく揺ゆれ動うごくのがドキドキの正体だ。

　いけるのか、いけないのか、いってもいいのか、いっちゃえ、いやダメだ、いいやいくぞ、いやいやしかし、いいからいけよ──そんな葛かつ藤とうが尽つきない。

　これこそまさに恋れん愛あいをする醍だい醐ご味みなのだろう。

「わかっていたけど、しんど……」

　思わず隠かくしていた本音が口からこぼれる。

　教師と生徒という関係でいる限り、恋れん愛あいはご法はつ度とだ。

　隣りん人じん協きよう定ていはまさにその象しよう徴ちようだ。

　大人しく卒業まで我が慢まんする、ときっちり線引きして清らかな付き合いに徹てつすればいい。

　わかっていても求めてしまうのが人間の悲しい性さがだ。

　禁じられるほど破りたくなってしまう。

　いけない魅み力りよくに翻ほん弄ろうされる。

「ダメだった時のリスクがデカすぎるんだよなぁ」

　盛せい大だいなため息をついてしまう。

　俺は先生との今の関係性を失いたくない。

　隣となりにいられないようなことになればもっと深いダメージを負う。

　たとえ学校で顔を合わせても、ただの美人教師に憧あこがれるだけの教え子のひとりに戻もどれない。

　俺は自分でも驚おどろくくらい天てん条じようレイユのことばかり考えていた。

　そうこうしているうちにアパートのある最も寄より駅えきに到とう着ちやく。

　駅前のスーパーで食材の買い出しを済ませる。

　今晩のメニューは天てん条じようさんの希望通り、鶏とりの唐から揚あげだ。

　両手に買かい物もの袋ぶくろを持ってアパートへ帰宅すると、俺の部屋の前に人が立っていた。

「あ、悠ゆうくん。おかえり」

　セーラー服姿の輝夜かぐやだった。懐かしき母校の制服だ。

「なんでいるんだよ」

「明日が待ちきれなくてもう来ちゃった」

「ワクワクしすぎだろう。来る前に連れん絡らくくらい入れろよ」

「え？　ちゃんとしたよ」

　俺はメッセージの履り歴れきを辿たどる──が、すぐには見つけられなかった。

「すまん、見落としていた」

「あれ、やけに素す直なお。なんかあった？」

　相変わらず変なところが鋭するどい。

「テストが終わって気が抜ぬけただけだ。上がるか？」

「うん！」

　正直、輝夜かぐやのおかげで邪じや念ねんに惑まどわされずに済む。

　部屋に上げると、俺は買ってきた食材を冷蔵庫に仕し舞まう。

「こんなにたくさん材料を買ってきたの？　ひとりで食べきれる？」

　輝夜かぐやはひとり暮らしにしては多すぎる量を不思議がった。

「気晴らしも兼かねてな」

「食べ過ぎると太っちゃうよ」

「好きな物を自由に食べられるのが、ひとり暮らしのいいところだ」

「その割には体型維い持じしているよね」と輝夜かぐやは脇わき腹ばらをつついてくる。

「勝手に触さわるなって」

「ちょっとしたスキンシップだよ」

　テヘっと小さく舌を出す。

「ねぇねぇ、悠ゆうくんの料理が食べたくなっちゃった。今晩はなに作るの？」

「鶏とりの唐から揚あげ」

「わーい大好物！　いっぱい食べようっと」

「俺の肥満を心配しているけど、おまえだって揚あげ物ものをバカ食いしたら太るぞ」

「欲望に忠実なのが自じ慢まんです」

　ノリノリでピースをする輝夜かぐや。その揺ゆるぎない態度には感心してしまう。

「働かざる者食うべからず。食べたいなら手伝え」

「もちろん！」

　手洗いを済ませて、俺は手早く着古した部屋着に着き替がえる。

「輝夜かぐや、このエプロンを使え」

「ありがとう。悠ゆうくんはいいの？」

「予備は洗せん濯たく中ちゆうでな。揚あげ物ものは油が跳はねるから汚よごれない方が難しいし、洗えば問題ない」

「おぉ、なんだかベテラン主夫の風格」

「経験年数だけはそこそこ長いからな」

　小学生くらいから家事の手伝いは色々とやってきた。

「さすが孝こう行こう息むす子こ」

「おまえも真ま似ねしていいぞ」

「悠ゆうくん、マメだよね。年の近い男子がこんなに家事できるなんて思わなかったもの」

「……別に好きで始めたわけじゃないさ」

　さっき買ってきた鶏とり肉にくや必要な材料を取り出して、下準備に入る。

「まずは肉を漬つけこんで下味をつける」

　つけこみ時間の長さは好みによりけりだが、今日はガッツリ染しみこませたい。

「輝夜かぐやは、ニンニクと生しよ姜うがをすりおろしてくれ。口が臭くさくなっても文句言うなよ」

「お任せ！」

　ふたりでキッチンに立つ。

　俺が指示を出し、輝夜かぐやが手伝う。

　家にいた頃ころはこうして一いつ緒しよに夕飯を作ったものだ。両親が共働きで忙いそがしく、空いている時は俺が率そつ先せんして夕飯作りをしていた。

　そんな俺を見ていた輝夜かぐやもいつしか手伝ってくれるようになった。

「なんか懐なつかしいね」

「最初の頃ころは危なっかしくて包丁を持たせられなかったけど」
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「お義か母あさんと一いつ緒しよにやるようになってから少しは上達したでしょう？」

　その言葉通り、輝夜かぐやの手て際ぎわはずいぶんとよくなっていた。

「そうだな」

「えへへ、もっと褒ほめて。ねぇ」

　キッチンで輝夜かぐやが隣となりに並んでいると、昔を懐なつかしく思う。

　この子とひとつ屋根の下で一いつ緒しよに暮らしていたのはわずか一年くらいものだ。

　気づけば俺がひとり暮らしをしている期間の方が長くなっていた。

　中一の女の子が中三になれば嫌いやでも大人っぽくなる。

「中間テストはどうだった？」

「まだ返へん却きやくされてないよ」

「自分の手応え的に？」

「まぁまぁかな。悠ゆうくんは？」

「日本史以外はそこそこ」

「日本史、苦手なの？」

「いや、満まん点てん狙ねらい」

「そんな日本史好きだったっけ？」

「最近好きになった」

「ふーん、今度教えて」

「あんなもん、ほぼ暗記だ。気合いを入れろ」

「わたし、暗記は苦手。何代将軍ホニャララとか、藤ふじ原わらのなんとか、みたいに似たり寄ったりの人名が多くて混乱する」

「コツは出来事の流れとセットで把は握あくすることだな。顔の絵とかイメージと合わせて、その人物がなにをしたのかを覚えておけばミスを減らせる」

「興味がないから無理。悠ゆうくんが上う手まく教えてよ」

　身も蓋ふたもない話だ。

　俺だって天てん条じよう先生の存在がなければ、そこまで気合いを入れて勉強することはなかった。

「そのうちな」

「じゃあ期末テストの時にも頼たのめる？」

「断っても勝手に押しかけてくるんだろう？」

「わたしのことよくわかってるぅ！」

　本物の兄きよう妹だいなら、こうして何気ない会話を毎日のように繰くり広ひろげているのだろう。

　俺も今は心こころ穏おだやかに過ごせる。

　このくらいの距きよ離り感かんでいられれば俺も余計な気を遣つかわずに済むのに。

　ひとり暮らしを経たことで、周りに気を配らないことがこんなに楽だとは思わなかった。

　だが、輝夜かぐやはあっさりと平へい穏おんを崩くずしてくる。

「ねぇ。買い出しの量が多いのって、レイちゃんの分も食事も作っていたりする？」

　輝夜かぐやは唐とう突とつに言い当てる。

「……平日だけ。あの人は忙いそがしいから食生活とか色々心配なんだ」

「仲がいいんだね」

「お隣となりさんだからな」

「ひとり暮らしがさびしいから、レイちゃんとご近所付き合いしているの？」

「美人だから下心も込こみだ」

「悠ゆうくん最低」

　輝夜かぐやはそう言いながらも笑っていた。

「大たい抵ていの男なんてカッコつけて我が慢まんしているだけさ」

「悠ゆうくんも？」

「もちろん」

「ふーん。今日も来るの？」

「輝夜かぐやが構わないなら」

「わたしもレイちゃんと食べたい」

　本人は自信があるということで、みそ汁しるの準備は輝夜かぐやに託たくした。

　その間に、俺は部屋から天てん条じようさんにメッセージを送る。

　返信はすぐに来た。


悠ゆう凪なぎ：お疲つかれ様さまです。輝夜かぐやが家に来ています。

天てん条じようさんさえ良ければ三人で夕飯を食べません？

レイユ：アタシはもちろん構わないけど、お邪じや魔ましていいの？

悠ゆう凪なぎ：邪じや魔ましているのは輝夜かぐやです。

レイユ：そんな言い方しなくても。

悠ゆう凪なぎ：輝夜かぐやの希望でもあるので、差さし支つかえなければ来てください。

レイユ：わかった。遠とお海みレイとして遊びに行くよ。

悠ゆう凪なぎ：ちなみに今晩のメインは鶏とりの唐から揚あげです。

レイユ：それで昨日の件は帳消しね！　これ以上の質問は禁止！

夕飯、楽しみにしている！



　このちょっとしたやりとりで、モヤモヤが一気に晴れる。

　こんな風に元通りになれるのも天てん条じようレイユが俺にとって特別である証明に思えた。

　とはいえ、甘えすぎることなく今後とも引ひき締しめていこう。







　天てん条じようさん、もとい遠とお海みレイが帰宅して、三人で夕飯を食べた。

　山盛りの唐から揚あげを作ったのだが、全員ハイペースで箸はしが進み綺き麗れいに平らげてしまった。

「絶対に余ると思ったのに食べ切ったよ」

「悠ゆう凪なぎくんの唐から揚あげ、絶品だったよ」

「お腹なかいっぱいで苦しい。悠ゆうくん、麦茶もう一いつ杯ぱい」

　幸せな満腹感に浸ひたりながらＴＶのバラエティー番組を流しつつ、のんびりと過ごす。

　金曜の夜はいつにもまして気が抜ぬける。

　気づけば夜の九時になり、ＴＶでは昨年公開された映画が映っていた。

「アタシ、これ映画館で観みられなかったんだよね。このままのチャンネルでいい？」

「俺もまだ見てない作品なので、問題ないですよ」

「これ、すっごく面おも白しろかったよ」

　輝夜かぐやだけは既すでに視し聴ちよう済ずみらしい。

「じゃあ輝夜かぐやは見なくても大だい丈じよう夫ぶだな」

「なんで？　久しぶりにもう一回見たいんだけど」

「もう遅おそいだろう。そろそろ帰れ。また駅まで送っていくから」

　俺は立ち上がろうとして、

「今日は泊とまっていくよ」

　輝夜かぐやは当然のように言った。

「「え!?!?」」

　俺と天てん条じようさんの声が重なる。

「待て待て、一いつ泊ぱくする気なのか？」

「いいでしょう？　お義か母あさんには泊とまるって言ってあるし、着き替がえも持ってきてるもん」

　根回しと用意がいい。

「どこで寝ねるんだよ？」

「そりゃもちろん悠ゆうくんのベッド。兄きよう妹だいなんだから一いつ緒しよでも構わないじゃない」

　我が義いも妹うとは得意げというか、確信犯めいたものがある。

　横を見れば、絶句する隣りん人じん。

　その身勝手な言い分が俺の地じ雷らいを踏ふんだ。

「都合のいい時だけ兄きよう妹だいになるな！　俺とおまえは血が繫つながっていない他人なのッ！　年とし頃ごろの男女がひとつのベッドで寝ねるのは世間的には大問題なわけ」

　こいつだって男女の営みの知識くらいとっくに頭に入っているだろう。

　一体全体どういうつもりだ。

「愛があれば問題ないってば」

「この場合、愛があるならむしろ大問題なんだ！」

「悠ゆうくんのヘタレ」

「良識派と言ってくれ」

「男女が深い仲になるには、時に理性を捨てるべき」

「義理の兄きよう妹だいで深い仲ってなんだよ」

　戯たわ言ごとに付き合いきれるか。

　クソ、タイムリーな話題をしやがって。俺だって体育倉庫で既き成せい事じ実じつをつくって天てん条じようレイユと深い仲になりたかった。

「ちょっと悠ゆう凪なぎくん、落ち着いて。らしくないよ」

　天てん条じようさんが俺の前に割って入る。

「いえ、いい機会だから今日は言わせてもらうぞ。輝夜かぐやに振ふり回まわされるのはうんざりだ。もう子どもじゃないことをいい加減に自覚してくれ」

「子どもじゃないことくらいわかっているもん！　どうして悠ゆうくんはわたしを嫌いやがるの？」

「人が大切にしたいものを平気で壊こわそうとするからだ」

　輝夜かぐやから物理的に距きよ離りを置いたことで家族の形を保とうとしている俺の苦労が水の泡あわになってしまう。

「わかった！　間をとって輝夜かぐやちゃんはアタシの部屋で泊とまる。それならどう？」

　天てん条じようさんが折せつ衷ちゆう案あんを出す。

「それだと意味ない」

「てん──じゃない、遠とお海みさんにご迷めい惑わくはかけられません」

「なんでこんな時はすぐ息が合うのよ、錦にしき兄きよう妹だい！」

　俺たちが同時に却きやつ下かすると、彼女は解げせぬとばかりに口をへの字に歪ゆがめた。

　侃かん々かん諤がく々がくの末に、俺の部屋で三人一いつ緒しよに寝ねるという謎なぞの結論にいたる。

　天てん条じようさんはお友達が泊とまる用の寝しん具ぐ一式があるというので、それをお借りすることになった。

　女性ふたりがベッド、俺は床ゆかに敷しいたマットで寝ねる。

　俺はこっそりと天てん条じようさんに再さい確かく認にんする。

「本気でいいんですか？　シングルベッドにふたりって狭せまいでしょうし」

「女同士なら案外余よ裕ゆうだから平気だよ」

「けど……」

「悠ゆう凪なぎくんの義いも妹うとならノープロブレム。どうせ明日はふたりでお出かけでしょう。一いつ緒しよに出た方が都合もいいじゃない」

「あんまり輝夜かぐやにいい顔しなくていいですよ」

「君は輝夜かぐやちゃんに厳しすぎ、お兄ちゃん」

「まだお兄ちゃんになれていないから苦労しているんです」







　さすがに風ふ呂ろは天てん条じようさんの部屋のものを使ってもらった。

　輝夜かぐやから順に入ってもらい、その間に俺の部屋のテーブルを片づけて借りてきたマットやら寝しん具ぐを敷しく。寝ねる準備ができると俺はキッチンの食器を洗っていく。

　輝夜かぐやが風ふ呂ろから出ると、次に天てん条じようさんの番だ。

　俺もその間に自室の風ふ呂ろ場ばでシャワーでさっと済ませる。

「早かったね。もっとゆっくりすればいいのに」

　ベッドにもたれながら遠えん慮りよなく寛くつろいでいる輝夜かぐや。

「長なが風ぶ呂ろをしている間に、また部屋を漁あさられたら嫌いやだからな」

「信用ないな」

「譲じよう歩ほはしたぞ」

「悠ゆうくんが家に戻もどれば、すべて丸く収まるのに」

　輝夜かぐやはムキになる。

「またその話か。俺は戻もどらないって何度も言っているだろう」

「……悠ゆうくんが旅行に来てくれなくて、お義か母あさんさびしがっていたよ」

「可か愛わいい娘むすめがいれば十分」

「可か愛わいい息むす子こがいたらもっと喜んだ」

「俺がいなくても錦にしき家けは問題ないだろう？」

「そんなわけないじゃん！」

　輝夜かぐやはやけに食い下がる。

「…………誰だれのために、家を出たと思っているんだよ」

「わたしのせいなんでしょう」

　当時は駄だ々だっ子このように騒さわいでいた輝夜かぐやも、さすがに気づいていた。

「無理して昔に引ひき戻もどすことなんてない。俺には今の生活がある。輝夜かぐやは自分の都合だけで、周りが思い通りに動くと勘かん違ちがいしている」

　こいつの得とく意い技わざは俺には通じない。

　輝夜かぐやは悔くやしそうに押し黙る。

　この話はどこまで行っても平行線だ。下手をすれば一生解決しないかもしれない。

　もしもこのままならば俺の心が落ち着ける帰れる場所はどこにあるんだろう。

「はーい、夜も遅おそいから大きな声は出さない。ふたりとも夜間の兄きよう妹だい喧げん嘩かは近きん所じよ迷めい惑わくですよ。このアパートの壁かべは薄うすいから筒つつ抜ぬけなんだから」

　現れたパジャマ姿の天てん条じようさんの髪かみはまだ濡ぬれたまま。

　こちらの騒さわぎを聞きつけて、ドライヤーもかけずに戻もどってきたようだ。

「すみません」「ごめんなさい」

「わかればよろしい。悠ゆう凪なぎくん、ドライヤー借りてもいい？」

「どうぞ。洗面所にあります」

「ありがとう」

　天てん条じようさんは事務的な笑えみを浮うかべて、洗面所に向かう。

　扉とびら越ごしにドライヤーの音が聞こえてくる。

　俺はスマホを持って、一度廊ろう下かに出ると実家に電話をかけた。

「あ、母さん。俺だけど、今電話できる。うん。この前の旅行には行けなくてごめん。お土産みやげもありがとう。それで、輝夜かぐやが俺の部屋に来ていて、今晩泊とまる。明日は買い物に行ってくるよ。え、輝夜かぐやの世話には慣れているから気にしないで。うん、タイミングがあればそっちにも帰るよ。俺は平気だから母さんも身体からだには気をつけて。お義と父うさんにもよろしく。じゃあ」

　部屋に戻もどると、輝夜かぐやはこちらには背中を向けてベッドで横になっていた。

「お義か母あさんに電話してたんだ？」

「一応な……明日、予定通りでいいか？」

「そのつもり」

「わかった」

「さっきはごめんなさい」

「俺も言い過ぎた」

「けど、帰ってきてほしいのはほんとうだよ。みんながそれを待っているから」

　俺はそれに答えない。

　わがままを言っているのは俺の方なのだろうか？

　ふと、そんな風にも感じてしまう。

　だけど、今さら家族四人で暮らすイメージが俺には上う手まく想像できなかった。

　天てん条じようさんが戻もどってくると電気を消して、早々と就しゆう寝しんとなった。

　好きな人と同じ部屋で寝ねられるのに、ちっともドキドキしない。

　それどころか輝夜かぐやがあっさり天てん条じようさんと同じベッドで寝ねていることがなんか悔くやしかった。

　いくら同性同士とはいえ輝夜かぐやのやつ、ズルいぞ。

　と、徹てつ夜やしていた身体からだは横になった途と端たん、眠ねむりに落ちた。
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「悠ゆう凪なぎくん、起きて！」

　目が覚めると、天てん条じようさんが俺の顔を覗のぞきこんでいた。

「あれ、いつ結けつ婚こんしたんでしたっけ？」

　こんな美人に起こしてもらえるなんてなんて最高だ。朝からハッピーな気分で始められる。

「寝ねぼけている場合じゃない！　輝夜かぐやちゃんがいないのよ！」

「え？」

　起きると、確かに輝夜かぐやの姿が見えない。

「てっきりトイレかと思ってたんだけど、カバンも靴くつもなくなってて」

「また突とつ拍ぴよう子しもないことしやがって」

　どうやら寝ねている間に黙だまって先に家を出たようだ。

　スマホをチェックすると輝夜かぐやからメッセージが入っている。


輝夜かぐや：約束の時間に現地集合でよろしく。



「なんのために一いつ泊ぱくしたんだよッ！」

　これだから輝夜かぐやに振ふり回まわされるのが嫌いやなんだ。

「これからどうするの？」

「予定通り、お台だい場ばの方に行ってきます。見つけたら説教だ」

「悠ゆう凪なぎくん、あの子をあまり子ども扱あつかいしないであげてね」

「こんな時も輝夜かぐやの肩かたを持つんですか？」

「そりゃ将来の妹の味方だから」

　どうも俺が寝ねている間に、天てん条じようさんは輝夜かぐやとなにか話したようだ。

「それは未来の楽しみが増えました」

　俺はとりあえず着き替がえようとして、部屋着を脱ぬぐ。

「え、ここで着き替がえるの？」

「俺の部屋なので」

「アタシがいるんだけど」

「──、男の裸はだかやパンツくらいで興奮しないでくださいよ」

「しないよ！」

　免めん疫えきの低い反応がなんてキュートなのだろう。

「いっそ、この前の体育倉庫の続きもしません？　ほら、寝ね起おきのキスをひとつ」

「しないってば！」

　俺の好きな人が可か愛わいくて、ついからかいたくなる。







　服を着き替がえて、リュックサックを背負って家を出る。

　地元駅から電車を乗のり継つぎ、新しん橋ばし駅えきからゆりかもめに乗のり換かえる。レインボーブリッジを通とおり抜ぬけて、東京の湾わん岸がんエリアを一望しながらお台だい場ばへ。

　目的地のダイバーシティ東京には、約束の時間より三十分前に到とう着ちやくした。

　大地に立つユニコーンガンダムの白い威い容ようを見上げると男心は否いや応おうなく刺し激げきされてしまう。

　ほんとうはもう少し眺ながめていたいが、早めに待ち合わせ場所へ向かう。

「しつこいな。どっか行ってよ」

　我が妹はナンパされていた。

　輝夜かぐやがウザったそうな顔をしていても、二は十た歳ちを過ぎた二人組の男はしつこく声をかける。

「警察呼びますよ？」

　俺はスマホを片手に構えながら話しかける。

「遅おそいよ」

「遅ち刻こくはしていないはずだぞ」

「それでも遅おそい」

　輝夜かぐやはすぐ俺の後ろに回りこんだ。

　声かけを邪じや魔まされた男たちは、俺が年下だと見るや露ろ骨こつに上から目線で強気になる。

　おうおう、相手によって態度を変えるなんてダサいな。

「その子、まだ中学生。都条例に引っかかる。やっぱり即そく通報した方がいいかな」

「クソガキ、何様だよ！」

「こいつのお兄様だよ！　さっさと消えないと本気で通報するぞ！」

　俺は大声を上げる。

　周囲を行いき交かう人々の視線が集まると、男たちは尻尾しつぽを巻いて逃にげ出だした。

「悠ゆうくん、ありがとうぉ！」

　輝夜かぐやは後ろから嬉うれしそうに抱だきついてくる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺は引きはがして、義いも妹うとと向き合う。

「平気。こういうのは慣れているし」

「大変だな。もう少し露ろ出しゆつを抑えた服装にすれば？」

　老ろう婆ば心しんながらつい口を衝ついて出てしまう。

　虚きよ勢せいを張るのには慣れていないから俺も内心はビビりまくりだ。

　さっさと撤てつ退たいしてくれてラッキーだった。

「むぅ！　それにせっかくのデートで気合いを入れてきたのに、その感想はマジ萎なえる」

「可か愛わいいし、似合っている」

「最初から褒ほめてよ」

「さて、さっさと買い物を済ませようぜ」

　輝夜かぐやを無視して、先へ進む。

「デート！　そんな義務感みたいな言い方しないで。ねぇ！」

　輝夜かぐやはデートであることを強調し、俺の手を握にぎってくる。

「歩きづらくない？」

「デートはこういうもの」

「義いも妹うとと手を繫つないでいるの恥はずかしいんだけど」

「他人からは兄きよう妹だいに見えないから安心して。恋こい人びとプレイだから！」

「恋こい人びとプレイ？」

「そう。今日一日はわたしを義いも妹うととは思わないで」

「難易度の高い要求だな」

「いいから！」

　輝夜かぐやは鼻歌交じりに、目当ての店のあるフロアに向かう。

「それで、今朝はなんで先に出ていったんだ？　遠とお海みさんも心配していたぞ」

　エスカレーターに乗って、上のフロアへ上がっていく。

「……いざ泊とまってみたら悠ゆうくんの部屋に馴な染じみすぎちゃって」

「なにが問題なんだ？」

「あのままだとわたし、ほんとうに悠ゆうくんの義いも妹うとになっちゃう気がして……」

　輝夜かぐやは怯おびえているみたいだ。

「俺は大だい歓かん迎げいなんだが」

　輝夜かぐやはこちらに勢いよく振ふり返かえり、顔を近づけてきた。

「わ・た・し・が・嫌いや・な・の！」

「エスカレーターの上では無む闇やみに動かないように」

「また子ども扱あつかいしてッ！　ふん、そんな風に言っていられるのも今の内」

　そう言って連れてこられた場所を前にして、俺は確かに怯ひるんでしまう。

　初手、ランジェリーショップである。

　普ふ段だん、男性には縁えんのない淡あわい色味で溢あふれた店内には様々な色形の下着がところせましと並んでおり、目のやり場に大変困る。

「さ、選ぶの付き合って」

　輝夜かぐやはニヤリと白い歯を見せて笑う。

「無理だ」

「悠ゆうくんはどんな系統が好き？　セクシー系？　キュート系？」

「直視も厳しい」

「わぁー照れてる」

「俺は外で待っているからな」

　逃にげようとしても引き留められる。

「恥はずかしがらなくてもいいじゃない。ただの布だよ。服と変わらないってば」

「その小さな布が男には絶大な効果を発揮するんだ」

「試着した姿をチェックしていいよ」

「自分で好きに決めろ」

「ほら、こんなセクシーなのもあるよ。あれ、こんなところに穴が開いている」

　輝夜かぐやは店先にあるアダルティーなデザインを指差す。

「中学生にまだ早い！」

「そう？」

「下着はさすがに勘かん弁べんしてくれ」

　俺の必死な懇こん願がんに、輝夜かぐやは満足げ。

「悠ゆうくん。わたしを子ども扱あつかいするくせにウケる」

「笑いたければ笑え」と俺は店に背を向けた。おまえの挑ちよう発はつは大成功だよ。

「じゃあ、ちょっと待ってて」

　輝夜かぐやが上じよう機き嫌げんでランジェリーショップにいる間、近くをブラつく。

　ここの建物は吹ふき抜ぬけになっており、下のフロアの様子を見下ろすことができた。

　ふと先ほど輝夜かぐやをナンパしていた二人組を発見する。

　俺は面おも白しろがって彼らを目で追いかけると、別の女性に声をかけていた。

「あの女の人、なんか見覚えがあるような……」

　ロングヘアで小顔にサングラスをかけているからハッキリと顔はわからないが、雰ふん囲い気きだけで只ただ者ものではないのがわかった。遠目に見ても細身だがスタイルは抜ばつ群ぐんだ。

　男たちが声をかけるも、その女性は一いつ喝かつして追おい払はらった。

「……あれって、まさか天てん条じようさん!?」

　なぜここに来ているんだ。

　こっそり後をつけてきたのか？　いや、そうとしか考えられない。この俺が彼女を見み間ま違ちがえるわけがない。

　俺は天てん条じようさんに電話をかける。

　案の定、先ほどの女性はスマホを耳元に当てた。

『もしもし、悠ゆう凪なぎくん。どうしたの？』

「天てん条じようさん今どこにいます？」

『え、家だけど』

「ほんとうですか？」

『なんで疑っているの？』

「左を向いて、そのまま上を見上げてください」

『え？』

　素す直なおな天てん条じようさんは俺の指示の通りに動いた。

　俺が上から手を振ふっていることに天てん条じようさんはすぐ気づいた。

『え、いつバレたの？』

「今さっきナンパを撃げき退たいした時に。いつから尾び行こうしてたんです？」

『尾び行こうだなんて人聞きの悪い。アタシはただ休日にショッピングをしているだけよ』

「俺たちもいるお台だい場ばまで？」

『たまたまよ』

「わざわざサングラスまでかけて」

『日差しが強いじゃない』

「建物の中ですよ」

『オシャレでもあるからね』

「言い訳、まだ続けますか？」

『…………ごめんなさい』

　彼女はこちらに向けて手を合わせた。

「天てん条じようさんって遠くからでもよく目立ちますね。あなたが美人だっていうのを再さい確かく認にんしました。本気で尾び行こうするならガッツリ変装した方がいいですよ」

『怒おこらないでよ』

「別に怒おこってないですけど」

『その、ふたりのことが気になってつい来ちゃったの』

「まだ俺のこと信しん頼らいできないんですか？　やましいことなんて起きませんから」

『心配しているのは輝夜かぐやちゃん』

　その返答は予想外だった。

　その真意を確かく認にんする前に輝夜かぐやが買い物を終えて出てきた。俺は通話を切る。

「胸のサイズ、やっぱり大きくなっていた」

「いちいち報告しなくていい」

「え、見ればわかるの？　悠ゆうくんのムッツリ」

「そんなわけあるか！」

　服の上からカップサイズのわかる能力があるのなら俺も欲ほしいさ。

　次の服屋へ移動する前に、俺は下のフロアを見る。

　天てん条じようさんの姿はもう消えていた。
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　服屋で輝夜かぐやの服選びに付き合いながらも、俺は視界の端はしで天てん条じようさんの姿を探してしまう。

　こちらの死角になる位置で隠かくれて観察している姿を発見するたびに、俺はメッセージを送りつける。

　まるでかくれんぼだ。


レイユ：え、今度は見つからないと思ってたのに。

悠ゆう凪なぎ：近くの鏡に微び妙みように映りこんでました。

レイユ：悔くやしいな。次こそは！



　天てん条じようさんもこのリモートでのやりとりをかなり楽しんでいるようだ。

　しかし、元来あんな目立つ人はかくれんぼには向いていない。


悠ゆう凪なぎ：いっそマネキンのフリをした方がバレないかもしれませんよ？



「ねぇ、悠ゆうくん聞いている！　こっちの色とどっちが似合う？」

　輝夜かぐやは色いろ違ちがいのワンピースを両手に持っていた。

「どっちでも似合うよ」

「なんの参考にもならない。もっと具体的にオススメの理由が知りたい」

「好きなの着ればいいだろう。着るのは輝夜かぐやなんだから」

「悠ゆうくんに好きって言ってもらいたいの！」

　女性のファッションは男性よりも選せん択たく肢しが豊富な分だけ難しい。

　極きよく端たんに似合わないものや派手過ぎる色や柄がら、サイズが合っていないくらいなら辛かろうじて判断できるが、これがアイテム同士の組み合わせにもなってくるとお手上げだ。

　そもそも輝夜かぐやの容姿体型なら大たい抵ていの服は着こなせるし、チョイスがズレていることもないので、あとは好みの問題になってしまう。

　そして、異性の服の好みについて俺から言うべきことはない。

「着る人に似合っていればいいと思う」

「曖あい昧まいな答え」

「じゃあ輝夜かぐやが着て、テンションが上がる方を選べ」

「んー。こっちの色は好きだけど似たようなものを持っているし、そっちは……」

　鏡の前で服を交こう互ごに当てながら一いつ生しよう懸けん命めいに悩なやんでいる。

「いっそ両方買っちゃおうかな」

「決めきれないなら試着して比べてみれば？」

「そうする。ちょっと待ってて」

「ゆっくり悩なやんでいいぞ。また適当にブラついている」

「わかった」

　輝夜かぐやは悩なやんでいる二着を持って試着室へ入っていく。

　俺はその間にフロアを見み渡わたして、天てん条じようさんの姿を探す。

　店内のメンズの洋服を物色しながら歩いてみるが、やはり見当たらない。

　俺がキョロキョロしているとふいに声をかけられた。

「え、錦にしき？」

　名前を呼ばれて振ふり返かえると、久く宝ほう院いん旭あきらと黛まゆずみ梨り々り花かがいた。

「ニッキーじゃん。偶ぐう然ぜんだね。ここでなにしているの？」

「それはこっちの台詞せりふ。ふたりで出かけているなんて珍めずらしいな」

「テスト明けに出かけるって誘さそったじゃん。で、ニッキーに断られたやつ」

「なるほど」

　まさか場所が被かぶるとは驚おどろきだ。

「で、ニッキーは誰だれと来ているの？」

「梨り々り花か。余計な詮せん索さくはしないで」

「気になるじゃん。まさかニッキー、ひとりってわけでもないでしょう」

「悠ゆうくん、これに決めたよ」

　輝夜かぐやが試着室からカゴを持って戻もどってきた。

　俺に話しかけていた旭あきらと黛まゆずみさんに、輝夜かぐやはいきなり不ふ機き嫌げんになった。

「誰だれ？　悠ゆうくんをナンパ？　ウザ」

　相手が年上だろうとお構いなし。足元にカゴを置いて、臨戦態勢だ。

「その口の悪い子、まさか錦にしきの彼女？」

　旭あきらの方も微び妙みように喧けん嘩か腰ごしだ。いつも以上にまとう空気が刺とげ々とげしいんですけど。

「そうだよ！　ねぇ！」と輝夜かぐやが元気よく噓うそをつく。

　これみよがしに俺の腕うでに抱だきついて、仲良しアピール。
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　なんで俺の友達を前にしても、堂々と恋こい人びとプレイを続けようとするの？

　兄を辱はずかしめる気なのか。やめろ、クラスで変な噂うわさを立てられたら学生生活に支障をきたす。

「違ちがう。こいつは義いも妹うとだ」

「「義いも妹うと!?」」

　俺の答えに、ふたりは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「輝夜かぐや。彼女たちは俺の高校のクラスメイトの久く宝ほう院いん旭あきらさんと黛まゆずみ梨り々り花かさん」

　俺が紹しよう介かいするも、輝夜かぐやは警けい戒かいを解かない。

　挨あい拶さつくらいしろよ。

「へぇーニッキーとあまり似ていないね」

「親の再さい婚こんでできた義理の妹だからな」

「そうなんだ。ふたりでデートなんて仲がいいんだね」

　旭あきらと輝夜かぐやが一いつ触しよく即そく発はつな空気の中、黛まゆずみさんの物もの怖おじしなさはほんとうに助かる。

「そう、デートだから邪じや魔ましないで」

　黛まゆずみさんの反応に気をよくした輝夜かぐやは、少しだけ態度を軟なん化かさせる。

「兄きよう妹だいにしては近すぎ。なんか誤ご魔ま化かしてない？」

　旭あきらの方は率そつ直ちよくな物言いをする。

「誤ご魔ま化かすってなにを？」

　俺はその質問の意味がわからなかった。

「なんていうか……」

　旭あきらは困ったように俺と輝夜かぐやに視線を配る。

「あなたも悠ゆうくんが好きなの？」

　輝夜かぐやはたっぷり含ふくみをもたせて、からかうように言い放つ。

「はぁ？　そんなわけないでしょう！　なんで私が錦にしきなんて好きにならなきゃいけないのよ！」

　おうおう、こんな公共の場でフラグが立っていないことを宣言しなくてもよかろう。

　知ってたけどさ。

　思わず苦く笑しようしかない。

「おぉ、女同士の仁義なきバトルが勃ぼつ発ぱつ」と黛まゆずみさんはいつの間にか俺の側そばに寄ってきていた。

「黛まゆずみさん、面おも白しろがっていないで止めてよ」

「ニッキーが仲ちゆう裁さいすれば？」

「俺が入ると、なんか火に油を注ぎそうで……」

「──わかってんじゃん」と黛まゆずみさんはしたり顔だ。

「そういえばさ、さっきレイユちゃん先生に会ったよ」

「はぁ!?」

　俺は今度こそ心臓が止まると思った。

「ニッキー、レイユちゃん先生と同じくらい驚おどろいている。ウケる」

　おいおい、それで急に天てん条じようさんと連れん絡らくがとれなくなったのも納なつ得とくだ。

「なんか話した？」

「気になる？」

「そりゃ、天てん条じよう先生みたいな人がこんなところにひとりだと」

「あれ、レイユちゃん先生がひとりで来ているって梨り々り花か言ったっけ？」

　動どう揺ようが失言に結びついた。

「いや、もしも先生が彼かれ氏しとかと一いつ緒しよなら、黛まゆずみさんは真っ先に教えてくれそうだと思ってさ。違ちがったかな？」

　俺は咄とつ嗟さにそう言いい逃のがれてみる。半ば賭かけだ。

　直感の鋭するどい黛まゆずみさんなら、俺と天てん条じようさんの関係を嗅かぎつけるかもしれない。




「────、うん、そうだね。ニッキーは梨り々り花かのことよくわかっているな」




　いつも跳はねるように話す黛まゆずみさんのテンポがふいにゆっくりとなる。

「悠ゆうくん、また知らない女の人の名前が聞こえたんだけど！　別のレイちゃん？」

　旭あきらとの喧けん嘩かを飛とび越こして、こちらに口を挟はさんでくる。

「誰だれよ、レイちゃんって」

　旭あきらまでも加わる。

「輝夜かぐや、その人は俺たちの担任の名前だ。旭あきら、レイちゃんっていうのはアパートの隣りん人じんのことだ。名前は遠とお海みレイだから、レイちゃん。わかったか？　ふたりは別人だ」

　俺はまるで天てん条じようレイユと遠とお海みレイが異なる人物であるように、双そう方ほうに堂々と説明した。

　人生でもっともポーカーフェイスを貫つらぬいた瞬しゆん間かんである。

　その両者が同一人物と結びつけられてはならない。

「「ならいいけど」」

　輝夜かぐやと旭あきらは声を揃そろえると、ふたたび相手と向き合う。

「とにかく、ただのクラスメイトならさっさと行きなよ。教室でいくらでも会えるでしょう」

「なんで年下にそんな言い方されなきゃいけないの」

　輝夜かぐやと旭あきらはお互たがいに睨にらみ合あう。

　このふたり、相あい性しようが悪すぎだ。輝夜かぐやは遠えん慮りよを知らないし、旭あきらはぶっきらぼうすぎる。お互たがいに尖とがった言葉を投げつけて、余計にエスカレートしていく。

「年上なだけで偉えらいの？　ちょっと先に生まれただけじゃん」

「口の利きき方が問題なのよ」

「当たり前にマウントをとってくる方も性格悪いよね」

「なにをッ！」

「なによ！」

「錦にしきが、義いも妹うとの連れん絡らくが多すぎるって困っているのよ」

　教室での俺の様子を教えてしまう。

　輝夜かぐやは言葉に詰つまる。

「お兄ちゃんが好きなら程ほど々ほどにしなさい」

「なんで初対面の人にそんなこと言われないといけないのよ」

「錦にしきは私ひとりだとどうにもならないことを助けてくれた。あいつが困っているなら手助けするくらいには義理を感じている」

　そうか、旭あきらは義理くらい感じているのか。それは素す直なおに嬉うれしかった。

「また悠ゆうくんはわたし以外にも人助けしているんだ……」

　俺の方をチラリと見てきた。

「錦にしきのやつはお人ひと好よしなんだ。必要以上に無理をさせるな」

　旭あきらは強い語調で釘くぎを刺さす。

「そんなの、わたしだってよく知っている」

「じゃあ恋人ごっこなんてやめたら？　義理の妹は恋こい人びとにはなれないでしょう」

　旭あきらはただの事実を指し摘てきしただけだ。

　そんなことは常識的にわかっている。

　輝夜かぐやも当然わかっているはずだ。

　だけど、それは一番言われたくないことなのかもしれない。

　物理的に距きよ離りを置いて、時間が経たてば、気持ちも変化すると信じていた。

　一いつ瞬しゆん黙だまりこんだ後、輝夜かぐやは店の外に出ていく。

　俺はすぐに輝夜かぐやに追いついて、その手を摑つかむ。

「放っておいてよ！」

「輝夜かぐや、いい機会だから聞いてくれ」

「嫌いやだ」

「俺はどうあってもおまえの兄貴だ。その感情は家族以外のものにはなれない。だけど一番の味方でいたい。輝夜かぐやのことが大事だし、ないがしろにはできない」

「一方的すぎ。わたしと一いつ緒しよじゃん」

「おまえは俺の義いも妹うとだ」

「それなら兄きよう妹だいなんてなりたくなかったッ！」

「そういう幼よう稚ちな反発はやめろ。そのために周りに迷めい惑わくをかけているって気づけよ」

「悠ゆうくんこそ、いつまでわたしを子ども扱あつかいするの！」

　俺は驚おどろいて、手を放してしまう。

「悠ゆうくん、過保護すぎるよ」

　そう言って輝夜かぐやはまた走っていってしまう。

　今から走り出せば、見失う前にギリギリで追いつくはずだ。

　追いかけようとしたが、その一歩が踏ふみ出だせない。たった今投げかけられた言葉は俺の足を鈍にぶらせるには十分すぎた。

　わずかに迷っていると視界の端はしから見知った後ろ姿が長い髪かみを揺ゆらして、俺の代わりに輝夜かぐやの後を追ってくれた。

　ここは天てん条じようさんに任せよう。

「錦にしき、行かないの？」

「ニッキー、女子の機き嫌げんは水物なんだよ。今謝あやまり倒たおせば許してくれるよ！　たぶん！」

　今ふたりに追いかけられると、下手をすれば天てん条じようさんと鉢はち合あわせしてしまう。

　特に元陸上部の旭あきらの俊しゆん足そくなら十分にありえた。

　俺は慌あわてて、ふたりの前に立って進路を遮さえぎる。

「ストップ！　これは兄きよう妹だいの問題だから、ふたりは行かなくていい！」

「いいの？　一応、言いすぎたから謝りたいし」

「ニッキーの薄はく情じよう者もの。見み損そこなったぞ」

　左右から詰つめ寄よられつつ、俺は言い訳を捻ひねり出だす。

「家族の事情だから詳くわしく話せないけど、ここに至るまで複雑な経けい緯いがあったんだ。悪いけど部外者には首を突つっこんでほしくない」

　あえて硬かたい言い方ではっきりと断る。

　俺だって輝夜かぐやの心中ははっきりとわからない。

　恋こい人びとプレイなんてことをするより、ふたりキッチンに並んで料理をしている時の方があの子にとっても無理がないように感じられた。

　どうして兄きよう妹だいでいることを認められないんだろう。

「それは、そうかもだけど」

　旭あきらは納なつ得とくしていない顔だが、俺の言い分を受け入れる。

「ええい、袖そで振ふり合あうも他た生しようの縁えん！　当たって砕くだけろ！　行けばわかるさ！」と黛まゆずみさんが無視して走り出そうとするのを、旭あきらが素す早ばやく首根っこを摑つかんだ。

「アキアキ、放せよぉ。こんな面おも白しろそうなことを、この梨り々り花かちゃんが見み逃のがすなんて」

「本音が出たな。梨り々り花かは良くも悪くも厚かましいのよ」

　旭あきらが嘆たん息そくする。

　普ふ段だんから黛まゆずみさんの積極性に翻ほん弄ろうされているからこそ、そのありがたみも迷めい惑わくっぷりもよく理解していた。

「錦にしきが大だい丈じよう夫ぶっていうなら信じるの」

「アキアキってばニッキーには甘くなーい？」

　黛まゆずみさんは意味深に目を細める。

「気のせいでしょう」

「いーや、この梨り々り花かちゃんの目は誤ご魔ま化かせないぞ」

「節穴のくせに」と旭あきらはピースサインを黛まゆずみさんの目元にかざす。

「ぐわぁ～～目がぁぁ！　目がぁぁぁぁあっ！」

「大げさ。刺さしてないでしょう」

「いーや、アキアキの指先には殺意がこもっていた。刺し突とつで梨り々り花かのプリティーなおメメを潰つぶすつもりだった！」

　プンプンと怒おこった顔で頰ほおを膨ふくらませる黛まゆずみさん。

　そうこうしているうちに視界の端はしから輝夜かぐやの姿が完全に消えた。

　頼たのみます、天てん条じようさん。

　俺は信じて待つしかなかった。







幕まく間あい三　安全な初はつ恋こいの犠ぎ牲せい者しや










「輝夜かぐやちゃん」

　階段の隅すみで輝夜かぐやちゃんは膝ひざを抱かかえて顔を伏ふせていた。

　追いついたアタシは、そっと声をかける。

「レイちゃん」

　暗い表情でこちらを見る。

「隣となり、座ってもいいかな」

　さびしそうに縮こまる姿は、小さな子どものようだった。

　アタシがそっと横に座ると、「どうしてここにいるの？」と訊たずねてきた。

「あなたのことが気になって、こっそり来ちゃった。ごめんね」

「わたしを連れ戻もどすの？」

「ううん。このままアタシと一いつ緒しよに帰らない？」

「レイちゃんは残っていいよ」

「ウーン、実はアタシもここには居づらくてさ。別に気にしないで。そうだ、食べ歩きでもしながらちょっと話さない？」

　輝夜かぐやちゃんは小さく頷うなずいた。

　彼女を連れて、下のフードコートまで降りる。二人分のクレープを買う。

「クレープ、ごちそうさまです」

「いいえ、どういたしまして」

　外に出ると気持ちよく晴れており、食べ歩きには絶好の陽気だ。

　ゆっくり歩きながらお台だい場ば海かい浜ひん公こう園えんまで向かう。

「気分が乗らない時には甘いものよね。クレープって久しぶりに食べたけど、美お味いしい」

　アタシの感想に輝夜かぐやちゃんは答えない。黙もく々もくと自分のクレープを食べていた。

　とりあえず食欲があるうちは大だい丈じよう夫ぶだ。

「レイちゃん。わたし、ずっとグラグラしてる」

　海が見えてきた頃ころ、輝夜かぐやちゃんは打ち明けた。

「グラグラって？」

「悠ゆうくんに帰ってきてほしいのに、お兄ちゃんになってほしくない自分もいるの……」

「悠ゆう凪なぎくんのことが好き？」

「うん」

「その好きは、兄きよう妹だいとしてのものだけじゃないんだ？」

「ふたりきりなら大だい丈じよう夫ぶなの。だけど悠ゆうくんが別の女の子たちと楽しそうに話していたら、急に腹が立って、それで……」

「お兄ちゃんをとられると嫉しつ妬として逃にげちゃった？」

「わたしが我が慢まんできないから、結局また悠ゆうくんに迷めい惑わくばかりかけてる」

　輝夜かぐやちゃんは自じ己こ嫌けん悪おに沈しずむ。

　これくらいの年とし頃ごろならまだまだ自分の感情や行動を上う手まく制せい御ぎよできないから、本人でも思ってもいないような失敗をして、それをクヨクヨと引きずってしまう。

「恋こい人びとと義いも妹うとは両立できないものね」

　その悩なやみは極きわめて健全で、常識的だった。

　この子はその振ふる舞まいより、ずっと大人な考え方ができている。

　頭ではしっかりわかっているからこそ悩なやんでいた。

　錦にしき輝夜かぐやは〝恋こい人びとになりたい自分〟と〝義いも妹うとでいたい自分〟の間で揺ゆれる。

　どっちも本音。だけど、どちらも選べずにいた。

　それはとても切なくて苦しいことだ。

　アタシもよくわかる。

「悠ゆうくんの好きは家族としてのものだってわかっている。最初からそうだったし、わたしがどんなに甘えても変わらなかった」

　輝夜かぐやちゃんは悠ゆう凪なぎくんを想おもって、ふたつの大事な感情のうち、片方を必死に捨てようとしていた。

「輝夜かぐやちゃんの愛情は違ちがうの？」

　アタシは代わりに言葉にすると、彼女は頷うなずいた。

「離はなれて暮らす間に、自分でも落ち着いたと思ったの。だからゴールデンウィークに思い切って悠ゆうくんの部屋に行って、家に帰るように説得するつもりだった。……だけど、会って話すとやっぱりお兄ちゃんとは思えなくて」

　輝夜かぐやちゃんは苦しげに呟つぶやく。

「簡単に割り切れたら苦労しないよね」

　それはアタシ自身にも言えた。

　どうしようもなく、この子に自分の立場を重ねてしまう。

　恋こいしてはいけない人に想おもいを寄せる苦しさは痛いほどわかった。

「わたし、お母さんが早くに死んじゃったからずっとさびしかった。色んな人に構ってもらえると安心できた。でも、悠ゆうくんだけは違ちがった。ただ話して、気にかけてくれるだけじゃ足りないって思って……」

「それでも、輝夜かぐやちゃんの好き好き攻こう撃げきは悠ゆう凪なぎくんには通じなかった」

「うん。ぜんぜん効かなかった。だけどずっと優やさしくて……」

「そういうのが無む償しようの愛でしょう」

「無む償しようの愛」と輝夜かぐやちゃんは嚙かみ締しめるように繰くり返かえす。

　どれだけ尽つくしても見返りを求めない愛を実じつ践せんする。

　それはたとえ実の肉親でも難しいことだ。

「どうして上う手まくいかなかったと思う？」

　ここまで聞いて、アタシなりの答えは出た。

「レイちゃん、わかるなら教えてよ。ねぇ」

　救いを乞こうように、アタシの上着の裾すそを摑つかむ。

「厳しいことを言うよ。構わない？」

「わたし、もう悠ゆうくんのことで苦しい思いはしたくない」

　わかった。アタシも心を鬼おににしよう。

「輝夜かぐやちゃんのやり方って物もの凄すごく自己中心的なのよ。周りから好かれるようにさり気なく誘ゆう導どうして、相手が自分から動いた気にさせる。そして都合が悪ければ自分は被ひ害がい者しやとして相手に責任を押しつけて、切り捨てればいい。四人家族を三人とひとりに分けたみたいに」

　輝夜かぐやちゃんは息を吞のむ。

「大勢に愛されるのは誰だれでも簡単にできることじゃない。それは立派な才能。でも他人を振ふり回まわす無む邪じや気きがいつまで許されるんだろう。大人なら分別を覚えるべきだよ」

　アタシはあえてキツイ言葉を選ぶ。

　先ほど輝夜かぐやちゃんが懺ざん悔げのように胸中を一気に吐はき出だせたのも己おのれの最終的な結論に気づいているからだろう。

「違ちがう、わたしは本気で……」

　お兄さんを傷つけた罪悪感に遅おそまきながら気づいて、震ふるえている。

「彼に女として愛してほしかったなら子どもみたいに可か愛わいがってもらうだけで満足していないで、なりふり構わず誘ゆう惑わくでもして襲おそわせればよかったのよ」

　アタシは無感情な声で悪あく魔まのように囁ささやく。

　我ながら見事な芝しば居いをしている。

　当の自分は襲おそう覚かく悟ごも襲おそわせる度胸もない。

　自分の事情を棚たな上あげするような大人のずるさを嫌いやに思う。

　それでもアタシは白々しく、アドバイスというには生々しい毒を差し出す。

「!?　そんなの、できるわけ、ない」

　輝夜かぐやちゃんは硬こう直ちよくしていた。

　この子も、いつまでも純じゆん粋すい無む垢くな天使を気取ってはいられない。

　だけど欲望のままに堕だ落らくできない程度には、大人の理性を持ち合わせている。

　恋れん愛あいは夢見るだけでは続かない。

　生なま臭ぐさくて、面めん倒どうで、割り切れない。

「あなたはちゃんと、しちゃいけないことがわかるくらいには大人。越こえてはいけない一線がしっかり見えている。なにより悠ゆう凪なぎくんが自分に決してそういうことをしないと心の底では、とっくにわかっている。彼は信しん頼らいできる異性で、一番近くで安心して甘えることができた。さびしさと孤こ独どくを抱かかえた輝夜かぐやちゃんにとって安全な初はつ恋こい相あい手てだったのよ」

　悠ゆう凪なぎくんの愛情の強さも、理性の強さもアタシは身をもって知っていた。

　誰だれより近くにいても相手が傷つかないように我が慢まんのできる男だ。

　だから断言できる。

　悠ゆう凪なぎくんの人格、義ぎ兄けいという立場、再さい婚こんした家族、すべての要素をストッパーとして利用することで錦にしき輝夜かぐやのわがままな初はつ恋こいは最初から実らないようになっていた。

「……どうして初はつ恋こいの相手がお兄ちゃんだったんだろうって、ずっと悩なやんでた。だけど反対なんだ。叶かなわないから好きなんだ」

　錦にしき輝夜かぐやは憑つき物ものが落ちたように理解したようだ。

「ねぇレイちゃん。初はつ恋こいが実らないって、きっと本物の恋こいをするための練習なのかも」

「そうだといいね」

　輝夜かぐやちゃんは急に砂すな浜はまに駆かけだして、海に向かって叫さけんだ。

　他の人が大勢いてもお構いなしに大声を張り上げた。

　何度も何度も、自分の中に溜たまっていたものを吐はき出だそうとしているようだった。

　肩かたで息をするほど叫さけんだ後、輝夜かぐやちゃんは自分の顔を両手で拭ぬぐった。

　そして振ふり返かえる。

「わたしのせいで悠ゆうくんが家族から離はなれたなら、償つぐないたい。うちの家族はみんなお義に兄いちゃんのことが大好きなの！　だから安心だと思って、帰ってきてもらいたい」

　輝夜かぐやちゃんは目元を赤くしながらも、ハッキリと答えた。

「もう心のグラグラは収まった？」

「まだ、かな。でも原因がわかって少しはマシになった。悠ゆうくんがとてもいい男で、わたしにとって特別なお兄ちゃんで、だからこそ絶対に家族でいるべきなんだって」

　そこに浮うかぶ笑え顔がおはもう少女のものではなかった。

「輝夜かぐやちゃん、傷つけてごめんね」

「ううん。レイちゃんのおかげで、わたしは自分がした酷ひどいことに気づけた」

　そこに立つのはもう無む邪じや気きな子どもではない。

　わがままを言う、甘えもする、腹も立てる、そんな悠ゆう凪なぎくんの可か愛わいい妹さんだ。

「ねぇ、レイちゃんは好きな人いる？」

「いるよ」

「どんな人？」

「秘密なの。そういう協きよう定ていを結んでいるから」

「そうなんだ。いつか教えてね」

　年下の少女は自分の禁じられた恋こいの清算に目め途どをつけた。

　ならば天てん条じようレイユもまた例外扱あつかいされるのは──フェアじゃない。

　大人として、きちんとケジメをつける。

　悠ゆう凪なぎくんはまだ高校生だ。家族と暮らせるのなら暮らすべきだ。輝夜かぐやちゃんもそれを望んでいる。

　アタシの個人的な感情なんて取るに足らない。

　すべてが元に戻もどることこそ、誰だれが見ても一番正しい結末だ。

　高校生はふつうに親元で暮らし、教師が生徒の手料理を毎日食べたりはしない。

　秘密なんてない方がいいに決まっている。

「輝夜かぐやちゃん。後のことはアタシに任せてもらえない？」

　アタシは最後に自分がすべきことを決めた。







第四章　夕ゆう凪なぎに想おもう










　天てん条じようさんから輝夜かぐやと合流して帰宅したという連れん絡らくを受けて、俺も帰ることにした。

「これ、義いも妹うとさんに渡わたして。お詫わび。中学生相手に大人げなかった」

　旭あきらはわざわざ輝夜かぐやがレジに持っていきそびれた服を買って、俺に渡わたしてくれた。

「おまえ、ほんとうにいいやつだよな」

　俺の中の久く宝ほう院いん旭あきらの評価が急きゆう上じよう昇しようした。

　ぶっきらぼうに思えても、情に厚くて律りち儀ぎだ。

「ちょ、梨り々り花かも半分は出したから！　くれぐれも義いも妹うとちゃんと仲直りしてね」

　黛まゆずみさんも相変わらずの元気さだが、その気き遣づかいがありがたい。

「ふたりともありがとう。必ず渡わたすよ」

　俺自身が買ったものと合わせて、リュックサックに入れる。

「ちゃんと手て渡わたしするように。宅配便で送って、電話やメッセージで済ませるなよ」

「そうそう。直接足を運んでくれることに意味があるんだから」

「お、おう。肝きもに銘めいじておくわ」

　こちらの弱気を見み抜ぬくように女子ふたりは釘くぎを刺さす。

　もう正直、俺には輝夜かぐやの気持ちがわからずお手上げだった。なにを考えているのか、さっぱりわからない。どう接したらいいのか、困ってしまう。

　いっそ手の施ほどこしようもないほど盛せい大だいな兄きよう妹だい喧げん嘩かに発展すれば家に寄りつかないで済む口実になるのに……。

「喧けん嘩かしたって仲直りできるのが兄きよう妹だいじゃないの？　私、ひとりっ子だから知らないけど」

「ニッキーにもガキみたいなところあるんだねぇ」

　かくして俺は、輝夜かぐやに服を渡わたして仲直りするために実家に帰らざるを得なくなった。

　輝夜かぐやが落ち着いて話せるように一日ほど置いて帰省する。

　冷れい却きやく期き間かんを置けば、仲直りもしやすいか。

「……輝夜かぐやと本気で喧けん嘩かしたの、そういや初めてか」

　日曜日だから仮に輝夜かぐやが出かけていても、最悪夜まで待てば帰ってくるだろう。







　そして翌日。朝から見事な晴天で、気温もぐんぐん上じよう昇しよう中ちゆう。

　五月なのに真夏並みの陽気になりそうだ。

　午前中は洗せん濯たくと部屋の掃そう除じを済ませる。今日は気持ちよく衣類が乾かわきそうだ。

「おはよう！　天気いいから、一いつ緒しよに海に行かない？　行くでしょう。行くしかないよね！」

　玄げん関かんの扉とびらを開けると、天てん条じようさんに海へいきなり誘さそわれた。

　サングラスで、白い歯の眩まぶしい笑え顔がおで誘さそってきた。ギャルノリがすぎる。

　アクセル全開、テンションＭＡＸで出発が待ちきれないという様子。準備万ばん端たんで足元にはお出かけ用の大きなトートバッグが置いてある。

「……二日続けてアクティブですね」

「休みの価値は大人になるほど増すの。ダラダラしてたら、あっという間におばあちゃんよ。大人にとって自由な二十四時間がどれほど貴重なのか？　気づいた時には自由に使える時間は簡単には手に入らなくなる。それが学生時代との最大の違ちがい！」

　玄げん関かん先さきで休日の有効活用を力説する。

　いきなりすぎて、まだその勢いについていけていない。

「大変ですね、社会人。ゆっくり休んでいた方が回復するのでは？」

「遊ぶのも立派な回復法」

「じゃあ、他のお友達を誘さそう方が気き兼がねないのでは？」

「親友は本日、ＢＢＱという名の屋外合コンだから付き合えないって」

「真の肉食系っすね。じゃあ、ひとりでは？」

「カップルだらけのエリアにひとりで行くのはしんどいってば。ナンパとかウザいし」
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「それは確かに」

　心がざわつく。昨日も声をかけられていたし、天てん条じようさんをひとりにしていたら心配だ。

「でも、なんでまた急に海へ？　もうすぐ昼ですよ」

　海へ行くには出発するのが遅おそいような。

「改めてね、ゴールデンウィークの穴あな埋うめをしたいなと思って。ちなみに行くのは湘しよう南なん・鎌かま倉くら方面だから日帰りで十分行けるよ」

　天てん条じようさんはどうしても今日行きたいらしい。

　出かけるには最高の陽気だ。部屋に引きこもっているのはもったいない。

「もちろん本心としては喜んで行きたいですけど、それって隣りん人じん協きよう定てい的てきにはアウトでは？」

　了りよう承しようしたい一方、定めたルールを軽々しく無視するわけにもいかない。

「クルマは移動する箱、つまり広義の解かい釈しやくでは部屋の延長よ。隣りん人じん協きよう定ていの第一条、隣となり同どう士しなのはふたりだけの秘密。これは破ってないでしょう」

「かなり強ごう引いんな解かい釈しやくですね」

　ふたりの関係が第三者にバレなければいいという大前提には抵てい触しよくしていない。

　むしろ昨日の方が遥はるかに危あやうかった。輝夜かぐや、旭あきら、黛まゆずみさんが揃そろっており、下手をすればその場で遠とお海みレイの本名が天てん条じようレイユで、担任であることが芋いもづる式にバレていただろう。

　それに比べれば今日の遠出の方が安全だ。

「アタシも今日一日は遠とお海みレイとして過ごすから。お隣となりさんとの外出ならいいでしょう？」

　便利だな、遠とお海みレイ。思いつきの割に大だい活かつ躍やくだ。

「まぁ、近場でなければ大だい丈じよう夫ぶか」

　クルマで移動するような遠方であれば、さすがにクラスメイトと会うとは考えにくい。

　なにより、昨日は輝夜かぐやのことを任せてしまった大きな借りもある。

「レンタカーだって予約して支し払はらい済ずみなの。ねぇ、悠ゆう凪なぎくん付き合って。お願い」

　ダメ押しとばかりに付け加えた。

　顔の前で手を合わせて、おねだりするような上うわ目め遣づかいにグッとくる。

「まぁ天てん条じようさんがそこまで言うなら」

　こんな風にお願いされて断れる男はいない。

　渋しぶ々しぶ了りよう承しようした風を装よそおっているが、内心は拍はく手しゆ喝かつ采さいエレクトリカルパレードなお祭り騒さわぎ。

　やった、天てん条じようさんとお出かけだ。

　おすそわけがあるように、外出のお誘さそいがあっても不思議じゃない。

「はい、ダウト！　今日のアタシは遠とお海みレイだから、それ以外の呼び方は禁止」

「遠とお海みさんとか言い慣れないな」

「じゃあ、レイでいいよ。これなら大差ないでしょう？」

　天てん条じようさんは実にあっさりと下の名前呼びを許可してくれる。

　レイユ、と気安く呼び捨てにできるほど俺は美人で年上相手の扱あつかいに慣れていない。

「じゃあレイさん。すぐに準備してきます」

「はーい、じゃあアパートの前に止めてあるクルマで待っているね」

　降って湧わいたまさかの展開に顔のにやけが抑おさえられない。

　大急ぎで昨日のままのリュックに、財さい布ふとスマホ、鍵かぎとタオルと思いつくものを適当に放りこむ。

　いいか、錦にしき悠ゆう凪なぎ。こういうのは勢い。迷ってはダメだ。

　行くと決めたからには恐おそれず全力で楽しめ。

　俺は今どき珍めずらしいほどに近所付き合いを大事にする男だ。







　クルマは安全運転で快調に飛ばし、高速道路へ入っていく。

　ついこの前にゴールデンウィークがあったせいか、交通量は比ひ較かく的てき少ない。俺たちを乗せたクルマはスムーズに進んでいく。

　そのスピード感に反して安定した走行は非常に乗のり心ごこ地ちがいい。

　車内で流れるラジオの軽快なトークと絶ぜつ妙みような選曲で、俺の気分も俄が然ぜん高まっていた。

「先生って」

「呼び方」

　俺は冷静を装よそおいながら言い直す。

「レイさんって運転もお上手なんですね」

　助手席に座った俺は彼女の腕うで前まえに感心してしまった。

　意外というか、ふつうに運転できている。

「旅行とか帰省した時にはクルマも運転するからね」

「もっとヒヤヒヤさせられるかと思ったので、いい意味で拍ひよう子し抜ぬけです」

「アタシはきちんと法律を守る大人ですから」

　レイさんは得意げだった。

　その意味合いは俺たちの関係性のことを言っているみたいで笑ってしまう。

　今日の装よそおいは夏っぽいアクティブなものだ。ノースリーブに動きやすいパンツスタイルというシンプルながら、天てん条じようレイユのポテンシャルが十二分に発揮された服装である。

　ハンドルを握にぎる白くて細い腕うでが眩まぶしい。

「日ひ射ざしで暑かったら適当にクーラーの温度下げてね」

「これ以上ヒートアップしないように気をつけます」

　目的地にもついていないのに、俺の心臓は静かに高鳴る。

　冷静に考えてみれば、これは完かん璧ぺきにデートのようなものではないか？

　偶ぐう然ぜん、近所のスーパーで出会って帰り道を一いつ緒しよに帰ったこともあったが、今回はきちんと誘さそわれて外出している。まったくもって突とつ発ぱつ極きわまりないお誘さそいだが結果オーライ。

　うん、デートだ。そういうことにしておきたい。

「しかし、なんでまた海へ行こうと思ったんですか？」

「海を見るのが好きなんだ。今日は無む性しようにそういう気分でさ」

　水泳部の顧こ問もんを務めているし、この人はずいぶんと水が好きな人らしい。

「ねぇお腹なか空すかない？　次のサービスエリアで軽く休きゆう憩けいしよう」

「賛成です」

「ねぇ、ところで高速道路沿いってなんで変な形の建物が多いんだろうね」

　レイさんは軽い雑談のつもりで、際きわどい質問を投げかけてくる。

「あれ、ラブホテルですよ」

「え、そうなの!?」

　彼女の肩かたに力が入る。その動どう揺ようにより、クルマがわずかに揺ゆれた。

　おっと、運転中にこの手の話題は危なそうだ。

「へ、へぇ～～そうなんだ」

「興味あるんですか？」

「違ちがう！　ただ、お城みたいなものや妙みように派手だったり、変わった建物をたまに見かけるから、なんだろうなって……」

　レイさんは慌あわてて弁明する。

　何気なく見ていた建物が男女の営みを行う場所だと知ったせいで、当たり前の景色の意味が少しだけ変わってしまった。

「…………」

「…………」

　完全に話題のチョイスをミスした。会話が続かない。

　横目で彼女の様子を見れば、赤くなった顔で唇くちびるをきゅっと萎しぼませていた。

「や、やっぱりこの手の話題はダメね。知識に疎うとくて」

「俺もまともに答えてすみません」

「と、とにかく一いつ旦たん休きゆう憩けいしようか？」

「え、休きゆう憩けい!?」

　俺は驚おどろく声を上げると、彼女は不可解そうな反応を示す。

　レイさんが滑なめらかな手つきでハンドルを回してサービスエリアに滑すべりこんでいく間に、俺が休きゆう憩けいを別の意味で勘かん違ちがいしたことを仕方なく説明する。

「悠ゆう凪なぎくんのエッチ！」

　はい、否定のしようもありません。興きよう味み津しん々しんなお年とし頃ごろです。







　無事にクルマを止めて、車外に下りた彼女はサングラスを外す。

「くぅーここまで安全運転！　よかったよかった！」

　腕うでを上げて、大きく背せ伸のびをして腰こしを回すなど身体からだを解ほぐしていく。

　やっぱりスタイルがいい。綺き麗れいなボディーラインに惚ほれ惚ぼれしてしまう。

「ひとりで運転させてすみません。俺も免めん許きよを持っていたら交代できるんですけど」

「大学生になってからでもゆっくり取ればいいじゃない」

「その時はまたドライブ行きましょう」

「……そうだね」

「レイさん？」

　そのかすかな間にわずかな違い和わ感かんを覚えた。

「さて、運転するとお腹なか空すくんだよね。お店も色々あるから悩なやんじゃうな」

「好きに食べましょうかね」

　トイレ休きゆう憩けいをしてからお店を回る。

「疲つかれていると甘いものが欲ほしくなるよね。まずはソフトクリーム！」

　ふたり分のソフトクリームを買って、その場で食べる。

「ん～～冷たくて味も濃こい」

「ソフトクリームって久しぶりに食べましたけど美う味まいな」

「外で食べるとイベント感も相まって最高だね」

「今日はずっとテンション高いですよね？」

　お隣となりさんは笑え顔がおを絶やさない。

「そう？」

「なんとなく、そんな気がして」

「日帰り旅行だよ。テンション上げなくてどうするの？　それとも車くるま酔よいでもした？」

「平気です。ただの勘かん違ちがいでした」

　俺は自分のソフトクリームを大口で食べる。

　彼女も味わうように舐なめていく。

「ソフト食べたら、お次はどうしよう？」

「焼きそばや肉にく串くしにも惹ひかれますね」

「こういう時に食べるガッツリ系ってやたらと美お味いしく感じるよね」

「わかります。見ているだけで勝手にお腹なかが空すいてヤバイです」

「若いなぁ、さすが高校生」

「レイさんだって、この前俺が作った唐から揚あげをバクバク食べていたじゃないですか」

「バクバクじゃなくてパクパクくらいよ。だって美お味いしいんだもの」

「気に入ってくれたなら、またいくらでも作りますよ」

　この人のためなら喜んで料理の腕うでを振ふるうし、さらに磨みがいていこう。

「君はいい男だよ。どこに出しても恥はずかしくない」

　俺の好きな人は穏おだやかに微笑ほほえむ。

　その澄すました面おも差ざしはなぜか教室で見上げる天てん条じようレイユよりも大人に思えてしまう。年ねん齢れいが急に変わるわけでもないのに変な話だ。

　いつもならその美しさに見み惚とれているところだが、むしろ存在が遠く感じた。

「悠ゆう凪なぎくん？　どうした？　アタシ、褒ほめすぎちゃった？」

　俺の顔の前で手を振ふられた。

　白く細い指先は色っぽい。

「そうですね。浮うかれてボーっとしちゃいました」

「クルマの中では寝ねててもいいよ」

「ドライバーの話し相手になるのは助手席の役目なので」

「無理しないで。睡すい眠みんは大事だから」

「ベッド以外でレイさんと長時間こんな近くにいるのは初めてなんだから緊きん張ちようするに決まっているじゃないですか」

　俺はからかうように笑う。

「訂てい正せい。君に気を遣つかう必要なかった」

「楽でいいでしょう？」

「否定はしないけど」

「少なくとも嫌いやな相手はドライブに誘さそわないと思いますけど？」

　彼女は照れたように顔を逸そらした。
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「無事に到とう着ちやく！　海だ！」

「運転お疲つかれ様さまでした！」

　再びクルマを駆かること一時間弱、ついに目的地の海に到とう着ちやくした。

　視界いっぱいに広がるオーシャンビューは開放感に溢あふれる。

　煌きらめく日ひ射ざし、絶え間なく形を変える海、打ち寄せる波の音、潮風、砂の感かん触しよく。

　すべてが非日常に思える。

　完全に夏を先取りしたような暑さに誘さそわれて、海岸は多くの人であふれ返る。

　地元民や俺たちのような遠方からの観光客は早くも水着になって海と戯たわむれ、サーファーが幾いく人にんも波に乗っていた。白波の上を斜ななめに滑すべり降おりていく様は見事なものだ。

　俺たちは駐ちゆう車しや場じようにクルマを止めて、海岸を歩く。

「やっぱり今日は人が多いですね」

「見ていると泳ぎたくなる」

　横でウズウズしていた。気持ちはわかる。

「水着、持ってきているんですか？」

「さすがに今日は持ってきていないよ」

「海の正装ですよ。忘れるなんてマナー違い反はんじゃないですか」

「本音は？」

「あなたの水着姿がまた見たかったですッ！」

　男・錦にしき悠ゆう凪なぎ、魂たましいからの叫さけび。

　今も脳のう裏りに焼きつく風ふ呂ろ場ばに入ってきた天てん条じようレイユの水着姿は眼福だった。

「水泳部に入部すれば、いつでも見られるじゃない」

「そういう下心全開の厚かましい真ま似ねをしたら嫌いやがるでしょう？」

「わかっているじゃん」

「見直しました？」

「だからって他の女の人の水着を見ちゃダメだよ」

「今日の混雑っぷりなら勝手に視界に飛びこんできますけど。目を瞑つぶって歩けっていうんですか？」

「じゃあジロジロ見ない」

「ささやかな譲じよう歩ほだな」

「……そんなに女の人の水着が見たいの？」

「レイさんの水着姿が見たいんです」

「正直者」

「噓うそつきよりはマシでしょう？」

「限度がある」

「これでもかなり我が慢まんしているんですよ？」

「知っている。だけど、まだダメ」

　指で小さく×を作って、彼女はにこやかに禁止を言いい渡わたす。

　うーん、年上なのにとても可か愛わいい。

　学校での凜り々りしい姿とのギャップに俺はやられてしまったのだ。

　いつまでも眺ながめていられる。

「焦じらしプレイだ」

「また変なこと言って！」

　俺の腕うでを軽く叩たたきながら、彼女は大口を開けて笑っていた。

　近所や学校と違ちがって、知り合いの人目を気にする必要がない。ここには俺たちの関係を知らない他人だけだ。その解放感がいつも以上に俺の心を軽くしているのだろう。

　人間は基本的に我が慢まんさせられるのが嫌きらいな生き物だ。

　ところが好きな人とのやりとりならば、その我が慢まんさえ娯ご楽らくにもなってしまうのだから実に不思議なものだ。

「連れてきてくれてありがとうございます」

　俺の頰ほおも緩ゆるみっぱなしだ。

　ドライブの時間を経て緊きん張ちようは抜ぬけて、今は気楽にふたりの時間を楽しめていた。

　強い海風が彼女の長い髪かみを揺ゆらす。

　遠くを見つめる白い横顔。まつ毛は長く、鼻は高く、耳の形は綺き麗れいで、細いあごのラインが美しい。髪かみを押さえる腕うでのしなやかさ。

　輝かがやく海をバックにした彼女は神秘的でなんて絵になるのだろう。

　見ているだけでどんどん虜とりこになってしまう。

「さて、少し遅おそいけどランチでも食べに行こうか？」

　振ふり返かえったレイさんは、いつもの気のいいお姉さん風に砕くだけた顔になる。

「今日食べてばっかりじゃないですか？」

「いいじゃないの。食も立派な旅の目的よ。ずっと太陽の下にいるのも暑いし」

「そうですね」

　俺たちは近くのカフェに入る。

　普ふ段だんは都心のチェーン店くらいしか利用しないから、こういうオシャレな店内は慣れない。

　大人な彼女は店員さんの案内にも戸と惑まどう様子がない。きっとお友達とかと女子会などで幾いく度どもオシャレなお店に足を運んでいるのだろう。

　こういう時、場数の少なさが露ろ呈ていして少し恥はずかしかった。

　高校生の懐ふところ事じ情じようではこういう値段の張るメニューばかりのお店に通うのは厳しい。

　ＳＮＳにいる芸能人かと見まがうキラキラした美男美女がふつうに店員をやっていた。

　冷れい房ぼうの効いた店内。ランチタイムのピークは過ぎており、上う手まい具合に眺ながめのいい席に座ることができた。

　デートとしては申し分ないシチュエーションだ。

　メニューをテーブルの真ん中に置いて、ふたりで覗のぞきこむ。

「悠ゆう凪なぎくん、どうしたの？　急に静かになっちゃって」

「己おのれの未熟さを嚙かみ締しめているところです」

「なにそれ？」

「こういうオシャレなお店は場ば違ちがいな気がして」

　サービスエリアでの買い食いとは訳が違ちがう。

「そのうち慣れるわよ。君は、これからいくらでも行けるじゃない」

「その時はまた付き合ってくださいね」

「……あぁ、うん」

　彼女の反応は控ひかえ目めだった。

「もちろん正式には卒業後ですよ！」

　俺は慌あわてて補足する。あんまりはしゃぎ過ぎてしまうのもよくない。隣りん人じん協きよう定ていはしっかり守るという体てい裁さいを崩くずすつもりはない。

　ただ、こうしてふたりで休日を過ごせることが、俺にとって特別だ。

「毎回海まで来これないからね」

　そう言って、店員さんを呼んで注文をする。

　料理が来るのを待つ間、俺は昨日の礼を直接伝えた。

「輝夜かぐやのことありがとうございました。先に旭あきらと黛まゆずみさんと会っていたから途と中ちゆうで連れん絡らくができなくなったんですね」

「いきなり後ろから声をかけられて焦あせったよ」

「黛まゆずみさんに質しつ問もん攻ぜめにされませんでした？」

「されたされた。黛まゆずみさんって元気よね。久く宝ほう院いんさんは逆に大人しかったかな」

「朝一じゃないから機き嫌げんが良かったんでしょう」

　寝ね起おきの久く宝ほう院いん旭あきらの口と態度の悪さはなかなかだ。

　それは担任である彼女もよく知っているから苦笑い。

「遠目にだけど、ふたりと合流して上う手まいこと話を合わせているんだから悠ゆう凪なぎくんの話術も大したものね」

「レイさんも、よく輝夜かぐやが走っていくのがわかりましたね」

「みんなから離はなれたところでこっそり様子を見ていたからね。悠ゆう凪なぎくんが、ふたりを引き留めてくれなかったらどうなっていたことやら」

　我ながらナイスアシストだ。

「全員が鉢はち合あわせしたら一発アウトですもね」

　旭あきらや黛まゆずみさんを俺たちの共犯者にはさせられないし、できないだろう。

「ヒヤヒヤしたなぁ。秘密を守るってつくづく大変だよね」

「輝夜かぐやも俺を家に戻もどすことなんて、さっさと諦あきらめてくれればいいのに。そうすれば遠とお海みレイなんて偽ぎ名めいを名乗らせることもなかった」

　つい愚ぐ痴ちりたくなってしまう。

「それでも、輝夜かぐやちゃんのことは嫌きらいになれないでしょう？」

　俺の好きな人は見み透すかす。

「そりゃ可か愛わいい義いも妹うとですから」

　大切にしたいという気持ちは本物だ。

　ただ、錦にしき輝夜かぐやはどこまでいっても俺の義いも妹うとだった。

　恋こいをするなんてありえない。

「アタシも似たような立場だから、申し訳ないな……」

　彼女はどこか自じ嘲ちよう気ぎ味みに漏もらす。

「──変な共感なんて今すぐ捨ててください。あなたと輝夜かぐやは立場が違ちがいますよ」

　俺の𠮟しかるような言い方に、彼女はハッとなって顔を上げる。

「ごめん」

　ちょっと弱気の虫が出たようで、表情を曇くもらせる。

　あぁ、この人の心の内にある不安はやっぱり隠かくしているだけなんだと気づく。

「俺が守りますよ、なにがあっても」

　決意は変わらない。

「高校生がなにを言っているのよ」

「やっぱりハッキリとプロポーズするくらいじゃないとダメか」

「き、急になにを言い出すの!?」

　レイさんは慌あわてて、背もたれにのけぞる。

「あなたの望んでいる永遠の愛って特別なひとりを決めて、その人を生しよう涯がい愛あいし抜ぬく。他の人との絶対的な区別をつけて、決して揺ゆるがない愛情を持ち続ける。違ちがいますか？」

「合っているけど……重くない？」

　自分の求めているものを改めて言葉にされて、彼女は物もの凄すごく恐きよう縮しゆくしていた。

「俺なりにその重さはわかっているつもりです」

「気が早いってば」

「結論は変わらないでしょう？」

「物事には順序やタイミングがあるの」

「煩わずらわしいですね」

「だから結けつ婚こんしない人も増えているんでしょう」

　結けつ婚こんというものに憧あこがれはないような反応だった。

「え、まさか俺との関係は遊びじゃないですよね!?」

　俺は大おお仰ぎように動どう揺ようしてみせる。

「違ちがう！　そんなわけない！」

「じゃあ、隣りん人じん協きよう定ていの第六条を復唱！」

「え!?　ここで？」

「いいから、はい！」

　俺が煽あおるがままに、彼女は素す直なおに答えた。

「えっと。第六条、卒業までお互たがいに恋こい人びとはつくらない」

　ぼそぼそとした自信のない言い方だった。

「聞こえませーん。もう一回！」

　もちろん即そくやり直し。

　大事なことは何度でも確かく認にんするべきだ。

「第六条、卒業までお互たがいに恋こい人びとはつくらないッ！」

　俺にだけハッキリ聞こえるように答える。

「素す晴ばらしい。ご褒ほう美びにハグしたくなります」

　第六条を追加した時のように抱だき合あいたいものだ。

「めっちゃ満足そうな顔が腹立つなぁ。さっきまで大人しかったくせに」

　思わず言わされてしまったことに頰ほおを赤くする。

「ふたりで決めたことです？　違ちがいますか？」

「うん」

　レイさんは小さく頷うなずく。

「……こういうのって他の人から見ればイチャついているように映るんですかね？」

　ふと自分たちを客観視してしまう。

「え？　それヤバいよ！　ふつうに話しているつもりなのに、学校でバレちゃう!?」

　あれでふつうのつもりなのか……ッ!?

　この人、恋れん愛あいスイッチが入ると浮うかれていることに気づいていないのか。

「最近はひとまず落ち着いているから大だい丈じよう夫ぶですよ」

「ひとまずってどういう意味よ!?　少し前までは危あやうかったの？」

「自覚なかったんですか……？」

　俺は教室での具体例を挙げていく。

　イチゴジャムの話とか、旭あきらのモーニングコールのことでプチ冷戦状態になった時には黛まゆずみさんにテンションが低いと指し摘てきされていただろうに。

「これまで以上にもっと気を引ひき締しめないと」

　自分自身に暗示をかけるみたいに決意を新たにしていた。

「ボロが出そうになるのも愛の証あかしと思えば」

「大人はそういうわけにはいかないの」

　怜れい悧りな声で俺の戯たわ言ごとを一いつ蹴しゆうする。

「ストイックですね」

「職業意識の問題よ」

「俺も将来レイさんが教師を辞やめることがあったとしても、家族で暮らしていけるくらい稼かせげる大人になれたらな」

　若さとは無限の可能性である。夢を見るのは自由だ。

　俺は、俺の望む未来が欲ほしい。

「ありがとう。だけど、君の経済力とアタシが働くのは別問題」

　レイさんはしっかり自立しており、片方に依い存ぞんするつもりはないようだ。

　そのキッパリとした態度は頼たのもしかった。

「野や暮ぼなことを言いました」

「けど、その向上心は大切にしておきなさい。漫まん然ぜんと努力しているだけより、モチベーションがある方が今後の結果も変わるだろうし。この先だと大学受験とか」

　耳が痛いけど、しっかり覚えておこう。

「俺のモチベーションはあなたとの存在なので！」

「もうふざけないの」

「──本気ですよ」

　俺の顔を見て、彼女は瞬まばたきを繰くり返かえす。

「勢いとか、その場だけの口約束になんかさせません。俺は天てん条じようレイユが望むなら、永遠の愛だろうとなんだろうと真に受けてしまうんです。断固たる決意をもって、ただひとりの女性を生しよう涯がいかけて誠実に愛する。だから、安心してください」

　なんの力みもなく、俺はそんな言葉を素す直なおに言えた。

　彼女は両手で口元を押さえて、真っ赤な顔を隠かくすのが精せい一いつ杯ぱいだった。
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「美お味いしかったね。満足」

　食事を終えてからもなんだかんだとおしゃべりを続けて、追加でデザートを注文して気づけばカフェだけで二時間ほど経たっていた。

　太陽の位置は着いた時よりも低くなり、夕暮れの気配を漂ただよわせる。

「日ひ射ざしの強さが落ち着いて、過ごしやすくなりましたね」

「ねぇ、砂すな浜はまに出ようよ。眺ながめているだけじゃもったいないし」

　日が傾かたむいて、浜はま辺べの人の数もずいぶんと減った。

　俺たちは靴くつを脱ぬいで裾すそをめくり、裸足はだしになる。

　冷たい砂の感かん触しよくが足裏に心ここ地ちいい。

　そのまま波なみ打うち際ぎわまで近づいていく。

「ちょっと冷たいな」

「けど、我が慢まんできないほどじゃないですね」

　そのままピチャピチャと浅あさ瀬せを歩きながら、打ち寄せる波と戯たわむれる。

　弱い波の時ではギリギリまで海の中へ入り、ざぁーっと強い波が来ると俺たちは大おお騒さわぎしながら急いで浜はまへ下がる。

　そのうちどれだけ濡ぬれずに済むかを競きそうように、ちょっとしたチキンレースを繰くり返かえす。

　はしゃいでいるうちに足首どころかふくらはぎまで濡ぬれる。

「ギリギリまで粘ねばって、先に膝ひざ上うえまで濡ぬれた方が負けね」

　提案してきたのは彼女の方だ。

「勝ったら、景品でも出ます？」

「負けた方は勝った方の命令をきく」

「エッチなお願いでも可能ですか？」

「常識の範はん囲いッ！」

「俺の頭の中ではめくるめくピンク色な行こう為いも愛し合う者同士の常識に含ふくまれるのですが？」

「真顔で欲望を熱弁するな！」

「海の開放感って素す晴ばらしいですね」

「この場で叶かなえられること限定！　勝負が決まるまでノンストップ！　よーいドン！」

　そうとなれば負けるわけにはいかない。

　俺もレイさんも大真面目に濡ぬれるか濡ぬれないかの瀬せ戸と際ぎわを見み極きわめ、素す早ばやく動く。

　それを何度も往復するうちに下半身が疲つかれ、体力が削られていく。これ、反はん復ぷく横よこ跳とびとか、ちょっとしたシャトルランに匹ひつ敵てきする地味なしんどさだ。キツイ。

　段々と脚あしの濡ぬれる面積が増えていき、膝ひざ下したまでめくりあげたズボンの裾すそが濡ぬれてきた。

「疲つかれたでしょう？　もう楽になりなよ」

　レイさんは汗あせを浮うかべながら挑ちよう発はつしてくる。さすが水泳部顧こ問もん、日々泳いでいるから体力もある。

「そっちこそ遠えん慮りよなく力ちから尽つきていいですから」

　俺も負けじと粘ねばるが、膝ひざが上がらなくなってきた。いや、年下が体力で負けてどうする。

「倒たおれたら全身ずぶ濡ぬれになっちゃう、ぞッ！」

　彼女はどうしてこんなはしゃいでいるのだろう。

「どうぞ先にギブアップしてください。濡ぬれても俺が水着を買ってあげます、からッ！」

　だが膝ひざが笑い出し、すこんと力が抜ぬけてバランスを崩くずしかける。

　俺がなんとか持ちこたえた瞬しゆん間かん、レイさんに肩かたを押されて俺は砂すな浜はまに倒たおれた。

　直後、無む慈じ悲ひにも迫せまってきた波の回かい避ひも間に合わない。

　ざっぱーんと盛せい大だいに波をかぶり、びしょ濡ぬれだ。パンツまで海水が染しみこんでいる。

「ズルッ！　妨ぼう害がいアリなんて聞いてないですよ！」

　俺は塩しお辛からい顔を拭ぬぐって抗こう議ぎする。

「勝負とは常に非情なの」

「大人って汚きたないッ！」

「さぁて、どんな命令をしようかなぁ」

　悪い笑えみを浮うかべる彼女に思わず海水をかける。

　渾こん身しんの水みず飛沫しぶきが一いち撃げきで彼女の上半身までを濡ぬらした。

「悠ゆう凪なぎくん、それ反則！」

「先にルールを破ったのはそっちでしょう！」

　そのまま泥どろ仕じ合あいならぬ、海水の掛かけ合あいっことなり両者ともに全身濡ぬれる羽目になった。







　浜はまに上がって、持ってきたタオルで身体からだを拭ふきながらレジャーシートの上に倒たおれこむ。

「どうして、こんなことに」

「レイさんが面おも白しろがって勝負を持ちかけるから」

「勝ったのに、アタシまで濡ぬれなきゃいけないのよ！　うわ、ブラもぐっしょり」

　軽く腕うでを上げて、わきの下からノースリーブの服の中をチェックする。

　その仕草は妙みように色っぽく見えた。

「お互たがい風か邪ぜを引かないように気をつけないとですね」

「その時は君の看病を優先するよ」

「お隣となり同どう士し、対等でしょう」

「大人の責任ってものがあるの。ねぇ身体からだ冷やさないようにコーヒー買ってきてくれない？」

「わかりました。カフェラテとか希望あります？」

「今はブラックな気分。さあ敗者よ、命令だ。行ってこい!!」

「わかりました!!」

　俺はひとっ走りして、先ほどのカフェでブラックコーヒーをテイクアウトする。

　日中の鮮あざやかな空の青さはかすれるように消えていき、帰宅を促うながすようなオレンジ色に染まっていた。

　もうすぐ陽が沈しずむ。

　そろそろ帰ることになるのだろう。

「帰りたくないな」

　自然とそんな気持ちが湧わき上あがる。

　明日も学校がなければ、このまま一いつ泊ぱくしていきたい。今日という楽しい一日をまだ終わらせたくなかった。浜はま辺べへ戻もどりながら名残なごり惜おしさが募つのる。

「…………」

　海を見つめる彼女の後ろ姿はなぜだかさびしそうに見えた。

　バスタオルを肩かたから被かぶって身を縮めているだけなのに、なにかの終わりに耐たえているような印象を抱いだかせる。

　俺はふと、今日は一枚も写真を撮とっていないことに気づく。

　その瞬しゆん間かんがすべて楽しすぎて、記録に残そうなんて考える暇ひまもなかった。

　いや、違ちがう。

　──大切だから無意識のうちに避さけていたんだ。

　もしも写真に残して、他の誰だれかに見られたら俺たちの秘密を裏付ける証しよう拠こになってしまう。

　いつだって俺は自分より大切な人を優先する。

　それでいいと思っていた。そのためなら自分のことは後回しで構わない。

「買ってきましたよ。熱いから気をつけて」

　俺がそっと声をかけると、彼女は足先で砂の上に落書きをしていた。なかなかに絵心もある。

「ありがとう」

「足で器用に書きますね」

「ただの暇ひま潰つぶし。これ飲んだら帰ろう」

　ふたりでレジャーシートの上に座って、コーヒーを啜すする。

　コーヒーの熱がじんわりと染しみ渡わたり、冷たくなった身体からだがホッとする。

　寄せては返す波をしばし眺ながめながら彼女は切り出した。

「最後にお話ししない」

「なにについてですか？」

「悠ゆう凪なぎくんと、ご家族のこと」

「……それが今日の本題ですか？」

　俺は彼女の真の目的にようやく気づいた。

「まぁね」

「ずるいですよ。ここだと逃にげ場ばがないじゃないですか」

「真面目な話だから」

「輝夜かぐやになんか頼たのまれました？　無視していいですよ」

「ううん。アタシが話したくて。アタシとのことを抜ぬきにして、悠ゆう凪なぎくんが家に帰りたくないのって輝夜かぐやちゃんの態度だけじゃないと思うんだ」

「俺の方に問題があるって意味ですか？」

　ムッとする。

「輝夜かぐやちゃん、自分のせいであなたが家に居づらくなったことに責任を感じていたよ。だからあなたに許してほしくて部屋まで来たんだよ」

　輝夜かぐやの気持ちが代弁される。

「許すってなんですか？　しかもレイさんの口から言わせるのは卑ひ怯きようですよ」

「いつかは向き合うべきことだよ」

　レイさんが冷静であればこそ、大きなお世話だと感じてしまう。

「この話題はやめません？　楽しい一日が最後に台無しですよ」

　俺はコーヒーを呷あおると、舌の上に広がる苦味が強くなった気がした。

「君が輝夜かぐやちゃんを拒こばんでいるほんとうの理由はね、あの子の謝罪を聞きたくないんだよ」

　見けん当とう違ちがいだと否定しようとして、俺は言葉に詰つまった。

　聞き流すことも笑い飛ばすこともできない。

　あれ、なんでだ？

　自分でもわからない。

　おかしい。謝ってもらえば、あとは仲直りすればいい。拒こばむ理由がないはずだ。それなのに俺は──認めたくなかった。

　混乱して、上う手まく話せない。

「悠ゆう凪なぎくんはいいお兄ちゃんなんだよ。優やさしすぎて、可か愛わいい義いも妹うとさんから謝られてしまえば自分の気持ちを後回しにして許すしかなくなる。それが嫌いやなんだ」

「どうして？」

　ひと際、大きな波の音が響ひびく。

「誰だれよりも我が慢まんしていた君は、心の中でずっと怒おこっているんだよ」

「俺が、怒おこっている？」

「君は大人っぽいけど、大人じゃない。家族のためにそういう役割を精せい一いつ杯ぱい演じていたんだ」

「────」

　あぁ、我が慢まんが美徳なんて誰だれが言ったのだろう。都合のいい方便にも程ほどがある。

　バカらしくて、乾かわいた笑いが低く漏もれていた。

　錦にしき悠ゆう凪なぎがずっと囚とらわれていた心スのト痛レみス。

　表に出すことのなかった怒いかり。

　人はなぜ怒おこるのか？

　──傷つけられたからだ。

　いつものように平気な顔をして、聞き流せばいい。

　それなのに今だけはできなかった。

「あぁ、輝夜かぐやだけのせいじゃない。ずっと積み重なっていた。俺は、昔から怒おこっていたんだ。なんで俺ばかり我が慢まんしなきゃいけないんだって、どうして親が勝手に離り婚こんするんだ。その次は知らない家族が増えて、そのワガママのせいで俺だけ家族から離はなれないといけないんだよ」

　堰せきを切ったように言葉が溢あふれてくる。

　一度自覚してしまうと、押し殺していた怒いかりが驚おどろくほど新しん鮮せんなままに噴ふき出だす。

　固くフタをして、忘れたつもりになっていただけだ。

　俺が感じていた心の苦痛は簡単には消えないし、軽くならないし、褪あせもしないし風化することもしない。

　傷つけられた方が年月が経たとうとも生傷として抱かかえたまま生きている。

　あぁそうだ、認めよう。俺は家族のために我が慢まんしていた。

　幼い頃ころはお母さんを支えたくて、再さい婚こんしてからは義いも妹うとのことを優先した。家族の形を保つため、いつだって貧びん乏ぼうくじを引き続けていたのは──他ならぬ俺だった。

　いい子を演じて、家事を手伝い、勉強に励はげんで、家族にとって負担にならないようにずっと我が慢まんしてきた。

「なんで兄貴になんか恋こいをするんだよ、って俺は腹を立ててたんですね……」

「君は優やさしいから、まだ幼かった輝夜かぐやちゃんを想おもって家を出たんだ」

　それが俺の知らない、俺の本音だ。

「自分でも折り合いのつかない怒いかりが爆ばく発はつする前に逃にげただけですよ」

「逃にげ場ばのない家族だから言えないこともあるし、どんなに愛情があってもすべてを許せるわけでもない。当然だよ」

　彼女はそっと俺の頭を撫なでてくれた。

　思いっきり子ども扱あつかいするみたいに、頭をわしゃわしゃする。

　その少しだけ荒あらっぽい感じが、俺には嬉うれしかった。

「輝夜かぐやの気持ちにはどうあっても応えられないし、どうしようもなかったんですよ。はっきりと嫌きらいになれればいいのに、俺も中ちゆう途と半はん端ぱな兄貴です」

「過保護すぎたんだよ。そして輝夜かぐやちゃんはブラコン。周りから見れば、やっぱりふたりは仲のいい兄きよう妹だいだよ」

「恥はずかしいッ！」

　いざ客観的に指し摘てきされると、どうにも据わりが悪い。

「そういうのが思春期でしょう」

　彼女はウインクする。

「確かに」

「怒おこっていても、嫌きらいになれないなら、いつか許せるよ。それってただの兄きよう妹だい喧げん嘩かじゃない。そして、輝夜かぐやちゃんはもうその準備ができている。君は？」

　これでもう余計な心配をしなくていい。

　もう惑まどわされず、やっとただの兄きよう妹だいになれる。ふつうの家族として接することができる。

「自分のことって自分が一番わからないものですね」

　他ひ人と事ごとのように言えたのは、心の重荷が軽くなった証あかしだった。

「少しは楽になれた？」

「素す晴ばらしいお隣となりさんのサポートがあったおかげで」

　いつの間にか触ふれ合あった細い肩かたが俺を支えてくれていた。

　この人が気づかせてくれなかったら、俺と輝夜かぐやの距きよ離り感かんはずっと間ま違ちがえたままだったかもしれない。

「どんなに傷ついても、家族って帰れる場所はあった方がいい。自分の経験から言うけどさ、家族と仲直りできるならした方がいいんだよ。アタシは最後まで両親の在り方を許すことができなかったからさ。だけど、君はまだ間に合う。君を待っている家族がいるから」

　彼女はさびしそうに夕暮れの海を眺ながめる。

「できますかね？」

「保留のままだと余計にしんどいよ。思い切って白黒つけてきなさい」

「ダメだった時のことを考えたら恐こわいですよ」

「何事でもそう。失敗は恐こわい」

「先生でも？」

「恐こわいことだらけ。でも、最近はちょっとだけ勇気を出すだけで、物事は変わるんだって実感している」

「おすそわけが人生の分ぶん岐き点てんになるなんて、ですね」

　お隣となりさんは照れくさそうに笑う。

「もしもダメでも、アタシがひとりにさせないよ」

　背中を押されてしまう。




「だから、君はもう家族のところに帰りなさい」




「え？」

　意味がわからなかった。

「俺の聞きき間ま違ちがいですよね？」

「ううん。言った通りよ、錦にしき悠ゆう凪なぎくん。君はひとり暮らしを終わらせて実家に戻もどるの」

　一方的な結論。

　言葉が頭に上う手まく入ってこない。いや、理解を拒こばんでいるのだ。心が全力で受け入れるのを恐おそれていた。

「どういう意味かわかっているんですか？」

　ショックでコーヒーが手から落ちて、砂浜を黒く染めていく。

「もちろん」

「ジョークですよね？」

「本気よ」

　天てん条じようレイユは仮面のように表情を崩くずさない。

　あらゆる対話を認めず、説得など無意味だということを態度で示していた。

　これまでの楽しかった時間がすべて砂になって吹ふき飛とばされていくような気分だ。

　内臓に鉛なまりが詰つめこまれたみたいな重たい不快感に満たされる。

　五感が鈍にぶくなり、現実が遠ざかっていく。

　呼吸が浅くなって息苦しい。

「わざわざ、最後の思い出づくりのつもりで海まで連れてきたんですか？」

「…………」

「黙だまってないで、なにか言ってください」

「それが一番正しいの」

「納なつ得とくできません」

「子どもには家族が必要よ」

「俺が一番欲しいのは、あなたとの将来です」

「叶かなわない夢だったのよ。アタシも冷静になった。お隣となりに自分の教え子がいるなんて、やっぱり落ち着かない。リスクしかないの」

　あまりにもドライな声で説明する。

「その秘密を卒業まで守り通すための、隣りん人じん協きよう定ていでしょう！」

「まだ五月よ。君の卒業まで二年近くある。長すぎるよ……」

「すぐです！」

「大人の二年と子どもの二年は違ちがう」

「待ちきれなくて他に男でもつくるんですか？」

「君の貴重な時間を邪じや魔ましたくない」

「俺があなたと一いつ緒しよにいたんです」

　錦にしき悠ゆう凪なぎの青春には天てん条じようレイユが必要だ。

「無理よ」

「いきなり身を引くだなんて見けん当とう違ちがいもいいところだ。そんなのは、なんの意味もない！」

「アタシがこれからも教師を続けられる」

「恋こいより仕事を選ぶんですか？」

「そう捉とらえてくれて構わないわ。これまで助けてくれてありがとう。だけどもう大だい丈じよう夫ぶ。あなたは、家に帰りなさい。お隣となり同どう士しの暮らしはおしまい」

　彼女は事務的な礼を述べた。

「どうして、そんな酷ひどいことが言えるんですか？」

「第四条、隣りん人じん協きよう定ていはどちらか一方の申し出で破は棄きができる」

　彼女はハッキリと言った。

「これを履り行こうさせてもらうわ。隣りん人じん協きよう定ていはこれにて解消。今までありがとう」

　潮しお騒さいが急に大きくなって聞こえた気がした。

　だが、それは俺の勘かん違ちがいだ。

　打ち寄せる波はとても穏おだやかで、風の音も聞こえない。

　ごめんなさい、うるさくてよく聞こえませんでしたとしらばくれることもできない。

　俺は頭の中で必死に今の言葉を取り消す方法を考える。

　無理だった。

　第四条を持ちだされたら俺は逆らいようがない。

　天てん条じようレイユは一度決めたことは曲げないタイプの人だ。

　俺が情けないほどにごねたり、泣き落としをしたところで折れないだろう。

　最初に隣りん人じん協きよう定ていの内容を定めた時は、お互たがいに不都合や不便が生じた時に気き兼がねなく交流を絶てる安全装置のつもりだった。

　だが、あの時から状じよう況きようは進んだ。

　今の関係になってからはその軽々しさが裏目に出てしまう。

　彼女は海に誘さそう前から、とっくに腹の底で覚かく悟ごを決めていた。

　俺にはその悲痛な決意を感じ取れてしまっていた。

「今度は、俺の代わりに先生が犠ぎ牲せいになるんですか？」

「帰りましょう。もう日が暮れるわ」

　話は打ち切られ、砂すな浜はまからクルマに戻もどる。

　俺は最後にもう一度海を振ふり返かえった。

　水平線の上で、じりじりと燃え残ったような陽光が完全に見えなくなる。

　線せん香こう花はな火びが消えたみたいな切なさが胸を締しめつけた。

　太陽が沈しずんでしまうと、波の音がより鮮せん明めいに響ひびく。

　薄うす暗ぐらい空、海風がやたらと肌はだ寒ざむい。

　昼間はあんなにも暖かかったのに、日が沈しずむとこんなにも変わってしまう。

　まだ五月なのだ。夏じゃない。

　今日一日の出来事が夢だったのか。俺が見た海は幻まぼろしだったのか。

　すべてが闇やみに沈しずんでいく。

　夜が来た。







幕まく間あい四　それぞれの帰り道










　海から帰りのクルマの中では、ほとんど会話がなかった。

　ラジオの音が沈ちん黙もくを埋うめるように流れ続けていたが、アタシの耳には入ってこない。

　ひたすら運転に集中しながらも、このまま東京のアパートにつかなければいいと思った。

　彼が隣となりで過ごす時間が終わらずに済む。

　そうすれば楽しい休日がずっと続く。

　我ながら矛む盾じゆんしている。

　それは大人であるという建前で、アタシは本音を封ふうじていく。

　隣となりの様子を盗ぬすみ見みれば、彼はじっと窓の外を見ていた。

　窓ガラスに映りこんだ顔にはまだ少年の気配を残す。

　普ふ段だんの大人っぽい振ふる舞まいや行動でつい忘れそうになるが、彼は十代の男の子だ。

　そんな当たり前のことに目を瞑つぶりたい自分がいた。

「ねぇ先生。このまま別の場所に行きません？」

　対向車線の光を追いかけながら彼は呟つぶやく。

「行って、どうするの？」

「教師と生徒でなくなれば、なにかが変わるでしょう」

　高速道路沿いのラブホテルが目に入る。

　立場も年ねん齢れいも忘れて、ただの男と女になれば面めん倒どうな現実も忘れられるのか。

「君の人生の助けになりたい。どんな形であっても支えてあげたい。それだけは変わらない」

　だけど隣となりにいる男性はアタシの気になる人であり、同時に生徒でもあった。

「じゃあ俺がもしも大人だったら、レイユさんは付き合ってくれますか？」

　初めて、下の名前で呼んでくれた。

　それだけで沈しずんだ心が浮うき上あがるのを感じた。

「どうだろう。すぐに付き合える自信はないかな」

「今と変わりませんね」

「……けど、何回かゴハンに行ってアタシの愚ぐ痴ちとか弱音を聞いてもらううちに、好きになるかも」

　もしも、は甘い夢だ。慰なぐさめにもなれば、虚むなしさを再さい確かく認にんさせる。

　錦にしき悠ゆう凪なぎと天てん条じようレイユは心ではきっと繫つながっている。

　それを阻そ害がいしているのは、年ねん齢れいや立場という取るに足らないが重大な要素。

　時が経たてば変わっていくもの。

　だけどその将来が今のアタシには果てしなく遠い。

「ここまで親身になって生徒の悩なやみに寄より添そうなんて、天てん条じようさんはつくづく先生が天職ですね」

「最高の誉ほめ言葉だよ」

　それきり会話は途と絶だえた。

　今だけは自分が教師であることを後こう悔かいした。







「悠ゆう凪なぎくん、着いたよ」

「あ……すみません、俺寝ねちゃってて」

「ぐっすりだったね」

　クルマの心ここ地ちよい振しん動どうと疲つかれで彼は途と中ちゆうから眠ねむってしまったようだ。

「ここは……」

　辿たどり着ついた場所は、アタシたちが暮らすアパートではなかった。

「なんで俺の実家の近くなんですか？」

「輝夜かぐやちゃんから住所を教えてもらったの」

「いつの間に、そんな仲が良くなったんです？　いや、それはどうでもいいです。一度決めたら徹てつ底てい的てきですね」

　彼の態度は表面的にはいつも通りに戻もどっていた。

「ちゃんと話してきなさい。ウダウダと長引かせてもいいことないよ」

「荒あら療りよう治じだな。厳しい」

　悠ゆう凪なぎくんは諦あきらめたようにシートベルトを外して、クルマから降りた。

「運転ありがとうございました」

　リュックサックを背負って、彼は最後に運転席を覗のぞきこむ。

「いってらっしゃい」

　彼の後ろ姿が角に消えていくのを見届ける。

　ひとりだけの静かな車内で、アタシは大きく息を吐はいた。

　安全運転で帰るためにもなんとか気持ちを落ち着けようとする。

「……ダメだ、ダメだ。考えるな！」

　アタシは自分を抑おさえつけるように、感情に蓋ふたをするように唱えた。




「──君の先生だから恋こい人びとにはなれないよ」




　だけど女として別れの悲しさに涙なみだした。

　彼が実家に帰れば、この隣りん人じん関かん係けいも終わる。

　そのままただの生徒と教師に戻もどっていくだろうという予感に胸が張はり裂さけそうだ。

　長い人生を振ふり返かえった時、どれだけ自分の生まれた家族と一いつ緒しよに過ごすことができるのか。

　そう思えばこそ子どもが親元で過ごせる期間はとても貴重だ。

　まして悠ゆう凪なぎくんの家族は彼の帰りを待っている。

　彼にはまだ帰れる場所があるのだ。

　今も愛してくれる家族がいる。

　教師と生徒が壁かべ一枚隔へだてただけで過ごすことの方が不自然なんだ。

　アタシの想おもいだけを優先できない。その人生の一部をアタシの一存で奪うばえない。

「これでいい。これでいいの。だって、これが一番正しい」

　ハンドルに顔を伏ふせて、自分に言い聞かせる。

　物理的な距きよ離りが愛情を冷ますとは限らない。

　だけど、アタシたちは隣となり同どう士しと知ったことで心の距きよ離りを近づけた。

　どれだけ救われたことだろう。

　隣となりに彼がいてくれるだけで、アタシは孤こ独どくのさびしさを感じずに済んだ。

　頭ではダメとわかっていても、心までは騙だませない。

　アタシは、とっくに錦にしき悠ゆう凪なぎくんが好きだ。
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　年下で、教え子のお隣となりさんを男の人として見てしまう。

　引ひき裂さかれた感情に耐たえ切きれず、衝しよう動どう的てきに親友に電話してしまう。

　アタシは今日のことをすべて話した。

『……休日返上で生徒の家庭問題を解決するなんて、いい教師してますね。お人ひと好よし』

「休日返上なんて思えないから問題なの」

『今夜はヤケ酒に付き合いますよ』

「デートの約束があるんでしょう？」

『女性の急なリスケに腹を立てるメンズなんて、わたしの方からお断りです。……本気でしんどいんでしょう、レイユちゃん？』

「醜しゆう態たいを晒さらすに決まっている」

『長い付き合いなんですから今さら気にしないで』

「女の友情もいいものね」

『レイユちゃんだけは特別ですよ』

「ありがとう。だけど今日は疲つかれたし、明日も仕事だから」

　こんな酷ひどい状態ですら明日のことを考えてしまうのだから社会人とは悲しい生き物だ。

　その晩、彼がアパートに帰ることはなかった。







エピローグ　俺が一番帰りたい場所










　俺は実家の鍵かぎを開けるのを少し迷っていた。

　鍵かぎ穴あなの前まで持っていきながら柄がらにもなく緊きん張ちようしてしまう。

　見覚えのある建物は自分の家でありながら愛着や思い出がほとんどない。そんなものを抱いだく前に出ていってしまった。

　送り届けてもらった手前、ここで逃にげるわけにはいかない。

　とはいえ、海で隣りん人じん協きよう定ていの解消を告げられて以来、俺の気分はどん底だ。

　できれば今日一日を朝からやり直して、天てん条じようさんから海に誘さそわれても頑がんとして断る選せん択たく肢しをとりたい。このバッドエンドをなんとかなかったことにしたかった。

「無理な話だよな」

　振ふり返かえっても、天てん条じようさんの運転していたクルマはもういなくなっていた。

　テンションが一向に上がる気がしない。かといってアパートに帰っても隣となりには当の天てん条じようさん本人がいる。そんな状じよう況きようでメソメソしてても余計に惨みじめになるだけだ。

　そうして二の足を踏ふんでいるうちに扉とびらの方が先に開いた。

「悠ゆうくん、着いたね」

　輝夜かぐやは緊きん張ちよう気ぎ味みな顔で俺を出で迎むかえる。

「よぉ。昨日ぶり」

　もはや輝夜かぐやとの喧けん嘩かさえ些さ細さいなことのように思える境地だった。

「なんか酷ひどい顔しているけど」

「そっちも俺が今日帰ってくるのを事前に知っていたみたいだな」

「レイちゃんから聞いていたから」

「ぜんぶお膳ぜん立だて済ずみか」

　あの人には敵かなわないな。

「昨日は勝手に帰っちゃってごめん」

「俺も悪かったよ。そうだ、おまえに渡わたすものがある」

　リュックの中にいれっぱなしになっていた洋服をプレゼントする。

「俺の友達がお詫わびにって。もうひとつは俺から」

　輝夜かぐやが行ってしまった後、旭あきらと黛まゆずみさんが買ったものとは別に俺も輝夜かぐやが選ばなかった服をお詫わびに買っていた。

「え、両方ある!?」

　袋ふくろの中身を見て、輝夜かぐやは笑え顔がおを抑おさえきれない。

「ふたりが謝っておいてくれって。許してくれるか？」

「許──、って今度ばかりは兄きよう妹だいに関わる重大な問題なの。物に釣つられて、あっさり流したくない」と突つき返かえされる。

　いつになく真面目なことを言うから、俺も驚おどろいてしまう。

「どうした？　昨日あの人にキツイ説教でもされたか？」

「相談には乗ってもらった。だから、わたしは悠ゆうくんの優やさしさにもう甘えたくない」

「その発言には感動したが、プレゼントの洋服には罪がないだろう。受け取ってくれると助かるんだが？」

　輝夜かぐやは渋しぶ々しぶとばかりというポーズで、もう一度受け取る。

「悠ゆうくん、帰ってきてくれてありがとう」

　輝夜かぐやは真しん剣けんな表情で告げる。

「こっちも時間がかかって済まない」

「いいよ。悪かったのはわたしの方だし」

「俺は輝夜かぐやのことが好きだぞ」

「わたしも悠ゆうくんのこと好き」

「相思相愛だな」

「でも、家族としての好きでしょう」

「ああ」

　輝夜かぐやは首を上に下にとゆっくり振ふって唸うなった。

「うん、わたしの方も多分そうだと思う。悠ゆうくんと一いつ緒しよに過ごすのは楽しいけど、それは恋こい人びとみたいに付き合っていなくても楽しいって昨日のデートで十分わかった！　だから。もう安心していいよ」

「そうみたいだな」

　人間というのは不思議なもので不満なことがあっても、他の感情が上回れば怒いかりの優先順位は下がってしまう。

　それは怒いかりを我が慢まんするのとはまた違ちがった。

　過去は変えられないけど、今の俺の中で整理ができた。

　義いも妹うとの精神的な成長を実感できた喜びで、それなりに溜りゆう飲いんが下がってしまったのだ。

　わざわざ許すなんて大おお仰ぎように構えずとも、それでいいと思えた。

「悠ゆうくん、やっぱりわたしには甘いよね」

「どうやら俺も若じやつ干かんシスコンっぽいようだな」

「なんか、そう言われると途と端たんに気持ち悪く感じる」

　うわぁ、と表情を歪ゆがめる義いも妹うと。

「口が悪いなぁ」

「噓うそがなくていいでしょう？」

　天てん条じようさんが俺の直球な態度に時々困っている理由がなんとなくわかった。

「程ほど々ほどにしておけ」

「これが錦にしき輝夜かぐやなの。兄きよう妹だいとして長い付き合いになるんだから潔いさぎよく諦あきらめて」

「やっぱり帰ろうかな」

　玄げん関かん先さきで回れ右。

「ダメ！　夕飯作って待っていたんだから！　ねぇ！」と慌あわてて俺の服を摑つかむ。

「メシ食べていいのか？」

「自分の家なんだから当然でしょう？」

「じゃあ、ありがたくいただきますかね」と俺は靴くつを脱ぬいだ。

「ねぇ悠ゆうくん、わたしと会って後こう悔かいしていない？」

「まったく」

　それだけは間ま違ちがいない。

「輝夜かぐやこそ別に嫌きらいになってもいいんだぞ？」

「何度も言っているじゃん。わたしは悠ゆうくんに帰ってきてほしい。本物のお兄ちゃんとして」

　俺が心配していた錦にしき輝夜かぐやはもういない。

「……意地を張るのも、照れるのもおしまいだな。俺もさすがに成長しないと」

「お兄ちゃんは昔から大人じゃない」

　昔だったら否定しなかっただろう。

　感情を殺して、理性的に振ふる舞まうことが大人だと勘かん違ちがいしていた。

　背せ伸のびにすら気づかず、立派に見せようとした自分こそが本物だとうぬぼれていた。

　だけど、天てん条じようさんと一いつ緒しよに過ごすようになって俺も変わった。

　あの人を思おもい描えがくだけで自然と笑えみがこぼれる。

「俺もまだ子どもだよ」

　天てん条じようレイユという女性に出会えたから、俺は素す直なおに認められるようになった。

「ねぇ、悠ゆうくんの好きな人ってもしかしなくてもレイちゃん？」

「あぁ」

　あっさり答える。

「そっか。じゃあ、さすがに勝てないな」

「他の相手なら勝てるのかよ」

「余よ裕ゆうでしょう」

　俺の義いも妹うとは自信満々だった。

「あーあー結果的にわたしが悠ゆうくんとレイちゃんの恋のキューピットになっちゃったわけか」

「よくもまぁ自分で縁結びなんて言えたな」

「レイちゃんにフラれた時は慰なぐさめてあげるよ」

「じゃあ今頼たのむ。優やさしくしてくれ」

「えぇ!?」

　俺の返答が予想外だったのか、輝夜かぐやは顔を赤くする。

「え、えっと、それはあくまでも兄きよう妹だいとして、でしょう？」

　なんでそんな動どう揺ようしてんだよ、マイ・シスター。

「当たり前だ。ほら、お腹なか空すいたからリビングに行くぞ」

「ねぇ、悠ゆうくん」

「なんだ？」

「おかえり」

「────、ただいま」

　俺はほんとうの意味で、やっと家に帰ってきた。







　両親も俺が家に顔を出したことを大変喜んでおり、久しぶりに四人で食事となった。

　テーブルには俺の好物ばかり並んでいた。

　まるで毎日ここで食事をしていたように、俺は拍ひよう子し抜ぬけするほど違い和わ感かんなくこの場に馴な染じんでいた。他た愛わいのない会話を交かわし、食事は終始楽しく進んだ。

　おかげで天てん条じようさんのことに関して少しは気が紛まぎれた。

　食後、後片付けを義父と輝夜かぐやに任せて、母さんは俺を庭に連れ出す。

「どう、ひとり暮らしで困ったことはない？　お小こ遣づかいは足りてる？」

「仕送りが増えたら無む駄だ遣づかいしそうだから大だい丈じよう夫ぶ。俺なりに楽しくやれているから」

「そう。別にいつでも家に帰ってきてもいいからね」

「今楽しいって言ったばかりなのに、連つれ戻もどそうとするなよ」

　秒で真逆のことを言われて俺は吹ふき出だす。

「ほら、あなたが出ていったのは輝夜かぐやのこともあったから……」

　言い出しづらそうに切り出す。

「あなたが先に自分からひとり暮らしするって言ってくれたけど、結果的にあなたを家から距きよ離りを置かせるようになったのは間ま違ちがいないから」

　母さんは俺を追い出すような形になってしまったことに罪悪感を抱いだいているようだ。

　その申し訳なさを嫌いやというほど感じて、俺も段々と話しづらくなっていった。

　先走った息むす子こが悪いのか、引き止められなかった母親が悪いのか。

　親子でも互たがいに本音を交かわせないまま、家で顔を合わせるのがぎこちなくなって母さんとは折り合いが悪くなった。

　コミュニケーションとは難しいものだ。

「実の息むす子こも大事だけど、まだ小さかった新しい娘むすめが最優先だろう」

「そうやってあなたの優やさしさに、また甘えたのよ」

「助け合うのが家族でしょう」

「いい子に育ったわね。自じ慢まんの孝こう行こう息むす子こだわ」

　口先では誉ほめながらも表情がともなっていない。

　そう言うのが母さんの精せい一いつ杯ぱいだろう。

　俺のひとり暮らしについては納なつ得とくできていない。同時に理解もしている。

　人間は万ばん能のうではないし、現実では常に難しい問題が複雑に絡からみ合あっており、すべてを一挙に解決するのは困難だ。

「申し訳なく思ってくれるなら代わりに、ふたつお願いがあるんだ」

「なに？」

「輝夜かぐやとは仲直りできたよ」

「うん。それは今日のふたりの様子を見て、よくわかったわ」

「俺も気が楽になったよ…………」

「悠ゆう凪なぎ？」

「母さん、俺はまだひとり暮らしを続けるよ。続けたいんだ」

「そう。あなたがそうしたいなら、好きになさい」

「いいの？」

「一度決めたら自分が納得するまでやめない子でしょう」

「それと、少し将来の話。いつか俺が驚おどろくような決断をしても祝福してほしい」

「そんな予定があるの？」

「そこは俺のがんばり次し第だいかな」

「わかった。悠ゆう凪なぎのどんなことも受け入れるわ」

「……えらくあっさりＯＫしたね」

「悠ゆう凪なぎの存在に一番助けられてきたのは他ならぬお母さんだからね。あなたのことなら無条件に信じられるに決まっているわ」

「ありがとう」

「親は多少の迷めい惑わくかけられるくらいが嬉うれしいのよ。そうやって成長した子どもと関わり合いがもてるから」

「母親の鑑かがみだね」

「ただの愛情よ。……あなたは昔からお利口でしっかりしてたから、お母さんの悩なやみも一いつ緒しよに背負わせてしまって申し訳なくて」

「幸い親の愛情も感じていたので、息むす子こはグレずに育ちました」

「えぇ、あなたは私の宝物だもの」

　俺は面めん喰くらう。

「高校生の息むす子こに、そんなこと言うか？」

「あなたに白しら髪がが生えても同じことを言うわよ」

　うん、俺はどうあってもこの人の息むす子このようだ。

「……ところで、どんな決断？」

「先に聞いたら面おも白しろくないでしょう？」

「気になるんだけど」

　その程度では満足できないらしい。

　いい機会だ。前まえ振ふりくらいはあっても構わないだろう。

「母さん。俺、今好きな人がいる。本気なんだ。自分にとってかけがえのない大切な人だと想おもっている」

「ベタ惚ぼれね。あなたにもそんな情熱的なところがあるなんて」

「その人が背中を押してくれたから、こうして家に帰れた」

「……悠ゆう凪なぎと恋こいバナをするなんてねぇ」

　母さんは感かん慨がい深ぶかげに俺を眺ながめた。

「母親となんて照れくさくて話せないだろう」

「なんか嬉うれしい。新しん鮮せんな感覚」

「これっきりだよ」

「あなたの恋れん愛あい相そう談だんならいつでも大だい歓かん迎げいよ」

「いや、これっきりだから」

　次があるとすれば、それは今の恋こいが破れた時だけだ。

「お相手はアパートのお隣となりさん？」

　ズバリ言い当てられた。

「なんでわかるの？」

「母親だからよ。いつか機会があれば、そのお隣となりの方にもご挨あい拶さつさせてね」

　母さんは深くは問わず、しかし興きよう味み津しん々しんという様子だった。

「……まぁ高校を卒業するタイミングになれば、もう大だい丈じよう夫ぶかな」

　俺は淡あわい期待をこめて、そう答えた。







　今日はもう遅おそいからと俺は実家に泊とまっていくことにした。

　風ふ呂ろを済ませて、家に置いてあった寝ね間ま着きに袖そでを通すと少しだけ丈たけが短くなっている。

　自室は俺が泊とまるのを見み越こしていたらしく、部屋は綺き麗れいに掃そう除じがされておりベッドメイキングも済ませてあった。

　豪ごう勢せいな夕飯といい、俺が帰ってくるのが一大イベントみたいな扱あつかいである。

「至いたれり尽つくせりだな」

　アパートではすべて自分でやらなければならない。

　こうして誰だれかが身の回りを整えてくれるありがたみがよくわかる。実家って素す晴ばらしい。

　俺はベッドで横になって、色々あった長い一日だったと思い返す。

「……やっぱり自分の部屋と違ちがうな」

　中学卒業まではここで毎日寝ね起おきしていたはずなのに、自分の空間という気がしない。

　俺が生活の軸じく足あしを置いているのは天てん条じようさんが隣となりにいるアパートだ。

　ひとりになると己おのれの惨みじめさが押し寄せてくる。

「俺はフラれたのか？」

　楽しかった海辺のデートから一転、地じ獄ごくに突つき落おとされた。

　夕暮れの海という絶好のロケーションで、最悪なことを打ち明けられた。

　まるで恋こい人びとからフラれた絶望感。

　ほとんど悪夢にも等しい残ざん酷こくな仕打ちで帰りの車中は死にそうだった。ろくに天てん条じようさんの顔を見られないくらいしんどかった。そのうちに心身の疲つかれとクルマの振しん動どうでいつの間にか眠ねむっていた。正直ずっと起きたままでは車内の重たい沈ちん黙もくに耐たえ切きれなかっただろう。

　あんな気まずい会話をした後でも同じクルマで帰るなんて俺にとっては拷ごう問もんだ。

「──ん？」

　なにかが引っかかる。

「そもそも天てん条じようさんとは付き合ってすらいないんだぞ。フラれたって表現が適切なのか」

　気持ち的には完全にハートブレイクなんだけどさ。

　こんな傷心で母親にあんな啖たん呵かを切ったのも半ば自分自身を鼓こ舞ぶしているところもある。

「……隣りん人じん協きよう定ていってお互たがいの生活を助け合うのはもちろん、恋こい人びとになるのを卒業まで我が慢まんするためのルールだよな。我が慢まんの解消って一体なんだ？　むしろ好きにしていいってことでは」

　この期ごに及およんで、諦あきらめの悪い俺はポジティブ・シンキングする。

　ふたりの関係は振ふり出だしに戻もどった──のか？

　いや、違ちがう。

「あの人はただ、隣りん人じん協きよう定ていの解消を申し出ただけだ」

　これは事実だ。

　おすそわけが来る前の、お互たがいに無関心で無む干かん渉しようなただの隣りん人じんに戻もどった。

「だけど、なんで俺はフラれた気分になっていたんだ？」

　冷静に振ふり返かえるとおかしい。

　それは多分告げられた状じよう況きようや、天てん条じようさんから発せられる空気感でそう思わされただけだ。

「天てん条じようさんは一言も俺を嫌きらいになった、とは言っていない」

　なのに天てん条じようレイユのあの重苦しい雰ふん囲い気きは一体なんだ？

　ただでさえ美人は周りに対して影えい響きよう力りよくが強い。その上、普ふ段だんから明るい人が真逆のどんよりとした異様に暗いオーラを発せられると否いや応おうなく巻きこまれてしまう。

　アパートや学校で日常的に接して慣れていた俺でさえ、本気で沈しずんだ天てん条じようレイユには初めて遭そう遇ぐうした。

　俺は急いで身体からだを起こして、自分の顔を両手で叩たたいた。

「もっと早く気づけよ、錦にしき悠ゆう凪なぎ！　クルマとか海とか、今日は朝からぜんぶ主導権を天てん条じようさんが握にぎっていただろう！　あっさり流されやがって！」

　両りよう頰ほおの痛みで、活を入れる。

　天てん条じようレイユの下手な芝しば居いにまんまと騙だまされた。

　昨日の今日でいきなり海に誘さそうなんて変だと思ったんだ。

　なのに休みの日に天てん条じようさんとデートできることが嬉うれしくて、俺は小さな違い和わ感かんを見み逃のがした。

「永遠の愛を信じたがるようなロマンチストが自分の都合だけで、俺を見限るわけがないだろう。罪悪感とかバレバレだろうに、あぁもう！」

　己おのれの察しの悪さに腹が立つ。

　俺の知っている天てん条じようレイユは絶対にそんな安っぽい真ま似ねをしない。

　あんな生き真ま面じ目めな女性が俺を傷つけるとわかってまで強ごう引いんに隣りん人じん協きよう定ていを解消した理由。

　心当たりはひとつしかない。

「百パーセント輝夜かぐやのことだな。話を聞いて肩かた入いれしすぎて、ご丁てい寧ねいに俺を実家まで送り届けたわけだ。家族仲が元通りになれば俺のひとり暮らしをする必要もなくなる。隣りん人じんでなくなれば、俺たちの関係も終わる、とまた早とちりして！」

　天てん条じようレイユの中では、そういう終わりが見えてしまったのだろう。

　隣りん人じん同どう士しでなくなったら、この恋こいも保てなくなる。

　だから先に終わらせた。

　いじらしいにも程ほどがある。

　自分だって悲しいくせに、顧かえりみずに他人の都合を優先するなんて。

「──だから放っておけないんですよ」

　天てん条じようさんは生徒のために一いつ生しよう懸けん命めいすぎる。

　そのせいで自分をすり減らしては元も子もない。俺がサポートしなかったら、あの人はまたなんの変へん哲てつもないカレーライスで泣くようなＱＯＬ生活の質の下がった生活に逆ぎやく戻もどりしてしまう。

　狭せまいワンルームで、ひとりさびしく泣いている姿が目に浮うかんだ。

「俺がひとりにさせるわけないでしょう」

　すべては俺の想像だ。

　都合のいい解かい釈しやくなのかもしれない。

　だけど、天てん条じようレイユの考えていることは不思議とわかる気がした。
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　翌日。俺は朝早くにアパートへ帰った。

　家を出る時には家族総出で送り出されて、両親からは「次はいつ帰ってくるの？　次の家族旅行の相談もしたいんだけど」と暗に催さい促そくされた。

「レイちゃんによろしく。ちゃんと兄きよう妹だいになれたってお礼を言っておいて」

「わかった」

「あと、悠ゆうくんのことも、レイお義ね姉えちゃんに任せたって」

　輝夜かぐやからも伝言を託たくされた。

　通勤通学ラッシュで混む前に、地元駅に戻もどってくる。

　シャッターの閉まっている商店街を駆かけ抜ぬけながら、いつものように旭あきらにモーニングコールを入れる。

『もしかして今外？』

　旭あきらは電話に出るなり、俺の状じよう況きようを言い当てた。

「あぁ」

『なんで？　もう学校に行くの？』

「実家に帰ってたんだ。で、今着き替がえに戻もどっている」

『朝帰りだ』

「言い方」

『義いも妹うとさんには渡わたせた？』

「あぁ、おかげさまで。喜んでいたよ。それから謝っていた」

『お互たがい様さまよ』

「次に会う時は輝夜かぐやも穏おだやかになっていると思うから、あんまり嫌きらわないでくれ」

『別に、私は錦にしきの義いも妹うとさん嫌きらいなわけじゃないし』

「そっか。まぁお手て柔やわらかに」

『錦にしき、私がいつも怒おこっていると思ってない？』

「違ちがうのか？」

『相手と状じよう況きようは選んでいる』

「俺にももう少し優やさしくしてくれてもいいんだけどな」

『どう考えても優やさしいでしょう』

「そう……なのか？」

『疑問系になるな！』

　声が急に鋭するどくなった。

「そうやって怒おこるからだろう」

『錦にしきの方こそ、鈍にぶすぎ』

「なににだよ？」

『そういうところよ！』

　電話を切られた。







　住宅地を早足で抜ぬけて、俺はようやく自分のアパートに帰ってきた。

　タイミングよく、天てん条じようレイユが部屋から外に出てきた。

　その顔つきは遠目にも元気がないのがわかった。

　俺が近づいていることにも気づいていない。

「おはようございます、先生」

　びっくりして固まる天てん条じようさん。

「夢じゃないよね？」

　昨日の今日でシレっと顔を合わせたから、天てん条じようさんは露ろ骨こつにバツが悪そうだった。

　気まずそうにして、こちらの顔をあまり見ようとしない。

「ちゃんと起きてます？　朝ごはん食べました？」

「ね、寝ね坊ぼうしてギリギリ」

「俺がいないとダメじゃないですか」

「失敬な！　そんなこと、ない」

　虚きよ勢せいなのはバレバレだった。やっぱり隣りん人じん協きよう定ていを結ぶ前に逆ぎやく戻もどりされては困る。

「昨日はずいぶんと手のこんだことをしてくれましたね」

「輝夜かぐやちゃんとは仲直りできた？」

「はい」

「……ご家族とは話せた？」

「おかげさまで一いつ家か団だん欒らんできました」

「そう。よかった」

「先生のおかげです。ありがとうございました」

「教師として当然のことをしただけだから」

　胸を張っても、どこかぎこちない。

「ごめん。電車の時間があるから、先に行くね」

　天てん条じようさんは一方的に話を切り上げ、振ふり切きるように駅へ向かおうとする。

　その愛しい背中を黙って見送ったりはしない。




「あと報告が。ひとり暮らしは続けますので、どうぞ今後とも末永くよろしくお願いします」




　俺は昨夜行われた家族会議の結論をさらっと伝える。

　忙いそがしい社会人の時間を無む闇やみに奪うばってはいけないので報告は手短に。

　さぁ俺も部屋に帰って制服に着き替がえなければ。

「ちょい待ち！　今なんて言った？」

　急いで引き返してくる。

「あれ、遅おくれちゃいますけど」

「いいから答えなさい！」

「だから、これからもひとり暮らしを続けるって」

　天てん条じようさんの剣けん幕まくに、気け圧おされながら答える。

「実家に戻もどって暮らさないの!?」

　え、そんな怒おこるようなことした？

「そうなりますね。とりあえず卒業までは」

「ご家族はそれでいいの？」

「家に帰る頻ひん度どは前より増やしますけど。それ以外はこれまで通りです」

　俺の答えに天てん条じようさんは魂たましいが抜ぬけたみたいに、後ろへよろめく。

「天てん条じようさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　立たち眩くらみ？」

「アタシが昨日どれだけの覚かく悟ごで海に行ったと……」

「俺が海へ行ったのは、遠とお海みレイであって天てん条じようレイユじゃありませんよ」

「あんなもの、君を連れ出す方便よ」

　ハッキリ認めちゃった。

　もはや演じる余よ裕ゆうもないのか、天てん条じようさんの本音が駄だ々だ洩もれだ。

　しょげている姿も可か愛わいい。

「俺が帰るの、迷めい惑わくですか？」

「そういうつもりじゃないけど……」

「なにか問題が？」

「君がひとり暮らしする理由はなくなった。それなのにあっさり受け入れたら、輝夜かぐやちゃんに悪いよ」

「その輝夜かぐやから伝言です。『悠ゆうくんのことも、レイお義ね姉えちゃんに任せたって』」

「噓ッ？」

「信じられないなら本人に確かく認にんしてください」

　その言葉が、天てん条じようさんの葛かつ藤とうを終わらせられたように見えた。

「俺はあなたに言われた通り、家族の元に帰ってきたでしょう」

　俺は彼女の両りよう肩かたを摑つかんで、真正面から告げる。

「ふぇ？」

「俺にとってあなたと一いつ緒しよにいる時が一番リラックスできるんです。素の錦にしき悠ゆう凪なぎのままでいられます。自分に噓うそをつかなくていい。そんな相手は他にいないんです」

　気を遣つかうことはあっても、気き疲づかれすることはない。

　まだ立場や年ねん齢れいの違ちがいは意識させられるけど、それは長い人生から見れば些さ細さいなことだ。

　高校を卒業する頃ころには気にならなくなるさ。

「うん？　つまり……」

「だから、俺にとって天てん条じようレイユは家族以上に家族なんです」

「ひ、飛ひ躍やくしすぎじゃない？」

「永遠の愛を信じてもらうって、そういうことじゃないんですか？」

「そういうことって」

　今日に限って察しが悪いッ！

「だからその、最終的には結けつ婚こんするって意味でしょう？　ほら、結けつ婚こん式しきでよく永遠の愛を誓ちかいますかって……あれ、違ちがうんですか!?　俺また先走りました？」

　永遠の愛を誓ちかうとはそのまま解かい釈しやくすれば、結けつ婚こんするという意味になると思っていた。

　さすがに朝っぱらからプロポーズめいた言葉を口にして俺も死ぬほど恥はずかしい。

　だけど今後、俺の気持ちを軽視した一方的な決断を控ひかえてもらうためにも、ここでビシッと言っておかなければならない。

「いや、違ちがわなくはないけど、急に言われると」

　顔を真っ赤にして死ぬほど照れまくっていた。

「家族って生まれ育った関係だけじゃなくて他人同士が出会って、新しく作ることもできますよね？　俺はあなたと本物の家族になって暮らしたい」

　ここまで来たら開き直って、徹てつ底てい的てきにダメ押しする。

　曲解の余地なんてあたえない。

　俺の気持ちは一度隣りん人じん協きよう定ていを解消されたくらいで冷めたりしない。

「えーっと、その、あーっと」

　天てん条じようレイユ、大パニック。

　沸ふつ騰とうしたみたいに首まで赤くなって目をぐるぐるさせる。

「要するに、俺が一番帰りたい場所はあなたの隣となりです！　この先も錦にしき悠ゆう凪なぎは天てん条じようレイユの一番近くで生きていきます」

　もはや完全に固まって動かない。

　俺もどうしていいかわからず、両りよう肩かたから手を放す。

「君は、それでいいの？」

「約束したじゃないですか。永遠の愛を信じてもらえるまで俺は諦あきらめませんから」

「……今ちょっとだけ信じてもいいと思えた」

「そうでなきゃ困ります」

　喜びを分かち合いたいけど、仕事もある。

　俺の好きな人は太陽のように眩まぶしい笑え顔がおをようやく浮うかべた。

　その顔を見て、ようやく帰ってきた気持ちになれた。

　俺の居場所は彼女の隣となりだ。

　そう確信する。

「おかえり、悠ゆう凪なぎくん」

「ただいまです。天てん条じようさん」

　じわりと、目の端はしに光るものがあった。

「あれ、また泣いてま──」

　俺が言い終える前に、彼女が抱だきついてきた。

　今度は偶ぐう然ぜんの事故ではない。

　間ま違ちがいなく彼女自身の意志で俺の腕うでの中に飛びこんできてくれた。

[image: ]

　どぎまぎしながらも、そっと両手を彼女の背中に回す。

「誰だれかに見られたらどうするんです？　近所の噂うわさになるかも？」

「君が私服だからセーフよ。事情を知らない人から見れば恋こい人びとと別れを惜おしんでいるようにしか見えないでしょう」

「大だい胆たん」

「誰だれのせいで、こんな真ま似ねをしちゃったと思っているのよ」

　密着しながら囁ささやき合あうのは、なんだか新しん鮮せんだ。

「ここだけの話していいですか」

「なに？」

「刺し激げきが強すぎて、この後まともに授業を受けられる自信がありません」

「集中して。アタシだって普ふ段だんからがんばって平静を装よそおっているんだけど」

「そんな無理している感じには見えませんけど」

「大人はプライベートの問題を仕事中に持ちこまないの」

「その割には目元が腫はれぼったいですけど。昨夜はまた泣いたんですか？」

「またとか言うな！　泣いてないから！」

　明らかに意地を張っている。

「じゃあ、どうして？」

「これはその、そう！　映画を見て流した感動の涙なみだよ」

「凄すごいですね。往復の運転をしてくれた上に映画を見るなんて体力がありますね」

「泳いで鍛きたえているから」

　水泳万ばん能のう説せつすぎるだろう。

「俺が隣となりにいなくて、さびしかったりしました？」

　興味本位に訊きいてみた。

「うん」

　彼女はあっさり認めた。

「再度ご提案があるんですけど？」

「なに？」

「隣りん人じん協きよう定てい、再開しませんか？」

「えーどうしようかなぁ」

　持ったいぶってみせるが顔は笑っていた。

「今すぐ結ばないと大変なことになりますけど？」

「たとえば？」

「ケダモノのような自制心のない隣りん人じんが勝手に食事を作って、日々の世話を焼いて、あわよくばエロイ関係を狙ねらったり」

「それ、ふつうに犯罪だし、ある意味いつも通り」

「いいんですか？　万が一天てん条じようレイユより魅み力りよく的てきな女性が現れたら、その女性が出入りするようになっちゃうかもしれないですけど？」

「それは腹立つ。浮うわ気きは極きよつ刑けいだから」

　真顔でキレていた。

「冗じよう談だんです。それで、どうします？」

　お互たがいの顔を見合わせる。

　答えは聞くまでもない。

　錦にしき悠ゆう凪なぎと天てん条じようレイユの秘密の隣りん人じん関かん係けいはこれからも続いていく。


了









あとがき










　はじめまして、またはお久しぶりです。羽は場ば楽らく人とです。

『君の先生でもヒロインになれますか？』二巻をお読みいただきありがとうございます。

　お隣となりの先生との青春ラブコメ、義理の妹・輝夜かぐやが登場！

　みんな大好き義ぎ妹まいヒロイン、だけどリアルに家族以上の好意を持たれたら非常に困るよね。そんな素そ朴ぼくな疑問から、二巻は書かれました。

　大人びていても、まだまだ子どもで危あやうい輝夜かぐや。

　自分の恋こい心ごころよりも大人としての立場を選んだレイユ。

　ようやく自分の怒いかりに気づいて、逆に素す直なおになれた悠ゆう凪なぎ。

　三者三様の禁じられた恋こいを演じて、それぞれが本当に大切にしたいものに改めて気づくことができた物語になりました。

　一巻では美人だけどポンコツで可か愛わいい印象がかなり強かったレイユですが、二巻では優ゆう秀しゆうな教師としての理性的な一面と、それゆえ立場と本心の切ないギャップが描えがけて良かったです。

　これぞ年上ヒロインの魅み力りよく。美人が気き後おくれしているのが可か愛わいくて好きです。

　大だい丈じよう夫ぶ、青春はいつか終わっても人生は続いていく。

　どうか彼らの隣りん人じん協きよう定ていが幸せな形で解消されることを作者としても祈いのるばかりです。

　三巻もあればぜひ書きたいので、引き続き応おう援えんよろしくお願いします。




　ここからは謝辞を。

　担当編集の阿あ南なん編集長、駒こま野の様、今回もありがとうございました。引き続きよろしくお願いします。

　イラストの塩こうじ様。私の欲ほしいイメージ以上のイラストをいつも描えがいていただき、本当に頼たよりになります。瑞みず々みずしい彩いろどりが最高です。ありがとうございます。

　本作の出版にお力ちから添ぞえいただいた関係者様にも御おん礼れい申もうし上あげます。

　妻と娘むすめ、支えてくれる家族には最大級の感謝を。

　かけがえのない友人たち、いつも助けてくれてありがとう。

　最新情報につきましては羽は場ばのＸ（旧ツイッター　@habarakuto）でも随ずい時じお知らせしています。ぜひフォローしていただけると嬉うれしいです。

　それでは羽は場ば楽らく人とでした。またお会いしましょう。





BGM：岡おか村むら靖やす幸ゆき『彼かれ氏しになって優やさしくなって』
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